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プロローグ





　これは男のほうが悪いな──と、俺は頭の中で呟つぶやいた。

　土曜の昼前。とある公園のベンチに座り、俺は新聞を読んでいる。正確に言えば、読むフリをしている。正直、政治も経済もよく分からない。ＧＤＰとかの意味だってあやふやだ。……あ。よく見たら説明書きがあった。なるほど、国内総生産の略か。ピンとこない。

　再生紙を利用しているという新聞に顔を隠す俺の横では、先ほどから若い女性がケータイに向かって声を荒らげている。見たところ、大学生くらいか。

「だから、あと何分待たせるわけ？　さっきから、ずッッッッと待ってるんだけど！　──あと少し？　あと少し、って何時、何分、何十秒後？　──あと五分？」

　まるで小学生みたいなことを言っているが、彼女の言い分は尤もつともだ。

　要するに、付き合っている男性がデートの待ち合わせ時間に遅れている、という状況らしい。

「あと五分、って……五分前も言ってたでしょ？　──お願いだから？」

　女性の顔つきが変わってきた。怒りの中に、寛容の色が見え始める。

「しょうがないなぁ。ただし、ちゃんと名前で呼んで、謝って。────よろしい」

　白いハンドバッグを手にして離れていく彼女の返事から推測するに、どうやら待ち合わせ場所をデートの目的地に変更したようだ。十五分も待たされた挙句、彼女が折れたのか。

　……人を好きになるのも大変だな。俺には──も・う・、よく分からない。

　ともかく。彼女が座っていたベンチに用があった俺には都合がいい。

　広げていた新聞を畳み、目の前にある噴水を眺めた。水辺の近くには小さな子どもを連れた家族が水遊びをしている。他にも、それぞれの余暇を過ごしている人達たちで溢あふれていた。

　そんな中では、俺の姿は異質かもしれない。カジュアルな服装が溢れる中で、白いシャツに黒いジャケットとネクタイに身を包み、頭には黒い中折れ帽。手には新聞、横には本屋の紙袋。どう見ても公園でジョギングしようかな、という服装ではない。

　それはそうだろう。俺は運動ではなく、仕事に来ているのだから。

　俺は耳の中に入れていたイヤホンを押さえて、マイクに向かって声を発した。

「こちら──」

　内ない藤とう優ゆう一いち、と本名を言いかけて、作戦行動中のセオリーを思い出す。

「こちら……〈茨いばらの騎士〉。作戦を開始する」

　暗号名コードネームで呼び合うのが作戦行動中のお約束、と上司に言われている。真っ昼間から黒ずくめで暗号名コードネームを名乗るのは恥ずかしいが、これも仕事だと割り切ろう。

　ちょっと気恥ずかしくなっていると、イヤホンから『了解』と短く答える声が聞こえた。

　俺は腰を上げつつ、ポケットからスティック糊のりを取り出す。

　羽は島しまグループ特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の技術班の特製だ。一見するとスティック糊にしか見えないが、実際は強力ボンド。これをベンチに手早く塗った。

『待って。……もう一塗りして』

　相棒に指示されて、返事をしつつ、もう一塗り。

　たった一塗り違うだけで未来が変わる。俺の相棒はそれを知っている。

　俺はべンチの後ろにある木立に身を隠した。すぐ近くには公園の出入り口がある。どちらも見張れる位置だ。

　一分ほど経過して──一人の男性が、ボンドを仕掛けたベンチに座った。中年太りというかビール腹というか、少し腹回りが目立ちはじめている。

　そのブルゾン姿の男性は、茶色の大きな紙袋を手にしている。書店で使われるような簡素なものだ。いかにも週刊誌が入ってますよ、という見た目をしていて、羽島グループ新薬開発プロジェクトの極秘資料が入っているとは想像できない。

「目標を視認した。例のベンチに座っている」

　貧乏ゆすりが習慣らしく、男性は短い足とベンチを揺らしている。それとも、落ち着かないようなことを実際にしているのか。例えば……情報を持ち出して、第三者に売ったり。

『うん。準備はできてる？』

「ああ。いつでも──」

　不意に、俺がボンドを塗ったベンチのほうからも男性の野太い声が上がるのが聞こえた。

　近くにいる幼い少年少女の無む垢くな視線の先に、あまり見せたくない光景が生まれていた。頭の寂しい男性が立ちあがろうとしては座り、腕を回し、張りついて取れないズボンを引っ張っている。少ない髪が風にたなびき、ベンチが悲鳴をあげ、お母さん達たちがわが子の目を覆おおい「見ちゃダメよ」と言っていた。

　それを見届けてから、改めて言い直す。

「いつでもいい」

　怒りにまみれた男性が怒鳴り散らす。

「誰だァ！　こんな悪戯いたずらしやがったのは！」

　俺です。言わないけど。

　数分もそうしていただろうか。四苦八苦していた男性は、やっとのことでベンチから立ちあがった。肩で息をつきながら、時計を見て顔色を青くし、紙袋を脇に抱えて走り出す。不自然に伸びたズボンには、乾いて白くなったボンドの跡がくっきり残っている。

「対象が動いた。……タイミングは？」

『大丈夫』

　透き通るような可か憐れんな声が答え、一拍置いてから、少し自慢げに補足した。

『このままいけば──今・が未・来・にたどり着く』

　運動不足がたたった体形が、公園の出入り口へと走っていく。

　足が速い、五歳くらいの女の子だ。大事そうに、書店の紙袋を抱えている。その紙袋は、男性が持っている物と同じデザインをしていた。

「うおッ！」「きゃっ！」

　マンガみたいな勢いで二人は衝突。どちらとも尻もちをつき、互いの紙袋が地に落ちた。

「気ッ──気をつけろ！　どこ見てるんだ！」

　子ども相手に怒りを爆発させて、男性が紙袋を拾って走り去る。

　相手の女の子はと言えば……泣き出しそうになった目を拭い、強気にもオッサンの背中に向かって舌を出した。赤いスカートをパンパン払い、紙袋を手に立ち上がる。

　その少女は歩き出しながら──帰宅するまで我慢できなかったのだろう──紙袋を開けて中身を取り出した。それから急に立ち止まり、自分が手にしている書類を不思議そうな目で見つめた。

　俺は、まじまじと極秘資料を見つめる少女に歩み寄り、出来るだけ柔らかく声をかけた。

「……袋、間違ってるよ」

　ツインテールにした少女は俺を見上げて、顔をひきつらせた。今にも防犯ブザーを鳴らさんばかりの形相だ。やっぱり、こ・の・顔・だと怖がらせてしまうらしい。

『その子、防犯ブザー持ってるの』

　持ってるの？　──っていうか、片手でスカートのポケットを探ってる！

「あ……その、さっきのオジサンに頼まれたんだ。ホラ、君のはこっちだよ？」

　焦りながら、俺は紙袋を差し出した。半眼になった少女はピンクの物体（防犯ブザーだ……）を持った手を伸ばして、俺から袋を引ひっ手た繰くった。袋を破り、中身を確認する。

　中身は女児向けのアニメの絵本だった。魔法少女（？）のイラストが描かれている。

「あ、ホントだ！」

　途端に顔を明るくして、少女は書類の入った紙袋を渡してくれた。

「ありがとう」

　俺は少女に礼を言い、それから「ごめんね」と謝罪した。

　首を傾かしげる少女には到底言えない。君が転ぶ事を分かっていた、とは。

　俺は小さな協力者に背を向けて、公園の出入り口に向かった。入れ違いに、先ほどの少女の母親と思おぼしき女性が入ってくる。目を離した隙に少女が自由行動を取ってしまったのだろう。聞こえてきたお説教が証拠だ。

「勝手に歩き回って……。迷子になったらどうするの？」

「ママが見つけてくれるから平気だもん！」

　やっぱり、子どもは勝手でワガママだな。自分のやりたいようにやってしまって、周りに迷惑をかけてしまう。俺だって、あの子と大して変わらない。

　成りだけはガキっぽくない俺は、帽子を目深にかぶり直し、公園をあとにした。










第一章





「おばちゃん！　焼きそばパン！」

「カレーパンは？　おばちゃん！」

「おばちゃん、おつりおつり！」

　時刻は十二時を過ぎていて、学校の時間割りではすでに昼休みに突入している。

　昼休みともなればランチタイム。購買前は恐ろしいほどの喧けん騒そうに包まれる。俺の通うこの学校、私立清せい納な高校とて例外ではない。男女も先輩後輩も区別なく、我先にとパンやら惣そう菜ざいやらを求めてカウンターに押し寄せている。

　俺は母さんが弁当を持たせてくれる（しかし、桜でんぶや煮物の人にん参じんでハートマークを作るのは止めて欲しい）ので、この闘争に参加したことはあまりないが……凄すごい熱気だ。

　昔、スペインで行われたトマト祭りの渦中に置き去りにされたことを思い出す。言葉も通じない異国。見ず知らずの大人が満面の笑みで歓声を挙げながら、見事に熟れたトマトをいい具合に潰して投げつけてくる。視界は赤に染まり、むせ返るほどのトマト臭が鼻を塞ぐ。そして俺はトマトが嫌いだった。プチトマトですらアウトだった。

　必死になって「お母さぁあああん！」と叫ぶ俺の様子を、悪戯いたずら好きの母さんは離れて眺めてニヤニヤしていたらしい。そのおかげで俺は……まぁいいか。話を購買に戻そう。

「もう！　さっきから、おばちゃんおばちゃんって！　どのおばちゃんか言ってくれないと、分かんないでしょ！　おばちゃん率高いんだからさ！」

　カウンターの中から聞き慣れた声が苦情を言っている。

「はい、カツサンドねっ！　いつもありがとっ！　──メロンパン？　小お川がわさ～ん！　メロンパン、まだある？」

　三角巾とエプロンをつけたおばちゃん達たちの中に、どう見ても女の子がいた。おばちゃん率百パーセントになるところを、おばちゃん率九十パーセントくらいに引き下げているのは彼女が原因だろう。……それより、何気なく使っちゃったけどおばちゃん率って初耳。

「──ごめんっ、メロンパン売り切れちゃった……。代わりにチョココロネとかどうかな？　十円高くなっちゃうけど、美お味いしいよ？　オススメ！」

　看板娘むすめの勧めを拒まず、メロンパンを欲していた男子生徒はあっさりとチョココロネに鞍くら替がえした。ニヤニヤしてパンを受け取っている。

　忙せわしなく動きながら、押し寄せる人波をさばいていく。とても女子高生とは思えない手際の良さで、飢えた学生達に、パンと笑顔を振りまいている。

　ライトブラウンの癖毛を三角巾でまとめ、清納高校の女子用制服の上にチェックのエプロンをしている彼女は木こ枕まくらコトハ。俺のクラスメイトにして、バイト先では相棒。

　そして眠れる超能力者。暗号名コードネーム・〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉。今はパン屋さんにしか見えないが、れっきとした超能力者だ。

　馴な染じんでるなぁ……。一年前から通ってる俺よりも、遥はるかに。

　激戦区からちょっと離れたところで相棒の様子を眺めていると、顔なじみの男子生徒が紛まぎれているのが分かった。１８０センチ超の背中を丸めて、周囲に身を隠している色黒のアイツは……親おや川かわだ。清せい納なに通うありとあらゆる女の子の情報を把握していると言われる〈清納美少女親衛隊〉でも一目置かれる生粋の変態。入学初日、クラスの自己紹介で「清納を選んだ理由は？」という担任の問いに対して、

「脳内で半脱ぎにしたとき、一番興奮したのが清納だったからです！」

　選手宣せん誓せいの如ごとくハキハキと答え、即職員室に連行された猛者。

　そしてその猛者は、どこからかカメラを取り出した──ってなんだ、あの本格的なカメラは！　カメラマンか？

「コトハちゃぁあああん！　目線くださぁあああいッ！」

　カメラマンだ！

「イぇい！」

　コトハもノリノリだ！

　ウィンクしてピースしたコトハをごつい一眼レフのレンズに収め、親川は百八十度回頭。全速力で戦線離脱した。……「ヒャッハーッ！」とか叫んでる。世紀末な感じだ。

















「しまった！　うっかりポーズ取っちゃった……」

　ハッとした顔で、コトハは盗撮（という範はん疇ちゆうでいいのだろうか）された事実に顔を赤くした。自分で形づくったピースサインを恨めしげに見下ろし、鼻息荒く三角巾をもぎ取る。

「ちょっと、あの変態君捕まえてくる！　画像消去させないとッ！」

　悔しそうに言って、カウンターから出てくる。愉快そうなおばちゃん達たちの声援を背に受けて、人垣をかき分け──トトッと俺のほうに寄ってきた。

「ん？」

「店番よろしくっ」と、コトハがエプロンと三角巾を押し付けてきた。仕方なく受け取る。

「いや、いきなり言われても……」

　コトハの体温が残った布に少しドギマギしつつ、抵抗を試みる。

「俺は……接客とか苦手だ」

　そんなことは分かってるだろ──と言葉を続けるより先に、コトハは廊下のほうへ駆けだそうとする。ちょっと待って、まだ話の途中。

「これも治・療・の一環だよ！　人前で笑顔になれるように、自分で意識してみないといけないでしょ？　だから、そういうことで！」

　治療。それを出されると無む下げにはできない。

「分かった。……ただし、廊下は走るなよ。危ない」

　渋々といった顔でコトハは頷うなずき、

「競歩ならいい？」

　確かに走ってはいない。

「競歩なら、いい。くれぐれも競歩でな」

「うん！　絶対捕まえてくるから──競歩でっ！」

　威勢良く返事をして、コトハは廊下をズンズン進んでいった──競歩で。彼女が約束を守ってくれたのだから、俺も守らないといけない。

　突き刺さるような好奇の視線を浴びたまま、購買のカウンターの中に入る。

　……分かってはいるが、あえて深く考えなかったことがある。さっきから、妙に静かだ。

　より具体的に言えば、コトハが俺にエプロンを渡してきた辺りから。俺のほうにも視線が向けられるようになったときからだ。

　原因は分かっている。〈死者の顔デスマスク〉と呼ばれる俺の顔だ。

　徹底的な無・表・情・。死んだように濁った瞳。多分、ひまわりのような笑顔で接客していたコトハの後では、普段以上に落差があるはず……申し訳ありません。今しがた「え、武器商人……？」と呟つぶやかれたお客さまは、どちらでしょうか。当店には銃刀法に違反するような商品はございません。

　先に言った、実母からの度重なる過度な悪戯いたずら。熱狂的な異国の祭りに放置されたり……海で泳げば足を掴つかまれて海中に引きずり込まれたりしていたおかげで、顔の筋肉が音を上げた。精神よりも先にギブアップした顔は引きつることも無くなったが、一切の感情を表さなくなってしまった。

　ポーカーフェイスとでも言えば聞こえはいいが、現実には他人を不安がらせてしまうだけ。日常生活にも支障が出ている。

　そんな俺に接客業なんて……無表情を改善する治療の一つだとしても酷だ。よく考えてみれば、仕事を押し付ける口実だったとも思える。

　でも、だ。流れとはいえ、受けてしまった以上はなんとかしないと。

　──どんな形であれ、誰かを裏切ることはしたくない。

「あ……その、えっと──」

　口を開きかけた瞬間、よろけてしまう程の力で背中を叩たたかれた。

「ホラホラ、不景気な顔したお兄ちゃん！　ちゃんとエプロンつけて、声張る！　コトハちゃんの代わりなんだから、しっかりやんな！　お客さんが待ちぼうけだよ！」

　そこいらの体育会系男子を凌しのぐ太い腕で発破をかけてきたおばちゃんは、豪快に「ガハハ」と笑った。奥歯に金の詰め物をしていることが分かるくらいに口を広げている。

　さすが……さすがは主婦層！　無表情など屁へでもないかッ！

　まさに剛胆。不景気な顔程度で済ませてくれるのは、気持ちが楽になる。俺は購買のおばちゃんスタイルを敬意の心から即座に世襲し、沈黙したお客に向かって、愛想のない顔を向けた。とりあえず、微笑ほほえんでる気分でやってみよう。

「まず……四列にならんでください。男子女子、それぞれ二列ずつ。出来るだけ小銭での支払いをお願いします。──ご注文は？　チョココロネなんかオススメですよ」



「お疲れさまっ！　それじゃ、また明日！」

　最も忙しい十数分間を終え、おばちゃんに挨拶してからコトハは購買を後にした。エプロンを小脇に抱え、手にはパンが入ったビニール袋をぶら下げている。

「お待たせっ」と白い歯を見せて、コトハが元気そのものの笑顔で見上げてくる。

「別にいい。……教室、帰るか」

「うん！」

　パンを視線の高さまで上げ、嬉うれしそうにするコトハ。そんな彼女と廊下を進む。

　──『忙しそうだから手伝おっかな』という、おばあちゃん子で商店街育ちのコトハらしい理由で購買の手伝いをするようになったのは、転校してから数日のことだった。

　おばちゃん達たちは喜んで受け入れ、担任は「あー……いいんじゃない？」とどうでもよさそうに言い、担任を通して校長から返ってきた返事は「元気があってよろしい」だった。自主性を重んじているというか自由奔放にさせすぎというか。この高校って凄すごい。

「あのさ、優ゆう一いち。あの変態君、どうにかならない？」

　急に、コトハが不満そうな顔になる。そういえば詳細を聞いてなかった。

「捕まえたのは良かったんだけど……なかなかデータ消してくれなかったんだよね。ホラ、変態君って背、高いでしょ？　カメラ持ったまま、思いっきり手を伸ばされちゃってさ」

　手を伸ばした親おや川かわの周りを、コトハがピョンピョンしてる光景が目に浮かんだ。

「そしたらね？　『踏んでくれたらデータは消す』って言うんだ」

　野郎……Ｍ心まで満たそうとしやがったのか！

「だから、踏んじゃったんだけど」

　え？

「踏んじゃったのか？」

「うん。背中のコリをほぐしたいから、って。だから上履き脱いで、足踏みマッサージしてあげたんだ。最初からそう言ってくれればよかったのに。変態だと思っちゃったよ」

「変態だぞ」

「あっ」

　コトハは視線を前に向け──もの凄い速度で二度見してきた。目は驚きよう愕がくの形に見開き、唇は震えている。『しまった！』と書いてある顔だ。

「いや、でもさ──っていうか、なんで踏まれたいの？　わけ分かんないよ！」

　理解に苦しむ彼女の頬ほおを、冷や汗が一筋、流れ落ちた。

「──だからこそ、変態なんだ」

　すると右頬──コトハがいる側の頬に、鋭い痛みが襲った。つねられている。引っ張られ、羞恥心と怒りがない交ぜになった感情から急速に赤面したコトハと目が合う。

「なっ──なんで、止めてくれなかったのッ？」

「いや……ファンうっへはから（パン売ってたから）」

「そうだよね！　私が頼んだんだからさ！　手伝ってくれてありがとッ！」

「そんな怒った顔で言われても……」

「手伝ってくれたら、お礼言わないと失礼でしょ！　『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その四！　『お礼を忘れる者、お礼を言われる資格なし──おまけの笑顔はプライスレス』！」

「……笑顔は無理？」

「笑顔は無理！　今ちょっとそういう心境じゃないからッ。なんか、もうッ！　あー、もう！　恥ずかしいし情けないし悔しいし……市中引き廻まわしの上打ち首獄門だよ！」

「落ち着け町奉ぶ行ぎよう」

　未いまだ腹に据えかねている時代劇好きコトハをなだめる。

「とりあえず……アイツにはよく言っておく」

　よろしくね、としかつめらしい顔で念を押してくる。それから、何か思いついたように袋からパンを取り出した。大声を出したおかげで、気分は落ち着いたらしい。

「歩きながら──」

「食べないよ。行儀悪いからね」

　注意しようとしたら、得意そうに先を言われてしまった。

　購買を手伝ったお駄賃に、コトハは何かしらの惣そう菜ざい（売れ残り）を貰もらっている。今日のバイト代はあんパンだ。大きさと程よい甘さ、牛乳との相性が抜群にいいことから運動部男子に人気がある。それなのに売れ残るってことは……。

「今日はたくさん売れ残ってたから、どれにしようか迷っちゃった。〈死者の顔デスマスク〉効果？」

「…………」

　やっぱり、俺は客商売に向いてない。愛想笑いの一つもできないと、この有り様だ。加えてトークも苦手とくれば、もうお手上げ。

　自己嫌悪から黙りこんでいると、コトハが俺の前に回り込んできた。

「私から言っておいてなんだけどさ？　落ち込まないの！　沈んでたら笑えないよ？」

　ちょっぴり怒った顔をしてみせて、彼女は二等分にしたパンの片方を差し出してきた。

「半分こ」

「ん？」

「手伝ってくれたから、半分こ」

　どことなくやんちゃな少年を思わせるように「へへっ」と、コトハは目を細める。

「だからさ、元気出して。──ね？」

　悪意のない無邪気なセリフ。同い年とは思えない爛らん漫まんさ。使い古された言いかたで言えば、太陽のような笑顔。見ている相手を、否応無しに元気にさせる笑顔だ。

　なんというか……俺はコトハに勝てる気がしない。いつも、この顔にやられてしまう。

「ありがとう」

　礼を言ってパンを受け取ると、彼女は満足そうに白い歯を見せた。

　が。途端に目を大きく見開いて、俺の手にしたパンに顔を寄せた。

「あっ！　よく見たらそっちのほうが、あんこ多い！　交換して？　お願いっ」



　パンを手にして教室に戻ると、コトハを待っていたらしい女子連中が弁当片手に近寄ってきた。それを見て、つい後ずさってしまう。今やクラスの人気者のコトハと違って、〈死者の顔デスマスク〉の女の子受けは最悪なのだ。今朝の情報番組でやっていた占いでも、『異性との接触に注意☆』とか言われた。泣かれてしまうかもしれない。

　コトハに「またな」と言い置いて、そそくさと席に戻った。

「おかえりー」

　真後ろの席から可か憐れんな声が聞こえてきた。弁当をカバンから取り出し、あんこがむき出しになったパンと一緒に、背後の机に置く。

「悪い。待たせた」

　携帯ゲーム機を操作しているソイツは、人の良さそうな顔でこちらを見た。メガネをかけた猫毛の少女……ではなく男子生徒。声も高いし小柄で華きや奢しや、だが男だ。

　中なか友ともは、机に置いてあったサンドイッチに手を伸ばした。それでもゲームは手放していない。イヤホンも装着したままだ。そんなに美少女ゲームをやめたくないか。

「内ない藤とうと木こ枕まくらさん、べったりしすぎじゃない？　いくら親戚だ、って言ってもね」

　コトハと俺の関係は、表向きは親戚ということになっている。とても「超能力者とその相棒です」とは言えない。

「べったりか？」

「べったりだね。内藤がいてくれないと、僕が親おや川かわを止めなくちゃいけないんだから……もっとこっちにも気を配ってよ」

　中友の相手をしながら、弁当箱を開く。ああ、今日も桜でんぶでハートマークが……。

「分かった。気をつける」

　サンドイッチをかじりながら、中友はクスリと笑った。

「内藤は言われたらすぐ真に受けるんだから……。二次元美少女なら、ホントに攻略しがいがあったのになー」

「すまない。それについては気をつけても理解できない」

「オイオイオイオイ！　俺の愉快な仲間達たちィ！」

　大きな声を出して、親川がやってきた。

「今日も大量大量──お、タコさん一つもらうぜ！」

　親川は俺の弁当からウィンナーをつまむと、そのまま俺の机に腰を下ろした。大量、とはデジカメの写真のことだろう。ニヤニヤして画面を見ている。

「人の机に座るなよ」

「ンなこと言ってくれるな──俺に座られたら、椅子の持ち主が可哀かわいそうだろ？」

　学年一女子から嫌われている男は、無駄に精せい悍かんな顔で自慢できない気遣いを見せた。

　そんな親川にコトハからの苦情を伝え、中友の提案で罰として正座をさせたりしている内に、休み時間は残りわずかとなった。

「そういえば、姫さまはいずこにッ？」

　床に正座したまま、弁当をかき込んでいた親川が白米を口から飛ばしながら言った。あんパンを頬ほお張ばりつつティッシュを親川に押し付ける。

「ケータイ持って出て行ったよ。慌ててたように見えたなー」と中友。

「そうすっと、メールじゃなくて通話か。……そいつァ、ちっとばかし解げせねぇな」

　まき散らした米粒を掃除する手を止めて、親おや川かわがシリアスな顔で声を潜めた。

「いつも、姫さまはケータイの電源をお切りになっているはず。そんな清く正しく美しい姫さまが校内で通話だと……？　何かあるな」

　ケータイ一つでここまで推測できるのか。変態の発想は尋常じゃない。

「優ゆう一いち？」

　名前を呼ばれて顔を上げると、コトハだった。

　コトハはやってくると、親川のほうを見てから、口を尖とがらせてそっぽを向いた。分かりやすく怒っている。そして親川は、冷たくされても興奮している。

「あのさ？　今日、練・習・しよ？」

　練習か……。そうなると、俺のお昼寝時間はナシだ。ちょっと残念。

「今日は、なんかいけそうな気がするんだ！　さっき欠伸あくびが出たんだよ？」

「本当か？」

「うんっ！　体育があったからかな？　ホラ、目も小さくなってるでしょ？」

　いや全然──なんて素直に言うほど、野や暮ぼではない。もしも成功すれば、俺の食後の至福など些さ末まつなことだ。

　内心盛り上がっていたら、中友が口を挟んできた。

「練習って、なんの練習？」

　俺が口止めするより早く、素直にノリ良くコトハが答えてしまう。

「寝る練習だよ？」

　──軽い音をたてて、親川の震える手から箸が落ちた。

「若い男女が……一緒に……寝る……練習……？　導き出される答えは……」

　まるで何かにとり憑つかれたような顔で、ブツブツと呟つぶやいている。

　マズイ！　変態の琴線に触れてしまった──筆舌に尽くし難がたい何かが滾たぎっているッ！

「え？　いきなり、どうしたの？」

　異様にモゾモゾし出した親川の異変に戸惑っていたコトハも、ようやく悟ったらしい。俊しゆん敏びんな動作で俺の顔を引っ張る。

「優一っ……。あのさ、もしかして……ね、寝るって……え、えっと、そ・っ・ち・の？」

　恥ずかしいから否定して欲しい。そう主張する顔だ。

「答え辛づらい」と、引っ張られたまま口を動かす。

「それじゃ、やっぱり、答え辛い方向性の……アレ、って思われてるの？」

「…………多分」

　瞬間。茹でたタコのように紅潮したコトハ。

「いっ、いくら私でも、その答え辛いほうが、どんな雰囲気かは知ってるけど、まだ無理だよ！　まだ色々とよく分かんないし！　それに、なんでそういう話になるの？」

「それはコトハがポロッと言うから……」

「わっ──私、ポロリなんかしてないよ！」

「ポロリはしてないし、ポロリとは言ってない！　安心しろ！」

　前に風呂場で見たのはポロリを超えてたから範はん疇ちゆう外──とは言わずに黙っておく。

「って言うか、今くらいＳ顔やめてよ！　私なんて、いっぱいいっぱいなのに！　そんなだから、女の子の好感度ランキングワースト二位なんだよ！」

「え────俺、親おや川かわの次なのかッ？」

「よく一位が分かったね！」

　そんなの誰でも察せるわ！　女の子受けが悪いとは思ってたけど、そこまでだったか！

　眼前のコトハと言い合い、唾液を滴らせる親川に中なか友ともが英語辞書を叩たたきつけ、周囲では野や次じ馬うま根性を触発されたクラスメイトが近寄りはじめ、教室内は騒然となった。

　そんな中だ。

「──私は皆さんを追及します」

　聞こえてきたのは涼やかな声音。

　妙な高揚感に踊らされていた全員の視線が、教室の戸口に立った人物のほうへと向く。

　まず目につくのは手入れの行き届いた黒髪。真まっ直すぐに伸びるその髪は、正々堂々とした彼女の心根を表しているようにさえ思える。

　切れ長の目は吊つり気味で、腕を組んだ姿がよく似合う。高圧的ではないが、気品を感じさせるたおやかな仕草。合気道の道場を開く家に生まれ、幼少期から学んできたであろう隙のない立ち姿。その姿、まさしく大和やまと撫子なでしこ。まさしく──。

　姫さま、と誰かが呟つぶやいた。その通りだ。事実、彼女はそう呼ばれている。

　二年七組クラス委員、小こ日向ひなた蓬ほう子こ。またの名を委員長。若しくは姫さま。或あるいは──羽は島しまグループ特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉に所属する超能力者。暗号名コードネーム・〈朧おぼろかぐや〉。

　学園の誇るクールビューティは颯さつ爽そうとした足取りで教卓に立った。そのまま、黒板に白いチョークを走らせる。

「すでに授業開始のチャイムは鳴っています。今は授業中。授業中は先生に指名された場合を除き、席を立ってはいけません。食事を取ることも、お喋しやべりをすることも許可されていないことはご存じのはずです。……たとえ、先生がいらっしゃらなくても」

　担任よりも綺き麗れいな字で『自習』と書くと、両手を叩いて指先の粉を落とした。

「皆さん。席についてください。授業をはじめましょう」

「ハイっ！」と、クラス中からキビキビとした返事が上がる。

　下手な教師よりも指導者然とした姿に、今頃職員室でマンガを読んでいるであろう担任（五時限目の世界史担当）の先行きが不安になってしまう。

「姫さまも、もっと肩の力を抜けばいいのにねー。堅物属性はデレると破壊力があるんだから」

　中友がゲームを片付けながら言った。

「でも……かなりデレた方なのかな。昼休みはお喋しやべりもしないで一人でいるのがデフォルトだったのに、ここ最近は木こ枕まくらさんとご飯食べてることも多いしね」

　ザワザワと休み時間の騒ぎが収束していき、各々が自分の席へと戻っていく。親おや川かわでさえ姫さまの声に正気（？）を取り戻して、彼女の肌とニーソックスの境目を凝視していた。信じられないことに、親川の正常運転はあのレベルだ。

　胸を撫なで下ろし、姫さまにお礼でも言おうかな、と思っていると──コトハが姫さまの手を引いて、教室の隅に移動していく。

　手を繋つながれて軽く動揺している姫さまの耳に、コトハが顔を寄せる。典型的な内緒話の構図になった瞬間、姫さまの膝がふにゃりと折れた。耳を押さえる姫さまに、コトハはキラキラした笑顔を向けて──「萌もえだぁ……！」と、感極まった様子で呟つぶやいた。

　……姫さま、耳が弱いのか。知らなかった。

　俺は腰をあげ、姫さまにちょっかいを出しているコトハの襟えり首くびをネコみたいに掴つかんだ。

「あ、優ゆう一いち！　蓬ほう子こちゃんの新情報だよ！」

　うおぅ……止めにくくなる、いい笑顔。

　なので、話を進めることにした。

「あの……委員長。また、いいか？」

「お昼寝の練習、ですか？」

　頷うなずく。姫さまはコトハの事情を知っている。俺達たちの上司がそれとなく伝えてくれたらしい。コトハにとって、眠ることがどういうことなのか。

「ご事情は存じ上げていますが……授業中ですよ？」

「頼む」

　しっかりと彼女の目を見て、誠意を見せようと努める。すると、すぐに視線を逸そらされてしまった。唇を噛かんで目を合わせようともしてくれない。まるで屈辱に耐えているようだ。

「お仕事とはいえ授業を抜け出すようなことは簡単に容認できるものではありません。ただでさえ、内ない藤とう君は居眠りをされてばかりです。午前中の授業も、大半を眠っていらっしゃったでしょう？　国語の授業で朗読のページを間違われたことが良い例です」

「……すいません」

　お説教スイッチ入った……。

　ですが、と彼女は気持ちを切り替えるように言った。

「お仕事ですから、仕方ありませんね」

「助かる。ありがとう」

「いえ、お仕事ですから」

　短い受け答えから、彼女の俺に対する印象が悪いことが容易に理解できる。以前から拒否反応はあったが、最近はより顕著だ。理由は分かっている。

　以前、とある事情で敵対していた俺達たちは、互いの能力ちからを駆使して直接対決をしなければならなくなった。所属する会社の利益を懸けた決闘。彼女の超能力──〈念動力テレキネシス〉に対して、俺達はコトハの予言と俺の悪戯いたずらで対抗した。

　しかしその渦中。事故で、俺の唇が姫さまの頬ほおに。手が彼女の──言い難がたいが、胸に着地してしまったのだ。そのおかげで能力ちからを酷使していた姫さまの戦意を削そぐことができたのだが……。それからは、この通り。目も合わせてもらえない。

　俺だって、唇にふれた肌の感触や、手袋越しでも感じた柔らかさはしっかり覚えてしまっている。気恥ずかしさと罪悪感で押し潰されそうだ。

　胸の中で大きなため息をつき、ポケットからメモ帳を取り出したコトハを連れていこうとする。しかし数メートルもいかない内に、姫さまに呼び止められた。

　振り返る。呼んでおきながら、彼女はわずかに視線を下に向けていた。

「どんなことでも……お仕事なら、仕方ないですよね？」

　意味を測りかねていると、より強い口調で、

「仕方ないですよね？」

「……はい。仕方ないです」

　思わず敬語になって答えると、彼女は神妙な顔つきで頷うなずいた。そうしてから、何も言わずに自分の席へと戻っていく。

「何かあったのかな？　お仕事？」

「分からない」

　コトハに答えながら、俺は親おや川かわ達としていた会話を思い出していた。電話を持って出て行った姫さまが、帰ってきた直後にあの様子だ。仕・事・で何か連絡があったのか？

「あとで訊きこっか。今は練習しないと。今日はなんかいい感じなんだ」

　言いながら、コトハは小さなメモ帳にペンを動かしている。……『耳が弱くて萌もえる』？

「そうだな。せっかくいい感じなんだからな」

「うん。……それと、優ゆう一いち。いい加減に放して？　襟えりが伸びちゃう」

「……すいません」



　午後の日差しは天然の毛布のように暖かく、風は太陽の熱を適度に逃がしてくれる。食後の充足感もあり、どうにも気が抜けてしまう。睡魔が忍び寄るには持ってこいの状況だ。

　屋上に並ぶベンチの一つに腰をかけ、俺はそんな睡魔と格闘していた。俺が眠るわけにはいかないのだ。俺は眠りにきたのではなく、眠らせるためにきたのだから。

　俺は目をこすり──膝の上にある、お・昼・寝・の・練・習・をしているコトハの横顔を見下ろした。男のひざまくらなんて絵にならないが、これが俺の役割。

　──〈ソウルメイト〉、というものがある。魂の仲間、という意味だ。

　全ての生命が持つ魂。魂は生まれ変わりを繰り返す。何度も何度も生まれ変わる。膨大とも言える生命の旅路──それを共にする仲間が〈ソウルメイト〉。その魂の相性が、俺とコトハは最高らしいのだ。

　魂の相性が良いとどうなるか。答えとしては、コトハの超能力が強化される。

　コトハの能力ちからは、〈アカシック・レコード〉というデータバンクへのアクセス能力。そのデータバンクは地球上の過去から未来、個人の一生でさえ網もう羅らしている。

　もちろん、データバンクと言ってもネット上にあるようなものではなく、存在を立証することはできない。アクセスをしているのもコトハの魂。

　一言で言えばオカルト。超常現象。非科学的。本気で信じていると他人に知られたら、白い目で見られてしまうであろう類の話だ。

　俺もどちらかと言えばそうだった。存在すれば面白いかもしれないけど、存在するわけないだろう。超能力も魂も、所詮はフィクションにすぎない。

　まぁそれも…………こ・の・現・象・を見るまでの、話だったんだけれど。

「うっ、うぅんッ！　あ、ぁ、はぁあああ……」

　鼻にかかる熱っぽい声は、不安定な揺らぎを持って彼女の内から発せられている。高熱にうなされているかのように身み悶もだえ、身体の伸縮を繰り返す。額と言わず首筋と言わず、肌は汗で光り、桜色に色づいていく。

　見れば、激しい動きでスカートが捲まくれてふとももの露出が激しくなっている。丸みをおびた膝が擦れ合い、よじり合い、触れたら火傷やけどしそうな程に上気していく。

「やぁ……ん！　ハァ、ハァ──んぅッ？　ううっ！」

　俺は、コトハの身体にかけていたブレザーを足のほうに移動させた。

　ホント……制服の着崩しはよくないな。刺激が強い。

　気を取り直し、ハンカチでコトハの汗を拭う。コトハ用に買い求めた物だ。

　チラリ、とコトハの髪を見やる。そちらでは、もう一つの変化が続いていた。

　コトハの髪の色が、目の覚めるような赤へと変わっていく。変身と言い換えても差し支えのない、現実味の欠落した現実が、紛まぎれもなく進行していた。

　ふと、うなされているコトハの手が宙をさまよっていることに気付く。暗闇の中、何か支えになる物を探すような……そんな、頼りない手つきをしていた。

　俺は、その手を握った。彼女は、安心したように口元を結んだ。

　──コトハには家族がいない。亡くなっている。それも、彼女が寝ている間に。

　それを知った彼女は眠ることを酷ひどく恐れるようになってしまった。

『眠るってことは、ちょっとの間死ぬことなんだ』

　死と眠り。コトハにとって、この二つの意味は近しい。押し潰されるような不安感という意味においては、同義語と言ってもいいかもしれない。

　だからこそ、俺が必要だった。〈ソウルメイト〉の中でも、最高の相性である俺が。

　聞いた話では、魂の相性が良いと自然と奇妙な安心感を覚えるらしい。仲間内や家族、家の中で感じるようなもの──だそうだ。気楽な言いかたで、上司は言ったこともある。

『相性の合わない人が近くにいたら、気まずくって居心地悪いでしょ？』

　ニュアンスは分かるような気がしないでもない。コトハといる時にふと感じる、不確かな安あん堵ど感かんは……旅先から自宅に帰ったときに感じる、あの気分に似ているかもしれない。

　超能力を強化し、予言を実行し、かつコトハに安らぎを与える。それがコトハの安眠枕である、相お棒れの役割。

　役割であり約束。当たり前の世界から追い出されてしまったコトハに、俺が持ち得るささやかな当たり前を貢みつぐという、裏切りたくない約束だ。

　コトハの髪の色が、跳ねた毛先まで赤毛へと染めあがった。呼吸も落ち着いていた。

「──誰たがためにドアは開あく？」

　呪文のような言葉を口にして、赤毛になったコトハが小さく肩を動かした。



「こ……こんにちは、あ──ぁ、相棒……」

　蚊の鳴くような声で、瞳を閉じたままのコトハが挨拶してくる。

　俺も挨拶を返し、はにかむような微笑を湛たたえる彼女の額からハンカチを退けた。

「やっと……眠れたな？」

　段々と感動がこみ上げてくる。

　今まで、数回ほど行ってきた昼寝の練習。毎回のようにコトハは眠れず、結局丸一時間しりとりをして終わっていた。今日は『リウマチ』とか『乾布摩擦』とか『ゆず湯』とかおばあちゃんの近況報告みたいな単語で攻められるしりとりをしないでいいのか。

　なによりコトハが自力で眠れた。これは本当に嬉うれしい。大きな一歩だ。

　静かな感動に胸を震わせていると……コトハが妙な顔をしていた。苦笑い、に近い。

「あの……ね？」

　薄幸の美少女を体現したかのような声で、コトハは続けた。

「私──コトハ、ってことだけど……昨日、寝てないの」

　モジモジと動く指先から、言い難にくいと思っている彼女の心境が知れる。

「ホントは……ね？　昨日の夜、眠れそうだったの。前に眠ってから一週間以上、経たってたから。でも……寝なかったの」

　寝なかった、って……。

「まさか──今日のために我慢したのか？」

　俺が大きな声を出したからだろう。彼女は叱られたように、目を強く閉じた。

「で、でもっ……ちょっと眠いかな、って思っただけだったの。ほんの、ちょっぴり。それに、一度くらい成功させたかったの」

「……なるほどな」

　俺は頭をかいて、身を小さくしている彼女に言った。

「気を遣ってくれてありがとう。だけど……俺はコトハの安眠枕だ。利つ用かうことだけ考えてくれればいい。焦る必要なんか全然ない。のんびりいこう」

「……いいの？」

「当たり前だ。それと我慢はよくない。眠くなったら寝るんだ。……あ。ちゃんとあったかくして、ベッドでな」

　しまった……変に言い足したせいで、説教っぽくなくなってしまった。

　そんな不慣れな俺が可お笑かしかったのか、彼女は控え目に微笑ほほえんで、小さくあごを引いた。

「怒ってるんだぞ？」

「……うん、怒ってる。ちゃんと、私のことを考えて怒ってくれてるの」

　そう言って、俺と繋つないだままの手を握り直す。自己主張が控え目なこちらのコトハらしく力は弱い。

　まぁ……眠れたことには変わりないか。

「……スプレーを使ってないのに君・と・会うのは初めてだったな」

　話を変えるように言うと、彼女は首を横に振った。

「違うの。最初は、本当に最初に会ったとき」

　コトハと俺が最初に出会ったのは、この学校の図書室だった。居眠りをしていた俺が目を覚ました時、同じテーブルに突っ伏していたコトハは、今のように赤い髪をしていた。

「……そうだったな」

　コトハは眠っている間だけ超能力を使えることは先に言ったが、もう一つ、コトハは眠っている間に変わったことが起きる。それが彼女の存在だ。

　通常、生命には肉体と魂がそれぞれ一つずつ備わり、一個の生物としての体裁を保っている。しかし、コトハは違う。コトハという一つの肉体に、二つの魂が内在しているのだ。

　こちらのコトハこそ、チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉の要である〈未来予知〉を担当している。

　普段のコトハが〈アカシック・レコード〉と肉体を繋ぐ。今のコトハが情報を調べる。調べられた情報を元に、俺が行動する。そういう役割分担があって、俺達たちは超能力チームとして成立している。魂の相性が良いチームとはいえ、足並みが揃そろわないと効果が半減してしまうのは難点と言えば難点だが、それを補って余りある能力ちからだ。

　例えば……一つの会社の運命を左右し、一人の超能力者を自由にさせ得る程の。

　いい機会だと思い、訊きいてみる。

「訊いてもいいか？　君は……コトハじゃないんだよな？」

「うん。コトハはコトハなの。私は私なの」

「それじゃ、君のことはなんて呼べばいいんだ？」

　目を開けてはいないが、見開いたような動きをして、彼女は「……え？」と小さな唇を動かした。

「コトハだけ名前で呼んでるんじゃ、不公平だろ？」

　俺は今まで、こちらのコトハのことをコトハ（赤）と呼んでいた。もちろん頭の中だけでだが、このままでは都合がよくない。今後の為ために知っておきたかった。

　すると、コトハ（赤）は表情を曇らせた。

「私は……」

　先が続かない。繋いだ手に力が入り、抜ける。峻しゆん巡じゆんするような、心の中が揺れ動いているかのような躊躇ためらいが、触覚を通じて伝わってくる。

　たっぷりとした沈黙の後。

「私は──コトハ、なの」

　彼女はそう、答えた。

「コトハじゃないけど、私もコトハなの。……今までずっと、そう呼ばれてたの」

















「別人なのにか？」

「……うん。私達たちは、二人で木・枕・コ・ト・ハ・なの」

　コトハの話では、自分が超能力者だと知ったのはごく最近のことらしい。

　しかし、他の家族がそのことを知らなかったとは考えにくい。

　特におととしに亡くなったという、コトハの祖母。寝食を共にしていたであろう彼女が、孫の異変について知らなかったというのは理屈が通らないように思える。

　少し考え込んで、無言になってしまった。コトハ（赤）にクイクイと手を引かれる。

「黙っちゃ、や」

　眉根をちょっぴり寄せて、彼女は軽く頬を膨らませていた。拗すねている。

「いつも、優ゆう一いちとは仕事の話ばっかり。今日は、そうじゃないの」

　催眠スプレーを使うときは、バイトで予言をしなければならないときだ。彼女と話すことはあっても、内容は自然と仕事の話に限られてしまう。なら今日の彼女は、さしずめ『オフの日』とでも言ったところか。

「そうだな。……コトハ。なんの話をする？」

　記念すべき練習成功の一回目だ。無粋な詮索はあとにしよう。時間はある。疑問はゆっくり解決すればいい。今は彼女の気持ちが最優先。

「なんでも、いいの？」

「ああ」

「……しりとり、したい」

　少し意表を衝かれた。話ではなかったのが主な理由だ。

「優一、コトハとやってたから。私もやりたいの。……ダメ？」

「ダメじゃないけど……能力ちからを使うのはダメだぞ。フェアにいこう」

「うんっ」

　声を弾ませる彼女。引っ込み思案な雰囲気の彼女にしては、驚くほど感情が表れている。

　コトハの今・を守る立場の人間としては、疑問を口にしなくてよかった、と再確認できた。ささやかながらもご機嫌な笑顔のコトハ（赤）に、先攻を譲る。スタートはしりとりの『り』から。

「えっと……リス」

　お、普通だ。『リウマチ』スタートじゃない。

「スイカ」

「かぼちゃ」

「ちゃ……チャイム」

「むく鳥」

「り、り……理科」

「かぼちゃの馬車」

　魔法がかかった！



　──十数分後。『ドレス』『ノイシュヴァンシュタイン城』『王子さま』等々のメルヘンチックでむず痒がゆくなるしりとりは、コトハ（赤）の『結婚』で終わりを告げた。結婚が終わりというのも、なんだか皮肉めいてる。結婚は人生の墓場とも聞くし。

「負けちゃった」

　言葉だけなら残念そうに聞こえるが、コトハ（赤）は微笑ほほえんでいる。楽しんでもらえたらしい。勝っていたらもっと喜んでくれたのかな──そう思うと、勝ってしまったことが後ろめたく感じられる。どうしてこう、俺は気が回らないんだろう。

「罰ゲームは、何すればいいの？」

「ん？」

　コトハ（赤）は気恥ずかしそうに身体を丸めた。

「私、負けちゃったから。罰ゲーム、しなくちゃ」

「そんな約束してないぞ？」

　すると、コトハ（赤）はしょんぼりした顔をした。

「罰ゲーム……」

「えっと、だから……」

「罰ゲーム……」

「……………」

「罰ゲーム……」

　凄すごいプレッシャーだ……。

　はっきり言ってくれないことが余計に焦らせる。罰ゲームをやってみたいのか？

「分かった。罰ゲーム、してもらう」

　俺の言葉に、彼女は嬉しそうに微笑んだ。

　さて、と。どうするか。動けなくてもできることといえば……。

　動けなくてもできる……特別なことと言えば……あ。

「そうだな──忠・告・でもしてくれないか？　未来を見て、何かアドバイスしてくれ」

　罰とはちょっと違うかもしれないが、これならコトハ（赤）にしてもらえて、精神的にも肉体的にも金銭的にもダメージは少ない。俺にしては名案の部類に入るんじゃないかな。

　彼女は迷うように指をモジモジさせてから、ほんのりと赤らめた顔をこちらに向けた。

「……ちょっとだけだよ？」

「ああ。……今日の午後だけでいい」

　それから彼女は口をつぐんだ。目を凝らすように眉の形を変え、まぶたの下にある眼球がキョロキョロと動いていることが分かる。何か探し物でもしているようだ。頭も視線（？）に合わせて、時々動いている。

　現在の時間と予知をする時間。現在の距離と予知をする場所の距離。それらの差が、コトハの予知に影響を与える。距離も時間も、遠ければ遠くなるほど明瞭な情報が得られなくなってしまう。逆に、どちらかが極めて近いだけでも信しん憑ぴよう性せいは格段に上昇する。テレビの占いよりも頼りになる。それに、十一位だったことも『異性との接触に注意☆』と言われたことも、俺個人に向けられたものじゃない。……そう。俺個人ではないんだ。

　ちょっとワクワクして予言を待つ。すると、コトハ（赤）の顔がだんだん曇っていった。

「……胸が、モヤモヤするの」

「具合でも悪いのか？」

　だったら保健室に──あ、でも今の状態のままじゃ無理か？

「違うの。前にも、あった感じ。なんだか……分からないけど、拗すねたくなっちゃうの」

　というよりも、微妙に現在進行形だ。声が不機嫌になっている。

「何かやらかしたか──いや、やらかすのか？」

「仕方ないのは分かってるの。だけど……」

　なんだかや・なのと、コトハ（赤）は口を曲げた。

「……どうすればいい？」

　俺が罰ゲームを受けているような気分になってきた。胃がキリキリする。

「準備体操はきちんとして」

「準備体操か。分かった」

　つい二つ返事で答えてしまったが……準備体操ってなんだ？　体育の授業は午前中だぞ。

　恐る恐る、踏みこんだ情報を得ようとする。それを阻むかのように、無機質なメロディが、スピーカーから流れ出た。授業終了のチャイム。屋上にいてさえ、校舎の中がざわつき始めたことが、それとなく伝わってくる。

　鐘の音が学校外にも広がっていくと同時に、コトハ（赤）の身体がピクンと跳ねた。

「時間なの。……コトハが起きちゃう」

「まだ一時間も経たってないぞ？」

　触れれば壊れてしまいそうな儚はかない笑顔を、コトハ（赤）は浮かべた。

「不眠症は眠れないだけじゃなくて、眠りの質にも関係があるの。一週間に一回でも、コトハの眠りは極端に短くて浅い」

「そんなの……眠ってるって言えるのか？」

「言えないから、眠りたいの。心も身体も眠りたいの」

　言葉に詰まる。一週間に一度は眠れると聞いていたから、その一度がぐっすり眠れるような睡眠だと考えていたのに……甘かった。

「優ゆう一いち？」

「ん？」

「……またね」

　コトハ（赤）はいつものはにかむような微笑でそう言い、俺が「またな」と応じると、

「──そは、汝なんじが為ためにドアは開あく」

　はじまりの呪文と対になる、終わりの呪文を口にした。

　高熱にうなされたような玉の汗を浮かべるようになる前、ほんの一瞬だけ、寂しそうな横顔に見えたのは、俺の見間違いではないだろう。見間違いではないと信じたい。

　彼女が、ほんの少しでも名残り惜しさを覚えるくらいに楽しい時間を過ごせたのだと、俺は信じたかった。



「ふ……わぁあああ」

　ライトブラウンのコトハが目を覚まし、大きな欠伸あくびをして背筋を伸ばした。片目をゴシゴシとこすりながら、横に座った俺にかけていたブレザーを差し出してくる。

「おはよ」

　目が合った瞳は、つい先ほどまで眠っていたとは思えないほど力がある。寝ぼけ眼まなこという言葉は彼女の辞書にはないらしい。

　挨拶を返してブレザーに袖を通していると、コトハは胸の辺りをさすっていた。浮かない顔をしている。

「……なんか、ここらへんがムカムカする」

　コトハ（赤）も似たようなことを言っていた。あんパンで胸焼けでもしたのかな？

「もう一人のコトハも、そんなこと言ってたぞ」

「そういうことか。──言ったっけ？　私達たちって会話はできないんだよ。私には、もう一人の私の気持ちがなんとなく分かるだけ。今は……多分、もう一人の私はちょっとイライラしてる感じがする。──当たってる？」

「当たりだ。──それじゃ、コトハはさっきのことを知らないのか」

　微妙なトコだね、とコトハは難しそうな顔で唸うなってみせた。

「もう一人の私がこっちに来てる間、夢・を・見・て・る・よ・う・な・気・分・になるんだ。フワフワしてて、ぼんやりしてるの。さっきも、優一ともう一人の私が話してるなー、っていうのは分かってて……なんか楽しかった。内容はハッキリ覚えてないけどさ」

「予言のときも？」

「予言のときはちょっと違うかな。ホントに夢だよ」

　興味本位で訊きくと、コトハは身振り手振りで説明してくれる。

「気がついたら大きな扉の前にいて──堅そうな木で出来てるんだ──私はその両開きの扉を開けるの。そしたら、今度は色んな景色がブワーって見えて……でも、よく分かんないし、忘れちゃう。はっきり分かるときは、もう一人の私が強く反応したときだけ」

「どんなときだ？」

「うっ」

　日につ光こう東とう照しよう宮ぐうの三さん猿えんが混じった上に中途半端になったようなポーズで、コトハは停止した。

　お、言い難にくい内容か。

「それは、さ……？　ホラ、あのとき、とか」

　尻すぼみの声になり、つま先でひび割れたブロックの縁ふちをなぞる。

「蓬ほう子こちゃんを、止める未来を見たとき……とか」

　目元を赤く染めたコトハの責めるような上目遣いから逃れて、俺は頭をかいた。

　夜の公園で姫さまを止める方法を予言してもらった時、寝起きのコトハに顔をつねられた。姫さまを止める方法が、キスだったということが、相棒のお気に召さなかったのだ。俺としても軽々しくしていい行為ではないので驚いた。結果として予言は的中したけど。

「あ……なんていうか──やっぱり別人、ってことなんだな？」

　自分でも白々しいほど話題を変えてみた。

「……まぁいいや」

　ブスッとした顔で言って、コトハは伸びをした。

「だからさ？　私にも言うことがあったら、言ってね。二度手間だけど」

「分かった。……それじゃ、コトハ」

「何？」

「……眠くなったら、我慢しないで寝るんだぞ。昨日の晩、我慢したんだってな」

　悪戯いたずらを見つかった子どものような顔をするコトハ。

「もう一人の私、喋しやべっちゃったの？」

　頷うなずくと、コトハは決まりの悪そうな顔で、「うん」と言った。

　すると、小さくドアが開く音がした。

「あ、蓬子ちゃん！」

　満面の笑みを浮かべて、コトハが姫さまのほうへと走っていく。

「迎えにきてくれたの？」

「そ、それは……次の授業も休まれてしまっては、私もかばい切れませんから。何事も、限度というものがありますし……」

「うん！　でもありがとっ」

　姫さまの手をとって、コトハは今にも踊り出しそうだ。俺も二人に近づく。

「悪い、委員長」

　頭を下げ、視線を戻した。その頃には、すでに明後日のほうを向かれてしまっていた。

「構いません。クラス委員として、クラスの皆さまのことに気を配ることは当然の義務です。内ない藤とう君が謝られるようなことは何一つとしてありません」

　横を向いた姫さまは、こちらの意見など寄せ付けないように言う。

「……すいません」

「ですから、謝られるようなことはありません。クラス委員ですから」

　すいません、と言いたくなる雰囲気が出ているんだけどな──とは、口が裂けても言えない。

「それに……私はお二人にご恩があります。望まれるのであれば、私はお手伝いをするだけですので。たとえ、どんなこと……でも」

　切れ長の瞳がついっと動き、俺の顔を撫なでる。しっとりと潤んでいることが、水の滴った銘刀の如ごとき切れ味を感じさせた。頬ほおまで染めているのは、静かな怒りからだろう。

　クラス委員としてクラスの人間を正しい方向に導かなければならない。しかし、その相手は自分に恥をかかせてもいる。同時に恩義も感じているという……そんな複雑極まりない心境にさせてしまったのは、どうにも心苦しくて仕方がない。

　俺が内心怯おびえていると、姫さまはコトハに顔を向けた。

「木こ枕まくらさん。次の授業は数学ですよ。指名された方は授業開始の前、黒板に宿題の答えを板書する決まりになっているはずです。前回、木枕さんは指名されていませんでしたか？」

　完全に忘れていた顔で息を呑のむコトハ。

「走っちゃダメだぞ？」

　釘くぎを刺すとコトハは頷うなずき、階段を降りていった。急ぎ足なのが可愛かわいらしい。

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら、俺も階段を降りて教室へと向かう。次の授業は寝るな。

　でも姫さまに怒られるか──そう考えてから、彼女の姿がないことに気付いた。見上げれば、まだ踊り場の所で立ち止まっている。

「どうかしたのか？」

　静寂の中、階下のざわめきが薄らいでいく。休み時間の残りが短いからだろう。それでも、姫さまは動こうとしない。

「………………先ほど、章しよう子こさんから連絡がありました」

　意を決したように、彼女が重い口を開いた。

「仕事の連絡です。今日の放課後、迎えに来てくださるそうです」

　薄暗く埃ほこりっぽい空気の中に姫さまの凛りんとした声が響く。階段の構造上、また位置の違いから、まるで彼女が舞台の上にいるようにも感じられた。

「指示によれば、今回の仕事には〈茨いばらの騎士〉の協力を仰あおぐように、とのことでした」

　単独での仕事ははじめてだ。ただならぬ気配に、俺も口調を改める。

「何をすればいい？」

「わっ──私と、プールに行ってください……ッ！」

「………………」

　はいっ？

「仕事ですからッ。仕事ですから、仕方ないですよね！」

　被かぶせるように言われてしまう。あまりの気迫にたじろぎ、首しゆ肯こうする。

「そうなんです、仕方ないんです。仕方ないから、仕方ないんです……」

　自分の中で消化するように彼女は何度も頷うなずき、落ち着かなそうに唇を触っている。

「私は内ない藤とう君の責任を追及しなければなりませんし、そういう意味も含めて、あなたのお力を借りることは全く不自然ではなく、つまり今回のお仕事はすべからく適正な処置であることは誰の目にも明らかなことで────」

　丸暗記したスピーチ原稿を朗読するかのように、顔をしかめて姫さまは口早に言う。

　対して俺は、ポカンと口を広げていた。無表情の人間でも、呆あつ気けに取られることはある。学園一のクールビューティにプールに誘われたときとか。今のことだ。


















第二章





　羽は島しまグループ。

　世界と渡り合えるだけの力を持つ国内有数の大企業。製薬会社としてスタートし、今では手を出していない分野がないほどに規模を拡大している。

　そんな小国家のような羽島にも闇の部分が存在する。それこそが羽島グループ特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉。超常的観点から羽島の利益に貢こう献けんする、フィクションのような部署だ。超能力者であるコトハと姫さま（ついでに俺）が所属し、秘密裏に羽島のトラブルを解決している。故に、仕事と言えばその羽島関係なのだが……。

　今日はホントに仕事なのか？

　──清せい納な高校から二十分ほど真紅のジャガーに揺られ、到着したのは羽島が経営しているジムだった。青々とした木々が植えられた敷地。広々とした駐車場。近代的な外観は、現代美術の収められた美術館を思わせる。

　中も立派だ。いいトコのホテルと言われても信じてしまいそうだ。壁にかかったスポーツを題材にした絵画やレリーフも、羽島の財力から考えれば相当高価な物なのだろう。ソファもフカフカだ。家にあるやつと交換したい。

「……木こ枕まくらさん、大丈夫でしょうか」

　隣のソファに座った姫さまが、不安そうな顔をした。

「大丈夫だ。……多分」

「ですが、私の代わりにクラス委員の会合に出席するなんて……」

　彼女が言った通り、ここにはコトハがいない。今日の仕事には出番がないため、

『それじゃ、私が蓬ほう子こちゃんの代わりに出席でてくるよ！　話を聞いてくるくらいならできるからさ。こう見えても、メモは得意なんだ！』

　そう言って引き受けたのだ。引き受けたというより、頑かたくなに拒否する姫さまから無理やり奪い取った。弱点（耳）を責めて、強引に承諾させた感が否めない。

「お待たせ～」

　受付を済ませた章しよう子こさんが、ハイヒールの音を響かせてやってきた。

　日本人離れした抜群のスタイル。魅惑的な褐色の肌。ショートボブの黒髪にはウェーブがかかり、異国情緒を引き立てる。グラマラスな身体を紅あかいスーツに押し込めても、溢あふれ出る色気までは抑え切れていない。それが俺達たちの上司、時とき枝えだ章子さん。

　章子さんは俺達を代わる代わる見やると、片方の眉を上げた。

「二人とも、ちょっぴり距離があるわね？」

　確かに俺と姫さまは同じソファに座っていない。それどころか、互いに端のほうに座っているから、優に五人分は座れる空間がある。多分、これが彼女と俺の心の距離を視覚的に表したものなのだろう。まざまざと見せつけられると、泣きたくなってくる。

　章しよう子こさんは肩をすくめ、俺達たちにビニールバッグを手渡した。

「中にバスタオルと水着が入ってるわ。他にも目薬、スポーツドリンク……色々とね」

　説明をしつつ、俺の隣に腰を下ろす。ふわりとバラの香りが漂ただよい、ストッキングを擦り合わせて、美脚を組んだ。

　こんな近くで章子さんに座られると……緊張して心臓に悪い。なんかいい匂いもするし。

「章子さんっ。そのように男性と密着しては、は、はしたないですっ」

　声を尖とがらせる姫さまに、章子さんはヒラヒラと手を振ってみせた。

「アラ、空席だから座っただけよ」

「ですがっ」

「蓬ほう子こちゃんは肩に力が入り過ぎなのよ。もっとリラックスしないと息苦しくなるわ。ガードをゆるめて、人生楽しくいきましょう？」

「……そう簡単に割り切れるものではありません」

　唇を噛かんで、姫さまはそっぽを向いた。

「それじゃ、今日のお仕事について説明するわね～」

　軽い口調のまま、章子さんは話の内容を切り替えた。ハイヒールのつま先を揺らしながら説明する。

「内容は〈朧おぼろかぐや〉の超能力強化訓練。〈茨いばらの騎士〉には、その監督と補助を任命するわ。訓練の期間は今日を含めて五日間。訓練内容は〈茨の騎士〉に一任する」

「俺に？」

　ええ、と事も無げに頷うなずく章子さん。

「現時点で、蓬子ちゃんは羽は島しまのお仕事をしたことがない。言わば、研修期間ね。しっかりと自分の能力ちからを見極める時期ってワケ」

「……俺は、いきなり仕事だったんですが」

「男の子だもの。厳しくしないと」

　理由にならないのに、口答えしたらカッコ悪い雰囲気になる理由を持ち出された……。

「ま、結果オーライよ。──それでね？　蓬子ちゃんには、この訓練で実戦に耐えられるような精神力を養ってもらいたいの。不測の事態でも能力ちからを制御できる精神力を、ね」

「精神力を鍛えることが、超能力の強化に繋つながるんですか？」

「その通りよ、優ゆう一いち君。分かりやすい例は……そうね、二人がケンカしたときかしら」

　人差し指を立てて、章子さんが言葉に合わせて上下させる。

「あのとき、優一君が勝てたのは……コトハの予知はもちろん、優一君の悪戯いたずら＆言葉責めが大きな要因。つまり精神、もっと言えば集中力を乱したことで〈念動力テレキネシス〉を弱めたから」

　確かにそうだった。それで悪戯いたずらや騙だまし、人質なんかを取って集中させまいとした。

　今思い返してみても……卑ひ怯きようだな。悪役の手口だ。

「減衰効果、って言ってね──超能力の実験を行ってると、段々的中率が低くなっていく現象があるの。簡単に言えば、集中力の低下ね。他にもメンタル的な要因で精度や威力が変わるのはよくあることだし……意外と人・間・臭・い・能力ちからなのよ」

「ですが、実験と実戦は違うということですね。実戦では減衰効果に加えて、不測の事態で集中力を切らし、能力ちからを解除してしまう危険性も高いです」

「グッド。その通りよ、蓬ほう子こちゃん。さらに、実戦では能力ちからと自分自身の身体を同時に動かさなければいけない。その重要性は、二人も身を以もつて知ってるでしょ？　数の有利を活いかせるように、どちらかに集中しすぎることなく併用する。それがプロよ」

「集中力を乱さない。かと言って、操作に集中しすぎてもいけない。自分自身も適切な判断で動けるようにならなければならない。……容易なことではありませんね」

　他ならぬ〈念動力テレキネシス〉本人である姫さまが、唇に触れながら呟つぶやいた。

「訓練の必要性は分かってもらえたかしら？　羽は島しまの仕事は厳しいからね。そういうことで、今日の訓練は精神的にちょっぴりハードな設定にしてあるわ。ど・ん・な・こ・と・が・あ・っ・て・も・、超能力を使えるようになりなさい」

　どんなことがあっても──そこに含まれている意味は計り知れないが、章しよう子こさんのもったいぶった言い方に、何な故ぜか俺も緊張してしまった。

「優ゆう一いち君にコーチを頼んだのも、それに関係してるわよ」

　理由を口にする前に、章子さんは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「優一君は、蓬子ちゃんにイ・ケ・ナ・イ・こ・と・をしちゃったでしょ？　そんな二人を水着で二時間ほど放置したら……どれくらい気まずくなるのかしら？」

　思わず、俺と姫さまは顔を見合わせた。姫さまは硬い表情で顔を逸そらし、ビニールバッグをひし、と抱き締める。俺はといえばもちろん動揺していたが、触った顔は平熱だった。多分顔色一つ変えていないだろう。

「それじゃ、時間になったらコトハと一緒に迎えにくるわね。ごゆっくり～」

　部下の心を引ひっ掻かきまわすだけ引っ掻き廻まわして、上司は肩越しに手を振りながら去っていった。

　自動ドアが閉まり、中には俺と姫さま──それと受付にいる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした黒服の男性二人組が残された。サングラスをかけた厳いかめしい面構えは、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の人に間違いない。以前、俺を（強制的に）勧誘にきたコトハが実力行使に備えて引きつれてきたことがある。他に利用者がいないことからも、課がこのジムを借り切っていることは明らかだ。

「委員長……とりあえず、移動するか？」



　広々とした更衣室で、一人ぼっちで着替えるというのはなかなかに寂しい。自分のたてている衣きぬ擦ずれの音が、開いたロッカーの中に物悲しく反響する。つくづく、俺は庶民なんだと再確認してしまった。貸し切りなんて恐れ多い。

　ハーフパンツ型の水着をはき、タオルとドリンクを取り出すと……バッグの下に何か硬い物が入っていることに気が付いた。ビニール袋に包まれている。開けてみると、中に入っていたのはデジタルカメラだった。ついでにメッセージカードも付いている。

『このデジタルカメラは旧・来くる須す電機の技術と羽は島しまの技術によって開発された新商品です。〈茨いばらの騎士〉さまは、こちらの新商品のモニターに選ばれました。おめでとうございます！』

　ありがとうございます、と言っておけばいいのかな？

『あなたさまには、こちらのデジタルカメラで〈朧おぼろかぐや〉の訓練風景をバシバシ撮影してもらいます！　キチンと訓練しているかどうかの証拠品ですね』

「なッ──」

『ご安心ください。このカメラは完全防水です』

　俺の懸念はそこじゃない！

　女の子の水着姿をバシバシ撮影するってところに絶句したんだ！

『ちなみに一枚も撮影しなかった場合ですが、チームの連体責任として〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉に罰ゲームをしてもらいます。内容は一週間アイス禁止（氷菓も不可）』

　地味に辛つらい。アイス好きのコトハにとっては死活問題だ。

『そういうことでよろしくね～────章しよう子こさんより』

　章子さんかい！　前半の、抽選に当選したみたいなノリはなんだったんだ？

　カメラをもう一度見てみる。来須電機──通称ライデンは、俺とコトハの初仕事で羽島と合併した電機メーカーだ。まさかこんな形でお目にかかるとは思わなかった。

　俺は小考のあと、メッセージと真紅のカメラ（『還暦でも簡単操作！』と販促のシールが貼ってある）、タオル等を持って更衣室を後にした。

　更衣室から通路を進み、屋内プールへ。

　広々とした二十五メートルのプールには、まだ誰もいなかった。女子の着替えには時間がかかることは、女性優位の家庭で育ったから知っている。別段不審にも思わない。

　高級ホテルのプールを思わせる内装に驚いていると、素足が床に触れる音が聞こえてきた。

　近づいてくる足音を聞きながら、近くにあったベンチにタオルを置く。それから姫さまのほうを向き──絶句した。

「お待たせ……しま、した…………」

　姫さまの声が、静寂の中に紛まぎれて消えた。

　髪を後ろでまとめた彼女は水着を着ている。それは想定していた。

　だが──白のスクール水着を着用していることは想定していなかった。

　しかも、『二ねん七くみ・ほうこ』と書かれたゼッケンつきで。

　そんな白を引き立てるような黒髪。そして、湯上がりかと思わんばかりに赤く染まり切った肌。俯うつむいた顔は特に赤く、今にも溢あふれそうなほどに瞳は潤んでいた。

「あの……なんで、そのようなお姿に…………？」

　人間、わけが分からないと敬語になってしまうらしい。自分の声を聞いて分かった。

　すると、産まれたての小鹿レベルに震えていた姫さまが一言。

「特訓、です、から……」

『──精神的にちょっぴりハードな設定にしてあるわ』

　ちょっぴりでこの有り様なんですかッ？

　足元もおぼつかない彼女は、プール用品の他にぬいぐるみを持ってきていた。

『アームストロングさん』と呼ばれるピンクのウサギ（現在は製造中止）。覇気のない目にシンパシーを感じるソレは、全身タイプのシマシマ水着と浮き輪を装備している。

　不意に、姫さまは荷物を背中に回し、おずおずと胸を反らした。

「ぃかがで、しょうか……？」

「なっ……にがでしょうか？」

　裏返りそうな敬語を返すと、彼女は噛かんだ唇の隙間から擦かすれた声で答える。

「男性には、評価をいただくものだと……章しよう子こさんが」

　鬼──いや、悪魔だ！　どこまで姫さまを追い詰め──。

　と、ここで気付いた。

　その質問……俺にとっても酷じゃないか？

　褒めようがない。白のスクール水着（ひらがなゼッケン付き）を似合ってる、と言われて喜ぶ女子がいるとは思えない。逆に似合ってないといえば、ただでさえ身み悶もだえしている彼女に追撃を加えることになる。

　しっ────章子さァアアアアアアアん！　俺もテンパってきた！

　一度混乱するとあとは早い。よく考えてみれば相手は姫さまだ。真面目すぎて、よく怒られるから怖いけど、とんでもない美少女。そんな娘こが目の前で水着になってる。制服では見えないほっそりとした二の腕。締まったふともも。身体のラインもくっきりだ。胸だって、小ぶりだけど柔らかさは十分でした──って、感触を力説するな左手！　あれは事故！

「それで……あの、いかがでしょう、か？」

「あ…………そう、だな」

　頭をかき、考えあぐね──決断した。彼女の為にも正直に答えよう。

「ちょっと、子どもっぽいかな」

　彼女はハッとした顔で自らを抱きしめた。ぬいぐるみで名札を隠している。

「そう、ですよね……子どもみたい、ですよね」

　顔色は幾分落ち着いているが、悲しそうな暗い顔をしている。

「……（用意されてたんだから）仕方ないんじゃないか」

「ですが……このように、子どものような……」

「確かに子ども用かもしれないけど……俺は気にしない。委員長も気にしないほうがいい」

「本当ですか……？」

　切れ長の瞳が少し丸くなる。意外そうな顔に、僅わずかながら光が見えた。

「ああ。──見る相手も、俺だけだろ？」

「…………ッ！」

　再び顔が真っ赤に戻る。唇を噛かみ、ぬいぐるみの形を変えるほど手に力が入った。

「な──何をッ！　何をおっしゃっているのですかッ！」

　姫さまの声が鋭さを帯び、俺は反射的に姿勢を正した。

「私はあなたを追及します！　な、何を──あなたは、何を考えておられるのですか！　私がいつッ！　内ない藤とう君にお見せすると言いましたか！」

「えっ？　あ、その──今……？」

「────今？」

　息を荒くする彼女に、必死で頷うなずいてみせる。

「ゼッケンは……ずっと、見えてますので」

「ゼッケン？」

　姫さまは視線を胸元に落とした。

「子どもっぽい……。子どものよう──子ども用？　──ッ！」

　なにやら呟つぶやき、ガバッと顔を上げた。

「まさか…………！　そっち……？」

「……いかがされましたか？」

　答えの代わりに、彼女は「シャワーを浴びてまいりますッ！」と急速反転。

「あ、ぬいぐるみが濡ぬれ──」

「預かっていてください！」

「……かしこまりました」

　押し付けられた……。

　そんな姫さまは、シャワースペースに直行するとタイルの上に座り込んでしまった。へたり込むように力が抜けて、両手で顔を覆おおっている。

「私……なんて、はしたないことを思って……っ。章しよう子こさん…………酷ひどいです……」

　俺はベンチに腰をおろし、死んだ目をしたぬいぐるみ（水着・浮き輪装着済み）の綿を戻す作業に入ることにした。すっかり綿が寄っていた。

　よく分からないけど……そっとしておこう。



　十分以上たってから姫さまがシャワー室から出てきたあと、俺もシャワーを浴び、ようやく訓練を開始──する前に、大きな壁にぶつかった。

「……何をすればいいんだ？」

　訓練の内容を一任されても、俺は超能力については素人。分からないことだらけだ。

「内ない藤とう君。一つ質問があるのですが……その、カメラは一体どのような目的でお持ちになっておられるのでしょうか？」

　きちんとスイムキャップを被った姫さまが、律儀に手を上げた。シャワーを浴びて頭が冷えたのか、顔色は落ち着いていた。

　俺はメッセージカードを手渡した。説明が苦手だというのもあるし、直接は言い出し難にくかったからだ。「水着姿を撮っていい？」──なんて言えるわけない。

　章しよう子こさんのメッセージを読んでいく内に、治まっていた姫さまの顔が見る見る赤くなっていく。まるで俺が無理難題を押し付けているような気がして、いたたまれない気持ちになってきた。

「分かり、ました」

　気丈にも言い切って、姫さまはカードを俺に返した。

「お仕事ですから……お仕事には従わないと……それが、役割ですから」

　俺に言っているのか独り言なのか、判別し難い口ぶりで彼女は目を伏せる。

「自分の仕事はキチンと責任を持って……責任を……」

　責任感の塊のような姫さまが、自分の羞恥心との間で押し潰されそうになっている。また膝もガクガクいいだした。ここはひとまず落ち着いてもらったほうがいい。

「委員長。一旦、落ち着こう」

　呼びかけながら、俺は震える彼女の手を取った。

　そして──視界がグルリと回り、気がついたら背中をタイルに打ち付けていた。

　痛みよりも驚きのほうが強い。遥はるか高くから照らしつけるライトの光に目を焼かれつつ、思い返す。姫さまの手を取ったら、彼女が俺のほうへ踏み込んで……俺は彼女と背中合わせになるように回転。取られた腕ごと振り下ろされて、今に至る。

　……なんだ今の？

「もっ──申し訳ありません！」

　光が遮断され、青ざめた姫さまの顔が覗のぞき込んできた。

「私、つい動揺して、片手取り四方投げを……」

　なんかカッコイイということしか分からなかった。

「もしかして……今のが合気道か？」

「はい。……痛かったですよね？」

　俺は「別に」と答え、身体を起こした。背中がヒリヒリしているが我慢する。

「すぐに使えるなんて、凄すごいな」

「身体に染み付いてしまっているだけです。無意識に動いてしまって……」

　……前に手を触ったとき、投げられなくてよかった。

『異性との接触に注意☆』という占いを思い出しつつも、俺は立ち上がった。今のトラブルで、かえって姫さまも落ち着いたらしい。結果的に身体を張ってよかった。

「とりあえず……辛つらいと思うけど、〈念動力テレキネシス〉を使うとこを撮っていいか？　最低でも一枚は撮っておかないと……」

「分かりました」

　彼女はタイルに転がっていたぬいぐるみ（俺に技をかけたときに落としたのだろう）を顔の前まで掲げて、薄い唇を微かすかに尖とがらせた。その唇を、ウサギのぬいぐるみに寄せる。

「んっ……」

　キス。

　姫さまの口付けに応えるかのように、ウサギの胸の辺りがほのかに光った。

　彼女の能力ちからは〈念動力テレキネシス〉。念じることで物体を自在に操作できる、ラジコンのような超能力だ。操作対象が破壊されれば操作できなくなる、という点でも似ている。

　また、能力ちからが適応できる物にも限りがある。『生命のイメージがしやすい物』、というのが姫さまの制約だ。例えば、生物を模したぬいぐるみ。或あるいは逆に、生物と認識されにくい植物。それらに超能力という動力源を与えて動かすのが、彼女の能力ちから。

　姫さまが手を離した。かすんだ朧おぼろ月づきを想起させる幽玄な明かりを胸に宿したウサギは、重力に従うことなく宙に浮かぶ。長い耳を翻し、『アームストロングさん』がこちらを向いた。

　その瞬間を写真に収めると、彼女が不安そうに訊きいてきた。

「いかがでしょうか？」

　カメラを渡して、確認してもらった。

　彼女はジッとカメラを見つめ、不意に目の端を指で揉もんだ。どうやら意識していなかったようで、自分の行動に驚いた様子でカメラを返してきた。

「……気に入らなかったか？」

「いえ、決してそういうわけでは……」

　彼女ははぐらかすように、視線をぬいぐるみに向けた。すると、ぼんやりとしていた光が光度を増し、ウサギが上に向かってピョーンと跳ねる。そのまま上空三メートルに止まり、曲芸飛行でもするように飛び回った。姫さまが操作に集中したことが分かる。

「章しよう子こさんのお話ですと……操作と自分の動きを臨機応変に使い分けることが重要、とのことでしたね」

「そんな内容だったな。場所から考えると……泳ぎながら〈念動力テレキネシス〉を使えるように訓練すればいいのか」

　泳ぐともなれば、息継ぎやフォーム、水中と水上の往復で視界も安定しない。そんな全身を使った運動に加えて超能力。確かにレベルが高い。恥ずかしさを煽あおる服装といい、プールは恰好の練習場かもしれないな。

「そう、ですね……。私自身が水中で泳ぎながらゆう君を操作することができれば、十分目標は達成できると思います」

　さすが委員長。マニアックな水着を着ていても頼りになる。ともあれ、方針は決まった。

「それじゃ、まずはプールに──」

　…………ん？　何を操作するって？

「ゆ・う・君・？」

「あっ──その、ええと、違うんです！」

　両手と顔を振って否定しながら、彼女はウサギを俺の目と鼻の先へ移動させた。

「この子の、名前です！　ｙｏｕあなたという意味で、決して、その……幼稚園の、子どものときにつけた名前ですから！　他に意味があるわけではありませんっ」

　超能力で、可愛かわいげなど皆無な顔がグングンと近づいてくる。

「分かった。幼稚園のときなら仕方ないな」

「……ご不快ではありませんか？」

「何が？」と訊たずねながらウサギをどかすと、一回転して姫さまの傍かたわらに飛んで行った。

　彼女は俯うつむき、珍しく口ごもるような言いかたで、

「いえ……内ない藤とう君の──ええと──下のお名前と似て、いますから」

「別に。あんまり……そんな風に呼ばれたことないからな」

　余談だが、俺の家で『ゆう君』と呼ばれるのは、俺と同じく名前に『優』の字がある父さんのほうだ（呼んでるのは母さんだけだけど）。俺の呼ばれかたは割愛する。

　俺のことを『ゆうちゃん』と呼んでくれた人は、一・人・だ・け・だ。

　正直に答えると、姫さまは小さく「そうですか」と言ってため息をついた。

　気を遣わせてしまったらしい。多少名前が被ってるくらい、大したことないだろうに。

「それじゃ、とりあえず入ろうか？」

「分かりました。ご指導、よろしくお願い致します」

　きちんと両手を揃そろえ、姫さまは俺なんかに頭を下げる。

「あ……こちらこそ、よろしくお願いします」

　頭を下げ返し、俺はプールの縁ふちにしゃがみ込んだ。カメラを置き、身体を水に慣らしながら、ゆっくりと頭まで潜る。目を開けて確認──意外と水深があった。

　おや、と違和感を覚える。姫さまが入ってこない。

　水から顔を出してみると、彼女はプールの縁ふちに腰を下ろしていた。

「…………」

　ギリギリまで脚を曲げ、かなり窮屈な体育座りのような座り方をしている。手の指はしっかりと縁を掴つかみ、揺れる水面に映る眼差しは、何か思いつめているかのように硬質だ。ウサギはと言えば、『心ここにあらず』といった風情で、低空浮遊をしていた。

　細く締まった白い脚が伸びた。シャワーに濡ぬれたままの肌が室内灯を反射させ、輝いている。真珠のような爪が飾る爪先が、水の中に消え──飛沫しぶきを上げて帰ってきた。

　この過剰なリアクションは……まさか。

「もしかして、泳げないのか？」

　項うな垂だれ、彼女は深い息を吐いた。

「………………はい」

　清せい納な高校には設備としてはプールがある。だが、授業がない。水泳部専用となっている。そういうことで、彼女のお手並みは知らなかった。まさかカナヅチだったとは。

　去年の球技大会では自分の担当競技以外にも、怪け我がや休みの人間の競技まで穴を埋めた。体育祭の短距離走では陸上部の部員を押さえつけて一位を奪取。そのおかげで各種運動部から引く手あまたで、その一つ一つに丁重なお断りを入れていたことまで覚えている。

















　運動神経がいいのだから、泳ぎもそうだろうと考えていたのだが……意外な弱点だ。

　俺はプールからあがり、ぬいぐるみを能力ちからで移動させてきた姫さまと並んで歩いた。プールの隅に備え付けられた金属製のはしごに足をかけ、実演がてら先に入る。

「……最後の段が終わってから底まで、ちょっと間がある。気をつけて」

「はいっ」

　姫さまははしごの手すりを握った。一段一段着実に、悪寒に襲われたように震える肌を沈めていく。

　目のやり場に困る。普段からほれぼれするような後ろ姿が、すぐ目の前にある。張り付いた水着。背筋や肩甲骨の陰影、上を向いた小尻。日々稽古に勤いそしんでいるであろうことを証明するような身体つきが、髪がまとめられているおかげで露あらわになっている。

「あッ！　な、内ない藤とう君──底が、底がッ！」

「どうしたっ？」

　悲鳴染みた声が響き渡り、慌てて意識を戻した。

「底が、ないです！　足がつきません！」

　肩越しにこちらを見る姫さまの顔は蒼そう白はく。しかし、目は泣きだしそうなほど赤くなっている。取り乱して冷静な判断ができていない。

「大丈夫だ。ゆっくり、身体を沈めるんだ」

「無理です！　だって、もう、下が、底が！　溺れちゃいます！」

　唇を震わせる姫さまを落ち着けるように、ゆっくりと話しかける。

「溺れない。浮力を信じろ」

「ふ、浮力っ？」

　それと、と──はしごを必死に握りしめる彼女の手に、俺は自分の手を覆おおいかぶせた。

「俺も信じてくれると、助かる」

　怖かったり、不安になったりしたときには、誰かにそばにいてもらうのが一番いい。一人じゃない、って思える。──たとえ投げられてしまったとしても、俺にはこの方法しか安心させる術を知らない。

　彼女の力が和らいだ。手のひらに感じていた拒絶の色が薄れている。

「────あ」

　ゆっくりと身体を伸ばしていた姫さまが、はしごを恐る恐る手放した。身体の前で腕を縮めたまま、俺のほうを見上げてくる。

「これで深さが分かったな？」

　視線を左右に一往復させてから、彼女は恥ずかしそうに頷うなずいた。

　ここまで水に対する恐怖心が強いと、基礎からはじめないといけないかもしれない。ぬいぐるみだって、いつの間にやらタイルに落ちて転がっている。

　……思った以上にハードだな。

「以前にも──」

　どうしたものかと足りない頭を働かせていると、姫さまが静かに口を開いた。

「以前にも、内ない藤とう君は信じるように言ってくださいました。覚えていらっしゃいますか？」

「覚えてる」

「はい。そして、私は裏切られませんでした」

　身を縮め、彼女は青くなった口を微かすかに動かした。寄せた眉には深く苦悩のシワが刻まれ、体温の持つ温かみは見るべくもない。

「──今日も信じていいですか？」

　圧倒的な不安の感情。真まっ直すぐに向けられた事実に俺の身体が総毛立つ。

「分かった。信じてくれていい」

　何度見ても──相手が誰だとしても、俺はやっぱりこの表情が苦手だ。

　ワガママとしか言いようのない怯おびえを隠し、俺は彼女に訊きいた。

「顔を水につけられるか？」

「そ、それくらいなら……泳げなくてもできますっ」

　心外だ、とばかりに彼女は小さく頬ほおを膨らませた。拗すねるくらいには落ち着いてくれたようだ。スイムキャップと相まって、随分と幼く見える。

「悪い。……それじゃ、試しにやってみてくれるか？」

　頷うなずき、ギュッと目を瞑つぶる姫さま。口を結び、そろりそろりと顔を水につけた。

　露出した肌の部分が、傍はた目めにも硬直しているように見えた。骨が鉄棒にでもなったみたいに、うなじが真っ直ぐになっている。

「……委員長？」

　微動だにしない。あぶく一つ上がってこないというのは、どういうことだ？

　どうしようもないので、俺は完全に地に落ちたぬいぐるみをカメラに収めておいた。一応、現状を記録しておこう。被写体の許可を得ていないので、姫さまについては写さない。

「ぷはっ」

　カメラを置くと同時に姫さまが顔を上げた。濡ぬれた目元を手でゴシゴシと拭い、

「ご覧になりましたか？　顔をつけるくらいなら、このように可能です」

　平然とした言いかたと、目に水が入らないようにしている必死な動きのギャップが凄すごい。

「ああ……うん。そうだな」

　結構ギリギリな感じだー……。

「次は水に顔をつけながら、〈念動力テレキネシス〉を使ってみよう」

「分かりました」

　彼女は視線をぬいぐるみに向ける。虫の息のようだった光が増し、ふわりと浮く。操作をしていることを確認してから、彼女は瞼まぶたを閉じた。

　静かに切羽詰まった姫さまの様子。それもあるが、俺はぬいぐるみの胸にある明滅が切れかけの蛍光灯なみに不規則であることも気になっていた。というか、あの光が暗に彼女の精神状態を表しているから……。

　姫さまがチャプンと顔を水面に落とした。

　それと同時に──とんでもない勢いでウサギが上空に打ち上がった！　高ッ！

　天井近くまで飛びあがったぬいぐるみは、〈念動力テレキネシス〉の影響でゆっくりと落ちてきた。

「……如何いかがでしたか？」

　水音と被って、姫さまが生真面目な質問をしてくる。

「ロケット、みたいだった。いや、打ち上げ花火かな……。とにかく、そんな風だった。多分、力を入れ過ぎたんだと思う」

「……そうですか」

『アームストロングさん』が宙に浮くでもなくへたり込んでいるのを見て、彼女は目をこする手を止めた。その指先を唇のほうへと移動させる。

「もう一度やってみよう。今度は……もうちょっと抑えめに」



　結論から言えば、姫さまの水恐怖症は相当なものだった。

　水に顔をつけるだけでも一苦労で、ウサギの動きも安定しない。ロケットの如ごとく飛び上がったかと思えば、真横に高速移動して壁に激突したり、上下に浮き沈みを繰り返してプールの上にまできてしまう。場所を限定して動かすことすら難しいらしい。

「委員長。少し休もう」

「いえ……いけません」

　疲労の顔を濡らして、姫さまは首を振る。髪を伝い落ち、滴が小さな波紋を作った。

「まだ、一度も成功させていません……。せめて、一度でもできるように、ならないと」

　言って、彼女は能力ちからを使う。ウサギの動きは、俺の目には今までよりも大儀そうに見えた。「よっこいしょ」とアフレコできるくらいだ。若々しさの欠片かけらもない。

「ダメだ。減衰効果が激しい。一度休憩を入れたほうが、効率がいい」

「ですが……」

　未いまだに踏ん切りのつかない彼女に、情けないことを言ってみた。

「そうしてくれると助かる。疲れたんだ」

「内ない藤とう君が？」

「ああ。……コーチとか監督とか、そういうのは苦手なんだ」

　疲れたのは事実だ。俺は俺で、彼女の様子とぬいぐるみの様子を確認しなければならなかった。姫さまほどではないにせよ、集中した意識を分散するのは頭を使う。

　彼女はそれでも悩んだようだったが、やがて「分かりました」と頷うなずいた。

「内ない藤とう君がそうおっしゃるのなら、仕方ありませんね」

　礼を言って、ベンチにあった二人分のタオルとペットボトルを回収した。プールサイドに座りこんでいる姫さまに、彼女の分を手渡す。

「お疲れ」と声をかけてから、隣に（ただし三人分は距離を置いて）腰を下ろした。

「ありがとうございます」

　彼女はスイムキャップを脱ぎ、タオルを肩にかけた。膝を抱えるようにして、不規則に光を反射する水面を見つめている。気落ちした様子だ。表情が優れない。

「最初なんだから、そんなに思い詰めることない。後半は落ちることもなかったぞ」

　俺は訓練中に撮影したカメラの画像を見ながら、

「『アームストロングさん』──じゃないか。ゆう君の姿勢も良くなってる。最初のほうは回ったり、のけ反ったりで忙しいけど……最後はほとんど真まっ直すぐだ」

　見てみるか？　と、彼女に手渡す。姫さまは受け取って、目を凝らした。

「…………」

　穴の開くほど画面を見ていたかと思うと、横目で俺のほうを見た。

「あの……これは、どうやって動かせばいいのでしょうか」

　水で体温が下がっていた彼女の白い肌が、わずかに紅潮した。

「違うんですっ」

　何も言ってないのに否定されてしまった。

「機械が苦手というわけではないのです。ただ、取扱説明書に目を通しませんと、壊してしまうかもしれませんし……。誤ってボタンを押してしまったら画像を消してしまうかもしれませんし……。突然、画面が真っ暗になってしまうかもしれませんし……」

　色んな可能性に満みち溢あふれてるな……。

　俺は立ち上がり、彼女のすぐ隣に腰を下ろした。

「なっ──」

　目を見開いた彼女。その手からこぼれ落ちたカメラをキャッチして、

「はしたないけど我慢してくれ」

　俺はカメラの画面を切り替えて、もう一度彼女に手渡した。

「あとは、この右にある十字キーで画像が選べる」

「……恐れ入ります」

　カメラを再度受け取った彼女は、ボタンの操作をわざわざ人差し指で行っている。苦心するような顔をしては、ボタンと画面を交互に見やっている。

　うん。完全に機械オンチだ。

「おっしゃるように、姿勢は整ってきていますが……これは成果と呼べるのでしょうか？」

「呼べると思う。まだ、高さの安定はしてないけど、ゆう君の姿勢が落ち着いて見えると──なんていうか、投・げ・や・り・に見えない。操作しよう、と努力してることは分かる。意識が水以外に向けられてきた証拠だ」

「ですが……この、ええと──どの写真でしたか……確か、とても酷ひどい物があったのですが……。あの写真はどちらに……？」

　後ろのほうはほとんど独り言だ。カメラに慣れていないのが、ありありと分かる。

「あった……こちらの写真です。──どうか、されましたか？」

　カメラを手渡そうとしてきた彼女は、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　俺はカメラを受け取り、はぐらかすようにドリンクを飲んだ。とても、可愛かわいらしい光景だったとは言えなかった。

「いや……その、不思議に思っただけだ。委員長とプールに来るなんて、考えたこともなかったからな」

「私も内ない藤とう君と二人きりでプールに来るなんて……」

　ここまで言って、彼女は声のトーンを落とした。

「このようにみっともない姿を見せるとは、思ってもみませんでした」

　前の言葉とは繋つながりがないように思える呟つぶやきだった。

「……委員長が選んだ水着じゃないだろ」

「それだけではありません」

　気落ちした顔を水面に向け、彼女は膝頭に額を当てた。プールは未いまだに弱くさざ波を立てていて、縁にぶつかる音が耳についた。

「せっかく……このような場所を用意していただいたにも拘かかわらず、十分な結果が出せないことが情けないのです」

「さっきも言った。あまり気にするな」

「それはできません」

　言い切り、彼女は続けた。

「訓練にお付き合い頂いている内藤君はもちろん、委員会に出席して下さっている木こ枕まくらさんにも申し訳が立ちません。ただでさえ、私はお二人にご恩があります。この上、仕事でもお役に立てないとしたら……」

　彼女の表情の全ては、髪とふとももに隠されて判然としない。しかし、語調はかすかに濡ぬれているように感じた。水気が多い場所にいるから、そう感じたのかもしれない。

「──考えすぎだ。俺もコトハも、委員長に礼をして欲しいからやってるんじゃない」

　疲労と苦手な水に長時間挑んだことが、心を弱気にさせているようだ。病は気からとはよく聞くが、逆もまた真理なのだろう。今の彼女を見ていると、それが分かる。

「委員長が引け目に感じることは何もない。断言する」

「…………」

　彼女は立ち上がった。

「──練習を再開しましょう」

「もう、休憩はいいのか？」

「時間もありません。何にしても、出来る限りのことはすることにしましょう」

　彼女はウサギに荷物を持たせると、ベンチのほうに飛ばした。

　彼女らしいと言えば彼女らしい。自分の役割というものに最善を尽くすのが、姫さまだ。

　しかし……その責務だけに気をとられて、気持ちをそのままに受け取ることができないというのも、厄介な事だ。

　難しいな。どうすれば、委員長に伝わるんだろう。

　モヤモヤした気分を振り切るように、反動をつけて立ちあがった。そして不意に──、

「痛つっ？」

　片脚に電流が走った。この感覚は身に覚えがある。

　脚、痙つった……ッ！

『準備体操はきちんとして』

　コトハ（赤）の予言が頭をよぎり、遅まきながらに思い至った。

　そういえば……色々あって、準備体操するの忘れてた！

　バランスを崩し、倒れそうになったすんでのところで、姫さまに支えられる。

「あ……悪い」

「いいえ。大丈夫でし……た、か───」

「…………」

「…………」

　状況を正しく認識しよう。

　まず、十センチほどの距離に姫さまの顔。

　俺を支えて、姫さまは腕を俺の背中に。俺は逆に姫さまの背中に腕を回している。下手くそな社交ダンスのような姿勢と言えばいいのか。彼女に身体を預けてしまっている。

　それで、まぁ、その……密着状態だ。そうなるとこう、胸が当たるというか、最も早はや押し潰してるというか。水着もズレてしまって、谷間までおぼろげに見えてしまっている。

　腕やら肩は反発力が強いのに、胸だけは柔らかい。女の子の身体はどうなってるんだ？

「────っ！」

　彼女が赤面して、俺の第六感が警告する。

『異性との接触に──』

　姫さまが身体を引く。バランスを取ろうと振った腕が、接触したまま薙なぎ払はらわれる。同時に視界から彼女が消え、次の瞬間には後ろから首を掴つかまれていた。

『注意──』

　視界が回転し、前だった景色が後ろになった。腕を取った彼女は自らも円運動をして、ハンドルでも回すように俺を動かしていたらしい。

『☆』

　首を引くのに加え、腹部から擦り上がってきたのは、上品なラリアットのような一撃。背中から転倒し、そのまま水に叩たたきこまれた。

　投げられた。呼吸ができない。足が痛い。それでも平静を保ち、体勢を立て直す。

「ぶはっ！」

　空気に顔が触れ、地上に出たことが分かっ──。

「グふっ！」

　途端に水中へと逆戻り。押し飛ばすような衝撃が、胸部を突き抜ける。息を吐いてしまったばかりか、盛大に水を飲んでしまった。久しぶりのプールの味。不ま味ずい！

　そして目を開くと────制服を着たままのコトハがいた。

　何してるんだ！　風邪引くぞ！

　彼女はブレザーを脱いでいる。スカートが頼りなさそうに揺らめき、髪が漂ただよい、膨らませた口はパンパンだった。意識しているからか、瞳はいつもより大きく開いている。

　次に彼女は、両手でアルファベットの『Ｏ』を作った。そのあとに手首を返して『Ｋ』を。最後に自分を指さして、親指を立てた。──ＯＫ。私……に、任せて？

　どこからツッコめばいいんだ！　あと『Ｋ』が逆！　鏡文字だった！

　コトハに腕を担がれて、俺達たちは同時に水から顔を出した。

「ハぁ、ハぁ……優ゆう一いち、大丈夫ッ？」

　濡ぬれそぼった髪を整えながら、コトハが大きな声で訊きいてくる。セーターのおかげで下着は見えない。しかしブラウスは谷間にぺったりと張り付いていた。

「と、とりあえず…………助けてくれて、ありがとう」

　それだけ言うのが精一杯だった。咳せき込こんでしまって、後が言えない。

「びっくりしたよ！　章しよう子こ姉に迎えにきてもらって、二人の様子を見にきたら……蓬ほう子こちゃんが慌ててて、プールがなんかバシャバシャしてたからさ？　優一が溺れてる、ってピンときたんだ！　それで、すぐに飛び込んだんだよ！」

　プールサイドに向かって移動しながら、コトハが熱のこもった口ぶりで説明してくる。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その二十一！　『水を制する者が夏を制する──理想の仕様は水陸両用』！　小さいときから水に親しんでたのが役に立ったよっ」

　本気で心配してくれている。でも、もうちょっと落ち着きを持って欲しかった。第一、脚がつく深さだ。それに、俺が撃沈したのは、コトハミサイルの直撃を被ったことが最大の原因……うっ、水飲み過ぎた。気持ち悪い。

「内ない藤とう君っ……！」

　姫さまが、プールサイドで端整な顔を狼ろう狽ばいさせていた。

「申し訳ありません！　私、つい、正面打ち入いり身み投げを……」

　今度は違う技だったようだ。手を顔の前で振って、問題ないことを伝える。海パン一枚の合気道体験二回目。二度あることは三度あるとの格言があるが、心から遠慮したい。

　痙つったままの脚で陸へと上がり、ひたすらにむせる。

「優ゆう一いち、もう大丈夫そう？」

「ゲホッ（問題ない）」

　コトハは安あん堵どした顔で頷うなずいてから、白スク水の姫さまに向き直った。

「蓬ほう子こちゃん……可愛かわいい！」

「木こ枕まくらさっ──きゃっ」

　全身ズブ濡ぬれになったコトハが、姫さまに抱きつく。

「あっ──ごめんね！　つい、ギュッてしたくなっちゃった」

「お放しになってください……っ。それと、委員会のほうは、どのようになりましたか？」

　赤面して動揺しながらも、姫さまはコトハに訊たずねた。

「大丈夫っ。全部メモはしてきたし、プリントももらったよ」

「ありがとうございます──というか、どうして先ほど抱きつかれたのですか？」

「それは──」

　コトハは目を瞑つぶり、見開いた。その目には満天の星が広がっている。

「蓬子ちゃんが可愛いのがいけないんだよ！」

「私は可愛くないですっ」

　コトハの視線から逃れつつ、姫さまはぼやくように、

「目つきが悪いですし……。身体付きも貧相ですし……」

　おやゲホツ？　咳せきの合間に、姫さまらしからぬ発言が聞こえた気がする。

「可愛いよ！　胸がキュンてしたんだよ？　えっと、メモメモ──あれ？」

　脱ぎ散らかしたブレザーに手を伸ばす前に、コトハは真紅のデジカメに目を留めた。ひょいと拾い上げて、「フムフム」と各部を細かくチェック。そして、そのまま──コトハを見つめていた姫さまを激写した。

「木枕さん！　どうして写真を撮られるのですか？」

「参考写真だよ──『萌もえ』の！」

「やっ、やめてください……っ」

「それじゃ、私も撮っていいからっ」

「解決になりません！」

　──結局、この日の訓練はこれで終了となってしまった。



　帰宅し、遅く帰ってきたことを詰問してくる母親を酔い潰してベッドに運び、新しい日課となったランニングを終えた頃に、コトハから電話がかかってきた。

『今、話しても大丈夫？』

「ちょっと待ってくれ」

　母さんを起こさないように足音を殺して階段を上がり、部屋に入った。中学一年時の誕生日プレゼントとクリスマスプレゼントを我慢する代わりに、自分の部屋の自治権は得ている。万が一、母さんが起きても入ってこられない。

　イスに腰掛けて、要件について訊たずねると、姫さまについて話があるとのことだった。

「委員長がどうかしたのか？」

　電話の向こうから悩むようなため息が聞こえてきた。

『うん……。あのさ？　蓬ほう子こちゃん、元気なかったでしょ？』

「それは、コトハが無理やり写真を撮ったからじゃないのか？」

『うっ。────だって、可愛かわいかったから……』

　数秒の沈黙の後、

『それは置いといてっ。私が気になったのは違うことだよ』

　と、コトハは強引な話題の転換を図った。

『着替えてるときにも暗かったから、理由を訊きいてみたんだ』

「よく話してくれたな？」

『うん。「木こ枕まくら家のナイスな家訓」その十。「目的の為ためには手段を選ぶな──ただし、自分なりの手順は踏むべし」に則のつとって、耳だけ責めたんだ。息をフーってしたり、耳たぶをぷにぷにしたら、なんとかね』

「もっと平和的な手段はなかったのか？」

　そう言えば、帰りの車の中で、姫さまは妙に耳を押さえていた気がする。耳の中に、しつこく水が残っていたんじゃなかったのか。

　それからコトハが聞き出した内容は、概おおむねにおいてプールサイドで姫さまが言っていた内容と同じだった。訓練の成果は微少。皆さんに手伝ってもらったのに、役に立てない。更衣室でも言っていたということは、やはり俺の言葉は聞き届けてもらえなかったようだ。

『──だからさ、気にしないでいいって言ったんだけど……あんまり効果がなかったんだ。凄すごく思い詰めてた。……どうすれば、元気になってもらえるかな？』

　考え込みすぎた姫さまの力になりたい。それが電話の目的か。

　俺は頭をかき、背もたれに寄り掛かった。

　姫さまは責任感の塊のような人だ。自分の役目というものに対して妥協をしない。今日のクラス委員の仕事だって、コトハが不正な手段を用いてやっと折れたくらいだ。

　独りで背負い込み、他人に甘えない。守るべき規律は頑かたくななまでに遵守する。それが俺の知っている、小こ日向ひなた蓬ほう子こという人だ。もしかすると、俺達たちに迷惑をかけていると思うことも、精神的に追い詰めているのではないだろうか。

『優ゆう一いち。何か言ってよ』

　つい黙り込んでしまった。

『電話なんだから、何か喋しやべってくれないと分かんないでしょ』

「……すいません」

　口を尖とがらせているコトハが想像できる。俺の相棒は電話越しでも分かりやすい。

「そうだな……。とにかく、委員長自身に分かってもらうしかないと思う」

『──そうだよね』

　呟つぶやき、不自然な沈黙の後に声を大きくするコトハ。

『「木こ枕まくら家のナイスな家訓」その二十七！　「押してダメならもっと押せ──ただし、手段は変えてもよし」！　私なりに違う方法も試して、蓬子ちゃんの心を解ときほぐしてみせるよ！　もっと色んな蓬子ちゃんを見てキュンキュンしたいしさ！』

　萌もえはどうでもいいとして、委員長にはもっと笑っていてほしいのは同意見だ。

「コトハ。……今、立ちあがったろ？」

『よく分かったね？　今、ソファの上に立ってるよ』

　やっぱりか。呟きからの無言、最後に家訓入りの元気な声とくれば、座っていた状態から勢いよく立ちあがった映像が自然と浮かんできた。

　……コトハらしい。

「俺のほうは、訓練に集中してみる。結果が出せないと、元も子もない」

『そうだね。そうすれば、絶対に蓬子ちゃんも気持ちが楽になるよ。コーチを任されてるのは私じゃなくて優一なんだから──頼むよ、相棒っ』

「任せろ、相棒。コトハのほうも無理しすぎるなよ」

『うん。こっちも任せて、相棒！』

　それから俺は、コトハと拳を突き合わせたときのように、誰もいない空間を小突いた。

『優一。……今、私とやる時みたいにグーでコツン、ってやったでしょ？』

「よく分かったな？」

　へへへ、とコトハは照れくさそうに笑い、

『私もそうしてたからっ』

　何も言わなくても、何気なくやった行動が一致していた。

　……妙に恥ずかしいな。

『えっと……それじゃ、そういうことで！』

　コトハも意識してしまったのか、ぎこちなく電話を切り上げようとする。

「ああ。──今日は寝れそうか？」

『仕事でちょっとだけ。章しよう子こ姉がさっき言ってたから』

　……チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉の仕事じゃないのか。

　少し引っかかったが、コトハと章子さんも魂の相性は悪くない。俺がコトハの相棒になる前は二人がチームだった。予言者の視点が質問者を基本にしているから、俺ではなく章子さんの立ち位置にいないと見られない未来を予知するのだろう。

「そうか。それじゃ……お休み、って言ってもいいな」

『うん、お休み──え、えぇええええええ？』

　何な故ぜか、途端にコトハが驚いたような声を出した。

『し──章子姉！　お風呂から上がったら、服着てって！　ホカホカと湯気が出てるけど、その湯気は隠すタイプの湯気じゃないんだよ！』

　衝撃的な発言に、思考が停止する。

　畳みかけるように、章子さんの声が微かすかに聞こえてくる。無意識に耳を澄ます。『アラ、コトハだって、お風呂上がりで下着しか着てないじゃない』──なんだってッ？

『ちょっと！　まだ電話切ってな』

　プツッ。ツーツーツー……。

















　俺は、ケータイを長年使用している学習机の上に置いた。母さんが出入りしていた頃には、引き出しの基本状態がびっくり箱という忌まわしい時期を過ごした呪いの机。この中に豚足がぎっしり詰まっていたときには、さすがにグロテスクな光景で吐きそうになったこともある。全ての引き出しを使った精せい巧こうなジオラマがあったときには、俺の好きだったロボットアニメの戦闘シーンだったので嬉うれしく思ったりしたが……。

　──などと思い出に意識を集中しなければ、今さっきまで話していた相手が下着姿という無防備極まりない姿だったことと、章子さんがグラマラスで肉感的な肢し体たいをさらけ出していたという話に全神経を持っていかれそうだ！

　普段はここまで妄想する人間ではない（多分）俺は、過分に刺激の強いイメージ映像を打ち消そうと、緩かん衝しよう材ざいを無心で潰す作業に入ることにした。

「長い夜になりそうだな……」

　今夜は悟りが開けるかもしれない。










第三章





　──瞑めい想そうするようにプチプチを潰した夜が明けた。潰している内に寝入ってしまったが、百八つ以上破裂させた甲か斐いがあり、なんとか煩悩に染まったイメージ映像を封じることに成功した。途中から、空気の弾ける音と睡魔がタッグを組んで、「羊が一プ匹チ。羊が二プ匹チ……」みたいな、ありそうでない単語を産み出してしまったことも、代償と考えれば安いものだ。一種のゲシュタルト崩壊かもしれない。

　そして、あっと言う間に昼休み。

「ハッハッハ！　今日も大漁だァ！　やっぱ、いいカメラは画質が違うな！　制服のシワの一つ一つ、ブラウスのスケ具合から飛び散る汗まで、包み隠さずご開帳ときたもんだ！」

　教室に親おや川かわの高笑いが響き渡った。ついでに唾も飛び散った。

「思い切って買ってよかったぜ。こんなとこまで丸見えじゃあねぇか……（じゅるり）」

「じゅるり、はやめとけ」

　友人として──いや、人間の在り方としてどうかと思い、俺の机の上で膝を叩たたいている親川をたしなめた。変態の称号をほしいままにする男は、クラス中の女子から露骨に嫌悪の視線で見られていることも意に介さず、デジタルカメラの画像に注視している。

「変態に技術の粋を与えた結果がこれだよ。おまわりさんこっちです、って感じだね」

　今日も今日とてゲームをカチャカチャやりながら、中なか友ともはパックの紅茶を口にした。

「木こ枕まくらさんについていかなくていいの？」

「もう少ししたら」

　二日連続で店番を押しつけられたら困る。購買の売上に響きそうだし、あの静まり返ったお客さんの列を見たくない。

「オイオイオイ！　デスちゃんよ──俺のコレクション、ちッと見てみろ！」

「誰がデスちゃんだ」

「水臭ェこと言ってくれんな！　俺がつけたあだ名なんだから、略するくれぇいいだろが？」

　親おや川かわが俺の肩に腕を回して、無理やりに画像を近づけてくる。

「昨日の体育のときに撮ったんだ。見事なモンだろ？」

　清せい納な高校の体育は男女別、二組合同で行われる。七組は隣の八組と合同の授業だ。ちなみに現在、男子はランニングで女子はバスケを行っている。親川はいつの間にか抜け出して、体育館にカメラ持参で潜入していたわけか。道理で途中からいないと思った。

「ホラ……コトハちゃんのヘソチラだぞ？　──次は、姫さまの華麗なドリブルだ。この膝っ！　みぞおちを抉えぐるようじゃあねぇか？」

　両手を上げて白い歯を見せたコトハの写真は、体操服がめくれてチラリとおなかが見えている。癖っ毛が広がっているところを見ると、ジャンプした後か。

　画面が姫さまの写真に切り替わる。結った髪が、生き物のように波打っていた。真剣な表情は体温が上がっているからだろう、ほのかに赤い。

「そういえば……体育の町まち谷や先生、また倒れたらしいよ」

　中友がどこからか仕入れたウワサ話を口にすると、親川は唸うなるように相あい槌づちを打った。

「さすが〈清納のドン・キホーテ〉。昨日も調子悪そうだったからなァ……。ランニングの監督なんざ、無謀の極みだぜ」

　町谷先生と言えば、虚弱体質の体育教師だ。ホイッスルのか細さに定評があり、月に一度の全校朝礼では誰よりも早く倒れる。

　にも拘かかわらず体育を指導している無む茶ちやっぷりが、風車に特攻するドン・キホーテを思わせるのでドン・キホーテの名がついた。ちなみに、俺達たちの授業を受け持っている。

「するってェと──明日の体育は、女子と合同になるかも知れねェな」

　親川は無駄に深刻な目つきで呟つぶやいた。だが、口からはよだれが溢あふれかえっている。

「明日は堂々と撮影できるわけか……コトハちゃんも姫さまも夏か来こさまも」

　手の甲で唾液を拭い、喉を鳴らして飲み込む親川へんたい。

「カコさま？」

「知らねぇのか？　さっきから写ってるだろが」

　呆あきれ果てた顔をされたことにイラッとする。

「しょうがないよ。内ない藤とうは誰かさんと違って、女の子受けの悪さを自分で分かってるからねー。極力近付かないようにしてるんだよ」

「へへへっ……中なか友とも、褒めても何もでねェぜ？」

　照れくさそうに鼻の頭をこする親おや川かわ。誰かさんが自分だとは分かったのか。

「まぁいい！　無知なデスちゃんに俺がとっくりと講義してやる。──ホラ、この金髪の美少女だ。死んだ目ん玉に活入れて、しっかと脳裏に刻みやがれ」

　画面に映っていたのは、準備体操中の女子だった。うっすらと口を開け、手を十字にして二の腕を伸ばしている。どこかで見かけたような気もするが、自信はない。

「無知なデスちゃんに教えてやろう。八組の悠ゆう里り夏か来こさまだ。ハーフでパツキン、巨乳に八重歯がチャーミング。吊つり目の眼光に睨にらまれて、噛かみつかれたくなること請け合いだ」

　属性多いな……。

　しかし、言われてみれば合致する。猫目に八重歯……それに、その、腕に押し潰された胸元。見る限りでは、圧迫している腕の部分だけへこんでいるようだ。上からも下からもこぼれ落ちんばかりに大きく隆起している。

　中友がメガネを押し上げ、口の端を皮肉げに吊つり上あげた。

「つまり、全つるぺたの敵だよ。可哀想に……巨乳は二次元のみに許された産物で、三次元では脂肪の塊。十年もすれば、三次元の分際で出過ぎた胸をしたことを悔やむだろうね」

　二次元オタクの見解に、親川が激昂する。

「中友！　口を慎めってンだ！　全ての胸に罪はねぇ！　あるのは夢と！　希望とッ！　ロマンッッッ！　あと部位的にはちく──ぶヒッ！」

　中友が英語辞書を振り上げたので、俺は頭を下げた。放たれた辞書は頭の上を通り過ぎ、親川の顔に直撃。変態は机からズリ落ち、床に転がった。

　痙けい攣れんしている親川の横に転がった辞書を拾い上げ、俺は中友の机に置いた。

「……購買、行ってくる」

「いってらっしゃーい」

　俺が席を立つと同じくして、生徒指導の先生が教室に入ってきた。親川の名前を呼んでいるところから推測するに、例の非合法的な撮影について処分を下すつもりなのだろう。

　一応友人として、気絶した親川が引きずられていく光景を眺めつつ、廊下に出る。

「あっ！」

　すると、横から誰かがぶつかってきた。

「気をつけなよ。どこに目をつけて──」

　開口一番文句を言われそうになり、謝罪をするつもりでそちらを向く。

　先ほど写真で見た顔とそっくりな、端整な顔立ちがそこにあった。

　綺き麗れいなブロンドだ。色素が薄いような感じがするのは染めていないからか。その髪をサイドテールにしていた。

　ハッキリした目鼻立ちは鋭く、険がある。身長は姫さまと同じくらい。ブレザーは着ておらず、着用しているのはニットベストだけ。リボン代わりにペンダントを下げている。ついているのは……ピンク色をした四つ葉のクローバー。

　──というか、なんだアレは。ペンダントの下にある、あの二つの衝撃はなんなんだ。すぐに視線は逸そらしたが、ザッと見ても章しよう子こさんに席せつ巻けんするレベルとお見受けした。

「〈死者の顔デスマスク〉……」

　エメラルドグリーンの目を細め、悠ゆう里り夏か来こさんは腹立たしそうに言った。ハーフという前情報があったからか、一応英語である〈死者の顔デスマスク〉の発音が日本人とは違って聞こえたような気がした。

「あ……すいません。大丈夫ですか？」

　悠里さんは「フン」と鼻で笑い、指先でクローバーをいじった。

「アンタは女の敵。心配なんて気味悪いよ。何が目的？」

　ちょっと怖い。目つきと八重歯が、ネコ科の大型動物を彷ほう彿ふつとさせる。

　しかし、いくら女の子受けが悪いとはいえ、女の敵とまで言われるとは……。

「いえ……決して、そういうわけでは……」

　オブラートに包まれていない猜さい疑ぎ心しんをぶつけられていると、

「あ、お姉ちゃん！　やっと見つけたぁ」

　今度は、やけに舌ったらずな声が聞こえてきた。お姉ちゃん？

「あ……歌うた」

　そう言って、悠里さんが息をつく。ホッとしたようなため息で、彼女の険けん呑のんとした雰囲気も僅わずかに緩んだ。俺もホッとした。誰かは知らないが、助かった。

「探したよぅ。お姉ちゃんの好きなメロンパンと、いちご牛乳！　ちゃんと生クリーム入りのほうだよっ」

　やってきたのは、小学生と言っても通じそうなくらい小柄な女の子だった。

　一年生か。制服の着方が初々しい。着崩し方を分かっていないような、服に着られているような……どちらともとれる印象だ。服のサイズも一回り大きい。内巻きにセットされたセミロングの栗くり色いろの髪が、低身長によく似合っていた。

　花のほころぶような笑みを浮かべていた少女は、俺の存在に気付くと小さな悲鳴をあげた。少女マンガのように血の気の引いた顔で、握った両手を口元に運んでいる。

「ぃ──デスせんぱい……」

　略された……。

















「アンタ。歌のこと、睨にらんだ？」

　小動物を背後に隠し、肉食獣がグルル……と喉を鳴らす。もちろん錯覚だ。だが、睨まれながら牙を見せられると、唸うなり声が聞こえてこないほうが不自然に思えてくる。

「いえ、ただ見ただけで……妹さんですか？」

「幼おさな馴な染じみだよ。──ホントに睨んでない？」

　まったく信用されてない……。

　そのとき。我らがクラス委員長、姫さまが颯さつ爽そうと教室から現れた。

「何をされているのですか？」

「──姫さま」

　悠ゆう里りさんは目を大きくして、ペンダントを握り締める。

　対する姫さまはピンと背筋を伸ばし、いつもの如ごとく腕を組んだ。

「私の名前は小こ日向ひなた蓬ほう子こです。そのような名前ではありません」

「知ってるよ」

　フンと鼻を鳴らし、悠里さんは姫さまのほうに進み出た。片手を腰に当て、胸を反らす。

「私は、その呼称に良い感情を持っていません。それと……悠里さんは正しく制服を着用するべきです」

「違反はしてないよ」

「リボンはどうされました？」

「窮屈だから、したくない」

「したくない、ではありません。校則は守ってください」

　……凄すごい。あの姫さまと渡り合ってる。

　悠ゆう里りさんはふと、思い出したように「あ」と言った。

「そういえば──昨日。クラス委員の会議、出席でなかったよね？」

　出し抜けに投げかけられた質問に、姫さまの表情が硬くなる。

「……どうしてご存じなのですか？」

　すると、悠里さんの背後に隠れていた女の子が、顔を出した。

「はじめまして。尾お森もり歌うたです。一年三組の副委員長をしてます。よろしくお願いします」

　お辞儀に合わせて、ふんわりとした髪が動いた。

「私が話したんです。小こ日向ひなたせんぱいのお話は、お姉ちゃんからよく伺っていましたから」

　補足をしてくれた幼おさな馴な染じみの頭に手をやり、悠里さんは話を進める。

「身体の調子が悪かった、とかじゃないよね。姫さまが仕事をサボるなんて珍しい」

「昨日は……用事があっただけです」

　幾分か弱まった様子に異変を嗅ぎ取り、悠里さんは挑発的な笑みを見せた。

「人には言えない用事？」

「お答えする義務はありません」

　悠里さんと姫さまはしばらく対たい峙じしていたが、悠里さんが先に動いた。

「ま。元気なら、いいよ。明日の体育、覚悟してて。──歌、行くよ」

　あくまで堂々として悠里さんは去っていった。尾森さんは可か憐れんな笑顔で辞去の礼をして、悠里さんの後を追う。

　何もかも、対照的な二人だったな……。

　ぼんやりしていると、姫さまが咳せき払ばらいをして訊きいてきた。

「内ない藤とう君。木こ枕まくらさんのお迎えに行かれなくてよいのですか？」

「あ……そうだな。ありがとう、委員長。助かった」

「いいえ。クラス委員として当然のことをしたまでです」

　にべもなく答えて、姫さまは教室に戻っていった。

　席についた彼女の周りには、彼女と共に食事をしているクラスメイトはいなかった。



　購買へ足を運び、コトハにあの二人組について訊いてみた。

「夏か来こちゃんのことなら知ってるよ。体育の授業が一緒だし」

　廊下を歩くコトハの手には、今日もビニール袋がある。中身は焼きそばパンだ。

「──お母さんがイギリスの人なんだって。スポーツ万能で、特に激しい接戦になると実力を発揮するタイプ。ワイルドな美人だから、女の子の人気が凄すごいんだ！　カッコよくて可愛かわいいなんて、ズルいよね？」

　メモ帳を取り出して、コトハは説明してくれた。

「苗みよう字じで呼んでないんだな」

「うん。許可はもらってるし、私もコトハ、って呼んでもらってるから」

　そこまで言って、思い出し笑いでもするように顔つきを緩めた。

「なんかねー……名前を呼んでくれたとき、顔が真っ赤だったんだ。声もおっきかったから怒られたかと思ったんだけど……違ったんだよ。恥ずかしいんだって」

　そう言うと、今度はジト目になってボソリと呟つぶやく。

「……優ゆう一いちなんか、眉一つ動かさなかったのに」

　うぉう……飛び火した。

　表情がコロコロ変わる我が相棒は、気を取り直すように頭を振った。大げさなため息がセットになっていたので、俺の無愛想ぶりに見切りをつけたと見える。

「まぁ、それは今言っても仕方ないけどさ。──それで、夏か来こちゃんを語る上で欠かせないのは、蓬ほう子こちゃんなんだよ」

「委員長？」

「うん。体育の時間になると、二人はいつも試合してるんだ。ちょっとした名物だね」

















　そんな関係図があったのか。ちなみに、どういう理由があるのかも訊きいてみる。

「私も気になって、クラスのみんなに訊いたんだ。そしたらさ──去年の球技大会で、夏か来こちゃんが蓬ほう子こちゃんに負けちゃったのが原因らしいんだ。蓬子ちゃん、人数の埋め合わせで他の人よりもたくさん出てたんでしょ？　夏来ちゃんもそうだったんだって」

「そうだったのか」

「そうだったんだよ。でね？　夏来ちゃんと蓬子ちゃんの勝敗自体は五分五分で終わったんだけど……。それ以来、夏来ちゃんが何かと勝負を持ち掛けて、蓬子ちゃんがそれを受ける──っていう流れが出来上がったみたい」

　なるほど。確かにさっきの様子じゃ、水と油だな。全く相あい容いれてない。

　でも……なんとなく──。

「ところで、夏来ちゃんと何かあったの？」

　考えを中断して、彼女とぶつかったところから、人並み以上に嫌悪感を持たれていることと、高校生に見えない幼女がメロンパンを買って合流したところまでを話した。新入生にまで俺のあだ名が流布している悲しい事実については伏せた。

「へぇ～。歌うたちゃんて、夏来ちゃんの幼おさな馴な染じみだったんだ。昨日のクラス委員の会合で、蓬子ちゃんのこと訊かれたときはびっくりしたけどね」

　コトハは訳知り顔で腕を組んだ。

「ただでさえ競争率の高いメロンパン……その上の生クリーム入りともなれば、瞬殺は必至！　それなのに、歌ちゃんは毎日のように買っていってくれるんだよ。そっかぁ……夏来ちゃんの為ためだったのかぁ。…………………………愛の力、だね」

「自分で言って照れるなよ」

　教室が近くなってきた。昨日の騒ぎを反省して、聞き耳を立てられる前に確認しておく。

「今日は練習、どうする？」

「今日はいいや。昨日の夜も仕事で眠ったし。……なんかね、また近い内にチームで仕事するかも」

　コトハが声を潜めたので、俺もそれに倣ならう。

「内容は覚えてるか？」

「ううん。でも……」

　コトハは思い出そうとしているのか、気難しそうな顔で腕を組んだ。

「なんか……私達たち以外にも、黒い服の人がいた気がする。いつものサングラスしてるおじさん達じゃなくて、もっと……若い感じ」

　俺は、以前に姫さまと対たい峙じしたときのことを思い出した。

「……他の会社の超能力者か？」

　だとすれば、また決闘することになるのだろうか。

　はっきりしない様子で、コトハは唇を尖とがらせた。後ろで指を組み、

「分かんない。章しよう子こ姉に訊きいても教えてくれなかったし。でも、章子姉の視点でも見れるってことは……味方なのかな。章子姉が現場に立つ、ってこともないわけじゃないから、断言はできないけどさ」

「委員長の特訓に、次の仕事か……」

「それだけじゃないよ。蓬ほう子こちゃんに、私達たちの気持ちをちゃんと分かってもらわないと」

「……そうだな」

「今日もクラス委員の仕事があるから、私が代わるね。今日はすぐに譲ってくれるかなぁ」

　俺はなんとも言えず、ただ頭をかいた。



　コトハの願いは届かなかった。

　今日こそは委員としての役割を完遂しようとしていた姫さまを、弱点の耳を責めてテクニカル・ノック・アウトするしかなかったのだ。息を吹きかけるまでならまだしも、耳たぶを食はみそうになったときには、さすがにコトハを止めた。

「はっ──つい、もっと蓬子ちゃんの恥ずかしがる姿を見たくなっちゃった……」

　夢中になりすぎて、前後の見境がつかなくなってしまったらしい。

　正直……眉をハの字にして顔を桜色に染め、力無い抵抗をしている姫さまは──背徳的なしどけなさをしっとりと滲にじませていた。制服でしちゃいけないタイプの顔だった。

　そんな一幕を過ぎて、俺と姫さまは昨日と同じスポーツジムにいる。

　プールサイドで準備体操をする俺達の恰好は昨日と同じだ。カメラもある。姫さまも吹っ切れたのか、スクール水着を着ていても、昨日ほどの弱々しさは見せていない。

　それどころか、今日は『アームストロングさん』ことゆう君も体操をしていた。姫さまと寸分違わず同じ動きをしている。それにしても、よく浮き輪が落ちないな。

「同じ動きをするのは楽なのか？」

「はい。全く別の動きをするよりも容易です。──章子さんがおっしゃるには、テレビゲームで自分の操作しているキャラクターと同じ動きをしてしまうことに似ているそうです。操作対象との一体化ですね」

　一体化。意識をどちらかに集中するあまりに、もう一方の身体（もしくはぬいぐるみ）の動きも引っ張ることか。

「要するに……自分と対象の動きがかけ離れていればいるだけ、操作は難しいのか」

「そういうことになります」

　深く呼吸しながら、彼女は身体を捻ひねる。ウサギもだ。

　だったら、こう考えるのはどうだろう。

「それじゃ今日は……その原理を利用してみよう。委員長と同じ動きをさせる。この際、高さや場所はズレても構わない。とにかく、同じ動きだ。まずは考えることを少なくする」

「考えることを少なく、ですか」

「ああ。いきなりなんでもやろうとするから、余計に疲れる。──最初は水に慣れることと、ゆう君に同じ動きをさせることだけ考えてくれ」

　手を上げて、姫さまは反論してくる。

「ですが、それではあまり実戦的ではありません。この訓練は、任務中でも平静な集中力を鍛えることを主旨としているはずです。様々な状況を想定して克服することこそが、重要なのではないでしょうか？」

「それでも、今日は訓・練・だ。実戦じゃない。焦らず、一つ一つを着実にこなしていこう。出来るようになれば、黙っていても余裕は出てくる」

　偉そうな言い方をしてしまい、急に気弱になる。

「えっと……少しずつ慣れていこう。俺も、母さんの作った落とし穴に落ちて、そのまま一晩放置されることが何回もあった。そのおかげで、今じゃどこでも眠れる。──慣れ、って怖いな」

　自慢にならないエピソードを披露してしまった。

「……急がば回れ、ですね」

　熟考していた姫さまが、ようやく納得してくれた。

「考えてみれば、この訓練は内ない藤とう君に一任されています。私に拒否権がないことを失念していました。申し訳ありません」

　深々と腰を折る姫さま。〈念動力テレキネシス〉も使って、ゆう君もお辞儀している。

「別にいい」

「ですが、そのような慣れを授業中の居眠りにも利用するのは感心しませんよ」

「……すいません」

　墓穴掘った……。

　シャワーを浴びて、当初の予定通りに訓練を開始。昨日の数時間が無駄でなかったことは、姫さまがはしごを使わずにプールに入れたことで理解できた。ガチガチに固まって、動きがロボットかカラクリ人形に酷似していたが、それに突っ込むような野や暮ぼはしない。

「──参ります」

　スイムキャップに髪を押し込んだ姫さまが固く目を瞑つぶり、負けず劣らずの力を込めて口を結ぶ。プールサイドに座ったウサギの顔も、前に折れて厳いかめしい面構えになった。

　……君も息を止めたのか？

　姫さまが、水面に白磁の顔を浸す。それに間をおかず、ウサギも前のめりに倒れた。

「………………」

　地味だ。写真を撮るのもはばかられるくらいに、地味だ。

　こんなに広いプール（というよりジム一つ）を借り切って、やっていることは水に顔をつけるだけ。肝心の超能力は、ぬいぐるみを倒しただけだ。ぬいぐるみの置きかたが重心を捉えておらず、自然と転がってしまったようにも見えるささやかさ。〈念動力テレキネシス〉の光ですら「中に電球があるんです」と言えば誤ご魔ま化かせそうだし……。

　返事がない姫さまが水から顔を上げるまで、俺はただ立ち尽くしていた。

「──どうでしょうか？」

　水から顔を上げた彼女に、安定していたことを伝える。

「次は潜ってみよう」

　提案した途端に、姫さまは顔色を青くした。

「それはっ……頭まで、でしょうか？」

「ああ。水に顔をつけられたなら大丈夫だ」

　ですがっ、と腕を組む姫さま。

「水が鼻に入ってきたら、ツーンとしてしまいます……。耳にも入ってきますし、ややもすれば口にも侵入してくるかもしれません」

　腕を組む、と思ったのは俺の間違いだった。彼女は自分を守るように身をかき抱いていた。長いまつ毛に残っていた微小な水滴が、不安げな振動に振り落とされる。

　俺は彼女に答える前に、一度潜ってみた。

「……確かに、鼻に水は入ってくる。耳のほうは気にしなくていい。音が聞こえにくくなるだけだ」

　潜水の体感を伝える。こうなったら、体験談を語ったほうが有効だろう。

「慌てるのが一番いけない。動揺すると息を吸い込みたくなるんだ──息を呑のむ、って言うのかな。水が入っても落ち着くんだ。止めてれば、奥には入ってこない」

「……絶対ですか？」

　姫さまらしからぬ子ども染みた念押しに、「絶対だ」と言い切る。

「──拒絶しすぎると、少し入られただけで混乱する。落ち着いて考えれば、怖がるほどのことでもない。肩の力を抜いて、受け入れてみるのも大切だぞ。あとは委員長次第だ」

「私にも、できるでしょうか？」

「大丈夫だ」

　彼女の成長を止めているのは、水に対する不信感が全て。それさえ薄らげることができれば──超能力の成果はもちろん、泳げるようにもなるかもしれない。

　バカの一つ覚えで、俺は手を差し出す。

「一緒に潜れば、大丈夫だ。安心してくれ」

　姫さまは手を伸ばし、触れる寸前で躊ちゆう躇ちよした。その数秒間の峻しゆん巡じゆんの後、彼女は俺の手を取ってくれた。吸いつくような手を下から包み込み、

「一・二・三──で、潜ろう。準備ができたら教えてくれ」

　ぎこちなくエスコートされている姫さまは、空いている手を胸元に当てた。目を瞑つぶり、気持ちを静めている。

　目を開いた彼女が頷うなずいた。静せい謐ひつな眼差し。しっかりとした首の動き。

「まずは水の事を知ろう。息を止めているだけで水は入ってこない。力を抜く加減は慣れてから覚えていけばいい」

「分かりました。水が形を留めていないのは当然ですよね。耳に入ってくる事もあります」

　その当然な事ですら、追い詰められると忘れてしまう。今の彼女は正しく理解してから潜ろうとしている。それだけでも十分な進歩と言えた。

　一・二・三。そのカウントをしながら──上う手まくいくだろうことを、俺は確信していた。



「……お疲れ」

「ありがとうございますっ」

　一応コーチらしい気遣いで、姫さまにタオルとペットボトルを手渡す。二人分くらいの間を空けて、腰を下ろした。

「意外と大丈夫だったろ？」

「はい。一度理解できれば、さほど恐ろしくありませんでした」

　疲れよりも充実感のある顔で水分補給をして、姫さまはタオルで顔を拭いた。スイムキャップを脱いだ黒髪がキラキラと輝いている。難関を突破できたことが、よっぽど嬉うれしいようだ。

「でも、油断は禁物だぞ？　休憩が終わったら、次はバタ足をやってみよう」

「バタ足──水泳のですか？」

　サプライズプレゼントでも貰もらったように、姫さまは目を丸くする。

「委員長なら、コツもすぐに掴つかめると思う。呼吸さえできれば、あとは全部応用だ」

「理解して、受け入れる。ですね？」

　グッド──おっと、章しよう子こさんみたいなセリフを言うところだった。調子に乗り過ぎだな。

「ああ。せっかくの浮力だから、片意地張らないでお世話になろう」

「はいっ」

　声を弾ませて、姫さまはウサギを操作する。潜水を繰り返す内に超能力にも進展が見られた。最初は姿勢を整えるだけが限界だったのに、今では潜りながらでも操作ができる。上下運動や反復横とびのような単調な動作が主だが、十分な成果だ。

　心の持ち方一つでここまで変わるのか。章子さんが言ってた、人間臭い能力ちからというのがよく分かる。

「……ありがとうございます」

　突然、姫さまがお礼の言葉を口にした。

「内ない藤とう君のおかげです。内藤君に指導して頂けなかったら、私はまだ水が怖くて堪たまらなかったでしょうから」

　ペットボトルを両の手のひらで転がしながら、彼女は〈念動力テレキネシス〉でウサギの長い耳をパタパタと羽ばたかせた。

「礼なんて……別にいい」

　緊張の糸が切れたからか、不意に、彼女が水着であることを再認識した。濡ぬれて張り付いた薄い生地。初雪のような肌の上には水が滴り、白い大理石と形容するほうが正しいと思えてくる。黒髪が生み出すコントラストは芸術品と見み紛まがうばかりだ。

　見み惚ほれていたことを誤ご魔ま化かすために、スポーツドリンクを飲み込んだ。

「訊きいてもいいか──どうして、水が苦手なんだ？」

　話を逸そらしたかったということもあるが、気になっていた疑問を訊いてみた。

「そうですね……」

　ペットボトルを傍かたわらに置き、姫さまは肩を覆おおっていたタオルの端に、指先を絡ませた。

「内藤君になら……お話ししても、いいですね」

　姫さまは誰もいないプールの底に視線を落とし、冷えた唇を動かした。

「私が小学校に入学するより以前のことです。私は、家族とキャンプに行きました。宿泊したキャンプ場の近くには湖があって……観光客用に貸しボートもありました」

　人工の湖とも言えるプールを眺めながら、彼女の言葉を待つ。

「その頃、私に能力ちからがあることが分かったのです。両親には、決して外で使わぬように言いつけられていました。幼い頃の私は、深く考えもせずに言いつけを守っていました」

「それが……知られたのか？」

　聞き取れないくらいに小さな声で、彼女は「はい」と答えた。

「キャンプ場には、他にも家族連れの利用者が多くいらっしゃっていました。その内、同じ年頃の子どもだけで遊ぶ機会がありまして……私も、輪の中にいれて頂いたのです」

　沈黙が流れた。話を続けるには、彼女には少しの沈黙が必要だった。

　やがて、彼女が薄く息を吐くのが聞こえた。

「湖の畔ほとりで遊んでいる内に……知りあったばかりの男の子が、足を滑らせて水の中に落ちてしまいました。周囲に保護者はおらず、探検ごっこの最中でしたので、人目のない場所だったのです。私を含めた数名の子ども達たちは、突然のことに泣き出してしまいました」

　その心情は理解できた。自分で対応できない事態と直面して、何も考えられなくなった経験は俺にもある。

「私は、今こそ能力ちからを使うべきだと思いました。傍にあった木が目にとまり、〈念動力テレキネシス〉を使いました。まだ微力でしたので、操作できたのは木に巻きついていたツタだけです。それでも、どうにか湖面に届かせることができました」

「……助けられたのか？」

「はい。ですが……」

　彼女はもう一度「ですが」と言い、喉の奥から絞り出すように続けた。

「私は、恐れられてしまいました。──化け物、と」

　自分の喉が強こわ張ばったのが分かる。臓ぞう腑ふが締まり、寒気が走った。

「テレビの特撮ヒーローは化け物を倒します。彼らはその精神に則のつとり、化け物を突き落としました。……そうして、今度は私が溺れたのです」

　たとえ命を救ったとしても、少し人と違っただけで拒絶される。それは純粋な理不尽だ。

「騒ぎを聞きつけた方に助けられて、事無きを得ましたが……私は水が恐ろしくて仕方がなくなってしまいました」

　語り終えて、彼女は乾いた口内をスポーツ飲料で湿らせた。

「……ごめん」

　堪たまらず、謝罪した。あそこまで恐怖している様子から、ただ事ではない理由があることは推測ができたはずなのに、悪戯いたずらに傷を抉えぐってしまった。

　どこまでいっても、人に不快な思いをさせることしかできない自分に腹が立つ。

「内ない藤とう君が謝られることは何一つとしてありません。お気になさらないで下さい」

　間を置き、彼女は座り直した。

「私にとっては、あのときが大きな転機になったように思えます。……水が怖くなったこと。能力ちからを疎ましく思うようになったこと。言いつけや決まり事を順守するようになったこと。それに──」

　人と距離を置くようになったこと、と静かに締しめ括くくった。

「自分でも、私は面白みのない人間だと分かっています。融通の利かない、堅苦しい性格になってしまいました。クラスの方々も気軽に声をかけて下さらない」

「……………」

「目つきも穏やかではありませんし、口調にも棘とげがあります。きっと居丈高に思われるのでしょう。『姫さま』と揶や揄ゆされるのも当然の結果です」

　お高くとまっているから『姫さま』──彼女はそう思っているらしい。

「ですから──木こ枕まくらさんに名前を呼んでいただけて、嬉うれしいのです」

　相棒が話に出るだけで、握りしめていた手から力が抜ける。

「木枕さんは太陽のような人です。明るく快活で……私にも親しく接して下さる。ご自身の能力ちからにも過去にも囚とらわれてらっしゃらない。私にはとうていできません。羨ましいです」

「……羨ましい？」

　彼女は首しゆ肯こうした。

「私も木こ枕まくらさんのように、なれたら……」

　姫さまはそれ以上、何も言わなかった。



　休憩後、俺達たちはバタ足の練習に入った。プールの縁を掴つかみ、全身を浮かせる委・員・長・。最初は硬さが見られたが、ほどなくして柔軟な動きが出来るようになった。腕の動きと息継ぎさえ教えれば、すぐに泳げるようになるだろう。

　〈念動力テレキネシス〉の同時使用にも、余裕が見られる。こちらも次の段階──実際に泳ぎながらの使用に踏み切る段階に来ていた。

　明日にはクロールの練習に入ることを告げて、その日の訓練は終了となった。



　夜になり、コトハから電話がかかってきた。訓練の経過については、迎えに来てくれた時に話している。別の用件だろう。

「何かあったのか？」

　ランニングの用意をしていた俺は、着古したジョギングスーツに袖を通した。

　へへへ、とコトハが嬉うれしそうに笑った。

『凄い進展があったんだ！　詳しくは内緒だけどね？　多分、蓬ほう子こちゃんも喜んでくれるよ！』

　申し訳なさそうにコトハは『ごめんね』と言い、

『ホントは優ゆう一いちにも話したいんだけどさ？　誰にも言わない、って約束したから』

「……誰と？」

『あっ』

　相棒は、電話でもうっかり屋だった。

『と、とにかくっ！　そういうことだからっ。えっと……また明日ね！』

　慌ただしくコトハは通話を切った。

　内緒、か。俺も話してないことがあるから、強くは言えない。

『私も木枕さんのように、なれたら……』

　彼女が話してくれた過去の出来事。それに起因した現在の気持ち。どちらも他人には言えない内容だ。たとえコトハであっても、軽々しく口にはしたくない。

　命を救い、その代償として、彼女は心に大きな傷を負った。

　俺が人の不安を恐れるのと同じく──コトハが眠ることを恐れるのと同じく──彼女は、人と繋つながることを恐れている。普段の堅苦しい態度はその裏返しなのかもしれない。

　彼女が一人で食事をとっていた光景を思い出す。あれは単に、話しながら食事をするのが無作法と考えて行っていたわけではないと、今なら思える。

　しかし、皆にも悪意があったわけではないことも知っている。彼女には人を近寄らせない気品があって、その見えない壁に誰もが阻まれていた。まるで住む世界が違うかのような。

「……姫さま、か」

　俺に何ができる？

　玄関のドアを開けて、屈伸した。

　コトハとチームを組むようになって始めたランニングだが、今ではいい習慣になりつつある。当初の目的である体力作りは、目に見えるほど成果が出ていない。

　しかし、汗を流すとなんとなく気分がスッキリする。行き詰まったときや、考えごとをするときには、いい助けになる……と、思う。今の心境には合っている。

　まずは、彼女を心の内でも姫さまと呼ばないことにしよう。その呼び方が彼女との距離感を煽っている気がする。それから先のことは、走りながら考えよう。

　夜道へと繰り出した。今日は、いつもより遠出したい気分だった。



　しかし──結局、その日は答えが見つかることはなかった。










第四章





　天国と地獄──違うな、天国か・ら・地獄と訂正しよう。

　男子の体育を指導している町まち谷や先生がお休みの為ため、今日の授業は男子と女子が合同で行う。朝のホームルームでその連絡を聞いたときの親おや川かわは、間違いなく天国だった。

「あー……ただし、女子からの尋常じゃない苦情が予想されるから、親川は別行動な」

　出席簿で肩を叩たたき、ジャージ姿の担任は親川を地獄に突き落とした。

「中国拳法部の顧問やってる賀か来く先生がヒマしてるらしいから、面倒みてくれるように頼んどいた。マンツーマンでみっちり鍛えてもらえ」

「異議アルよォオオオオ！」

　地獄に転がり落ちた親川は、まるで蜘く蛛もの糸を掴つかむような亡者の如ごとき形相で担任に叫んだが……ヤル気皆無の女教師は一いち瞥べつたりともすることなく、健康サンダルをペタペタ言わせて教室から出て行った。



　そうして体育の時間になった。

　体育館に集まったのは二年七組と二年八組の男女全員（親川除く）。丸々二クラスの人数なのでかなり多い。それに、どうにも女子のほうを意識してしまう。

　それもそのはずで、清せい納な高校は女子の体操着にブルマが指定されているのだ。

　珍しいを通り越して絶滅危惧種に指定されていそうな、かのスポーツウェア。丸みのあるフォルムを損なうことなくピッタリと張りつくフィット感。化学繊維の光沢感。健康的なふとももを裾のゴムが締め、その締め付けに肌が反発することで生まれる食い込み──マズい、親おや川かわの生き霊が乗り移ったか。じっくりと観察してどうする。

　俺以外の男子もソワソワと落ち着きがない。なんとも思っていないフリをしているが、視線は挙動不審だ。女子は女子で、忙せわしなく体操着ブルマを引っ張っている。

「青いねぇ……」

　体育教師（三十代・独身女性）はしみじみとした口調で言って、準備運動の後に男子と女子を分けた。体育館を半分にして、それぞれに割り振る。

　種目はバスケ。前半は二人でチームを組み、パスやシュートの練習を中心に行う。後半は試合を行う。怪け我がはしないでね。そう指示をしてから、先生はホイッスルを吹いた。

「内ない藤とうー。優しくしてね。僕、球技嫌いなんだから。突き指したらゲームができないよ」

「分かってる」

　ペアを組んだ中なか友とものバウンドボールを受け取りながら──なんとはなしに、女子のほうを見やる。ちょうど、コトハが一人で佇んでいる委員長に近づいているところだった。

「蓬ほう子こちゃん、一緒にやろうよ！」

「喜んで」

　委員長が答えると、コトハはキョロキョロと顔を動かした。誰か探しているのか。

「アー、夏か来こチャン。一人デドウシタノ？」

　……棒読みだな。

「相手がいない。……余ったの」

　端的な言い方をして、悠ゆう里りさんはボールをダムダムと弾ませた。

「そっかぁ。それじゃ、三人でやろうか（棒読み）」

　動きはオーバーなのにセリフは一本調子のコトハ。チグハグだ。離れた距離からでも、異変に気付く。委員長は不思議そうに「はぁ」と曖昧な返事をし、悠里さんに至っては無言でドリブルの速度を上げた。

　コトハも二人の関係に気まずいのだろうか。

　中友がヤル気なさそうにボールを投げてきた。

「向こうが気になるのも分かるよ。三次元でも貴重な、二次元に対抗できるレベルの三人が集まってるんだからねー。他の皆も同意見みたいだよ」

　言われ気付く。見事なまでに、男子連中の全員がコトハ達たち三人を見つめていた。まるで憧れのアイドルが歌って踊る姿をテレビで観賞しているように、幸せそうな顔をしている。

　男子数十人分の眼差しの先では、この場のアイドルである三人がパス練習を開始している。笑顔なのはコトハだけというのは気になるが、そこまで悪い雰囲気じゃなさそうだ。

「……嫌な予感がするね」

　中なか友ともが不気味なことを言い出した。

「姫さまと悠ゆう里りさんが一緒にいて、何も起こらないはずがないよ」

「そんなこと──」

　ないだろ、と言うのと、悠里さんが声を張り上げるのが同時だった。

「勝負しよう！」

　ちょっと目を離したすきに一体何がッ？

「姫さま、勝負ッ！」

「夏か来こちゃん、違うでしょ！　──ごめん！　蓬ほう子こちゃん、ちょっとタイムね」

　コトハがしかめ面をした悠里さんの服を引っ張って、体育用具室に入っていく。

　──待つこと一分ほど。

「ひゃふうんっ」

　奇声が聞こえてきた。正確な記述が出来ない発音だったので、大体そんな風に聞こえた。

　力強いのか力が抜けたのか、或あるいはその相反する両者の合わせ技なのか。細く開いた用具室のドアの奥から聞こえてきたのは、それだけではなかった。

「待って──うぅんっ！　ハッ、アハハハッ！　ご、ごめんっ！　分か、分か、分かっアハハハっからっ。でも、でもぉ……あ、あんなにまどろっこしヒィッ！　にゃふんっ」

　くすぐられてるー……。

　苦しそうな笑い声の合間には、息も絶え絶えな謝罪の言葉。鼻にかかった上にはっきりしない口ぶりで、それだけを切り取れば酷ひどく甘ったるい懇願に聞こえた。

「この声、悠里さんだねー」と、中友はメガネを押し上げた。

「……信じられないな」

　昨日今日の印象では、警戒心剥むき出しの捨て猫みたいに刺とげ々とげしい悠里さんが、笑い転げている姿が思い浮かばない。

　笑い声は、始まりと同じく唐突に終わった。しばらくして、二人がコートに戻ってくる。

　コトハは充実した顔でメモ帳に何か書き込んでいる。後ろの悠里さんは、耳が真っ赤になって潤んだ瞳を伏せていた。肩で息をして、時々思い出したように身震いしている。

「お待たせっ。それじゃ、蓬子ちゃんと夏来ちゃんで試合してみよっか。私、審判やるよ」

「試合、ですか」

「うん！　夏来ちゃんの意見を尊重してっ──ねっ？」

「そう。勝負」

「私は結構ですが、他の方に迷惑がかかりませんか？　場所を譲っていただかなければなりませんし……」

　すると、コトハが先生のほうに走っていった。二言三言相談して、最後にハイタッチ。

「男子ーっ。一か所、ハーフコート空けてー。今から試合するからー。アンタ達たちは元々バスケじゃないんだから、少しは肩身の狭い思いしてもいいでしょー」

　先生の言ってることは、理不尽だが頭から否定し難がたい論点を突いていた。

　もちろん、男子連中は釈然としない顔で不平の声を上げる。だがコトハに、

「ごめんねっ！」

　と両手を合わせられたら、コロッと手のひらを返した。「どうぞどうぞ」と、満足そうな表情で隅の方へ移動する。男ってちょろい。



　そういうことで──委員長対悠ゆう里りさんの舞台は調ととのってしまった。

　ボールを小脇に抱え、先生から借りたホイッスルを首に下げたコトハが咳せきばらいをした。

「先に十回ゴールしたほうが勝ち。オフェンスがゴールを決めたときと、ディフェンスがボールを取ったときに攻守交代。──準備はいい？」

「構いません」と、委員長は運動しやすいように結った髪を払う。

　心を持ち直した悠里さんは尊大に胸を反らし、口の端を吊つり上あげた。

「いいよ」

　遠目には定かではなかったのだが、彼女はアクセサリーを外していない。ピンクのクローバーが輝いている。余程大事な物らしい。

　ジャンケンで委員長が先攻になった。コトハがボールを渡し、審判らしく笛を吹く。

　試合開始。

　委員長の動きは、流れるようだった。ドリブルからのターン、走りからの動きが上う手まい。無理に急停止して勢いを殺すことなく、ブレーキを攻撃に利用している。特にゴール下でシュートする一連の動きは、体育の教科書に載っている解説写真そのものだった。

　あっという間にボールがリングを通過する。濃いオレンジ色の球体が磨き上げられたコートにバウンドし、得点を決めた委員長がそれを拾い上げた。

「次は悠里さんのオフェンスですね」

　淡々と告げて、委員長はボールを渡す。

「そうこなくっちゃね」

　大きな八重歯を見せて、悠里さんは楽しそうな笑顔を見せた。サイドテールが文字通り尻尾だったら、喜びのあまりブンブン振っていたんじゃないだろうか。

　その屈託のない笑顔は、因縁の相手に向けるものには、似つかわしくない気がした。

「……ん？」

　神妙な顔つきでコートにいたコトハが、テクテクとこっちに歩いてきた。

「どうした？」

　すぐ隣に並んだコトハに訊たずねる。

「思いのほか、審判ってやることなかった」

　そんなにしょぼんとした顔しなくても……。

　コートのほうに意識を戻そう。

　悠ゆう里りさんのオフェンスは、素人目に見ても攻撃的なものだった。むしろぶつかりに行ってるんじゃないか、と思うほどに激しくディフェンスと競り合う。フットワークも機敏。姫さまの堅実で受け流すような戦法とは正反対だ。

　そして──大変失礼なのだが、暴力的な容赦のない胸の上下運動に目がいってしまう。弾み具合は、思わず首を傾かしげてしまうほどに人体とは不釣り合いな動きで……何かスライム的な生物を飼っているのかもしれない。無理に動くと飛んで行ってしまいそうだ。

　汗だくの美少女。生真面目な委員長が熱い吐息を繰り返し、悠里さんの胸が快刀乱麻の大活躍。以上がギャラリーの沸いている理由の大半だと予想される。実力の拮きつ抗こうした者同士が火花を散らすゲームの面白さは、この場においては微々たるものだ。

　そうこうしている内に──一進一退の攻防は、折り返しを過ぎる。

　現在委員長が六本。悠里さんが七本。

「ドキドキするね。私も熱くなってきちゃった」

















　手に汗を握り、コトハが熱を帯びた口調で言った。

「私もやりたい！」

　あ、雰囲気に呑のまれた。

「一対一だからダメだろ」

「それじゃ、優ゆう一いち！　向こうのコートで私と試合しよ？」

「気持ちは分かるけど、審判がどっか行っちゃダメだろ？」

　ソワソワし出したコトハの制止に心を割いて、試合観戦を疎おろそかにしたのがいけなかった。

　誰かの「危ない！」という警告が耳に届いた頃には、バスケットボールに側頭部を打たれていた。痛みと振動が脳を揺らし、立ちくらみに襲われたときのように足元がふらつく。

　中身の少ない頭をスコーンと打ち抜いたボールは、曲げた首の角度から上に跳ぶ。

　が、一難去ってまた一難。

「ぶッ！」「きゃあッ！」

　持もち堪こたえたと思ったら、何かが覆おおいかぶさってきた。押し倒され、強したたかに背中を打ちつけてしまう。受け身のつもりで顔を上げた。

「むうっ？」

　俺を待ち受けていたのは──いかんとも形容し難がたい感触だった。

　ふにょん。ぷにっ。むにゅ。たゆん。もにゅ。むにっ。ぷるん。ぽよよん。

　そのどれもが正しく、正しくないとも言える。

　自ら突っ込み、今では顔全体を圧迫してくる何かを、それ以上でもそれ以下でもなく伝えることが、俺にはできない。尋常ではなく柔らかい物体が、顔の輪郭に沿って形を変化させ、まんべんなく埋もれさせている。

　これは……布かな。それにしては圧倒的な質量。そして包容力。極めつけは確かな弾力。包み込むようでいて、そっと押し返しもする。生まれて初めての感触だ。

　バニラみたいな甘い匂いが充満している。その匂いが痛みを和らげているように思えた。

「痛た……くない？　なんかくすぐった────ぁ」

　謎の声と共に正体不明の物体が浮上し、息苦しさから逃れられた。閉じたままだった目も、恐る恐る開けてみる。

　──悠ゆう里りさんが覆いかぶさっていた。

　垂れさがった金色の髪がキラキラと輝き、大きく見開いた瞳は涙の膜で潤んでいた。唇がわなわなと震え、頼りなげに開閉を繰り返す。

　つまり、これは……その、あれか？　さっきまで俺の顔面を占領していたのは──。

「ッ！」

　悠里さんが素早く立ち上がった。首まで真っ赤に染めて、両腕で胸を隠している。

「……帰る」

「はい？」

「帰るッ──今日はもう帰る！」

　気の抜けた俺の返事に、胸を隠した悠ゆう里りさんが怒鳴り返す。

「〈死者の顔デスマスク〉のバーカ！　お腹なか壊せ！」

　低レベルな悪口を叩たたきつけ、彼女は出口に向かって全力疾走していった。

　体育館中が呆あつ気けに取られて『ぽかーん』としている。誰も彼もが見事に口を開けていた。

　俺も座り込んだままだった。ボールがどこにいったのか、探してみる気にもならない。まろやかな柔らかさの余韻で、顔が熱くなっている。

　いや……ちょっと、マズい。

　頭がクラクラしてきた。自分で言うのも言い訳臭いが、一応健全な男子高校生だ。グラビアモデルが水着になった写真を見ればドキッとするし、ドキッとしながらも胸元に目がいってしまったりもする。だからその……どう言えばいいのか……。

　──良い、経験でした。

「優ゆう一いちっ！　血──血が出てるよ！」

　俺の傍かたわらに膝をつき、コトハが焦った顔をしている。

「内ない藤とう君、ご無事ですかっ？」

　委員長まで駆けつけてきた。控え目にではあるが、確かに慌てふためいている。

「きっとボールがぶつかったことが原因です……申し訳ありません」

　鼻の下に何かを感じる。話の流れから推測できそうなものだったが、頭が働かない。

「触っちゃダメだよ！」

　コトハの制止を聞かずに手で拭うと、赤く染まっていた。鼻血が出ている。

「まず保健室行かないと！」

「いえ、その前にティッシュを……」

　二人は心配してくれている。ありがたいことだ。

　だが──幸せ体験をした直後に、ブルマ姿の美少女に接近されるのは困る！

「あっ！　今度は逆の鼻から血が……」と、委員長が顔を青くする。

　ダメだ……戦線離脱しなければ、全身の血液が鼻から噴き出す──確実にだッ！

　俺は手で鼻を押さえて立ち上がった。

「優一っ」「内藤君っ」

　ついてこようとする二人に首を振ってみせた。来なくていい。

「──そっとしておいてくれ」（鼻血ダラダラ）

　低い声で言い、俺は踵きびすを返した。努めて落ち着いて出口に向かう。

　後ろのほうで「悠里、一身上のおっぱいにより早退……青いねぇ」と先生が呟つぶやき、「内藤のおっぱい星人……」と中なか友ともが呟いた気がしたが、俺は何も言わなかった。

　鼻が詰まって喋しやべれなかったから否定しなかっただけであって、深い意味はない。

　ホントウニ、フカイイミハ、ナイ。



　出血後は、全ての授業を三十分は眠って過ごし、英語の授業で英語教諭（二十歳女性、テキサス出身）に眠っていた罰としてウェスタン・ラリアットをかまされた以外は特に変わったこともなく、いつも通りに終わった。ちなみに親おや川かわは中国四千年の歴史に叩たたきのめされ、本場のテキサス・クローバー・ホールドを受けてもリアクションが薄かった。それでも「ＯＨ……ＹＥＳっ」とか言って、親指を立ててたけど。

「あー……ほんじゃ、真まっ直すぐ帰れ。今日はティナ（英語教諭）と飲みに行くから、面倒なことで呼び出しとか勘弁なぁ。国家権力から連絡来ても、『そんな子はウチの子じゃありません』ってしらばっくれるよ。援護のいない取調室は辛つらいぞぉ？」

　放課後になっても担任の手抜きっぷりはいつも通りだった。しかし、深夜のコンビニに行くような恰好で歩き回るのは、二十代の女性としてどうなんだろう。

　マンガ雑誌を脇に抱えて、担任がダルそうに教室を出ていく頃には、すでに教室内はざわつき始めていた。部活に行くヤツは駆け出し、女子は寄り道の会議に花を咲かせ、コトハは俺のところにやってきた。

「鼻、もう大丈夫？」

「大丈夫だ。血は止まった」

「貧血にはレバーがいいよ」

「そこまで大量には出てないぞ？」

「けっこうな量だったよ？」

　荷物を持って、コトハと教室を出る。

　姫さまはすでに教室を出ている。クラスメイトに変な憶測をされないようにするのが目的だ。章しよう子こさんとの待ち合わせの場所も、近くのコインパーキングになっている。

「今日はジムにも来るのか？」

「ううん。蓬ほう子こちゃんと優ゆう一いちの仕事だから。私は章子姉とアイス食べてるよ」

「……食べすぎないようにな」

「大丈夫。お腹なか壊すのは優一でしょ？」

　悠ゆう里りさんに言われたからな……。

「あれ──どうかしたのかな？」

　廊下を進むと、何やらちょっとした人だかりができていた。好奇心をそそられたコトハに続き、中心を覗のぞき込こむ。

「どうしても今日でなければなりませんか？」

「そう」

　廊下のど真ん中で、二人の女子生徒が向かい合っていた。

　委員長と悠ゆう里りさん。知る人ぞ知るライバル同士。

　悠里さんが宣言通りに早退していなかったことに、安心した。

「試合の途中で授業が終わってしまったことは仕方ありません。すでに放課後です、体育館は部活動で使用されているでしょう」

「場所なら空けさせる。すぐ済むよ」

「そのように自分勝手な要望が聞き届けられるとは思えません」

「届かせる。今日、スッキリさせておきたいの」

　悠里さんの背後には、フワフワした髪の女の子が控えていた。尾お森もりさんだ。応援するように手を握って、悠里さんの背中を見つめている。

　隣にいたコトハが「……しまった」と呟つぶやいた。すぐさま動き、悠里さんと委員長の間に割って入る。ビシッと両手を広げて、

「ストップ！」

　それから、悠里さんにジトッとした目を向ける。

　悠里さんは居心地悪そうに目を細め、ペンダントを握りしめた。

　次にコトハの視線は尾森さんへと移動する。小柄な下級生は苦笑いで小首を傾かしげた。

　まるでアイコンタクトのようにも感じる流れだった。

「とりあえず！　二人とも落ち着いてっ」

　コトハが手を叩たたき、しかつめらしい顔をして委員長と悠里さんと尾森さんと俺を見る──いや、俺は関係ないだろ。──しかし間を置いて、もう一度見てくる。念押し？

「コトハたんに無邪気に責められてぇ……」「姫さまに踏んで欲しい……」「夏か来こさまに噛かみつかれたい……」「あのロリは化けるぜ……女王さまの素質がある」などと野や次じ馬うまが、どうか口に出さずにしまっておいてほしい願望を漏らし出す。今年の二年は変態が多い。

　腕を組んでいたコトハが、親指で自分を指した。

「この勝負、私が預かるよ！」

　さーて、ツッコむか。

　傍観者を決め込むつもりだったが、相棒がよく分からん使命感に燃えているからには、抑制しなければ。

「コトハ。帰るぞ」

「ちょっと待ってよ、優ゆう一いち！　決着がつくまでは、私が審判だからっ」

「どうせまた、思いのほかやることない、って飽きるだろ」

「お願い！　今度はちゃんとやるから──ちゃんと最後まで審判するからーっ！」

　捨て犬を拾ってきた小学生みたいな言い分だった。

「コトハッ──が、審判でいいよ」

　意外にも、悠ゆう里りさんはあっさりとコトハの介入を認めた。くすぐり攻撃を思い出したのかもしれない。しかし、名前を呼ぶ声が大きくてびっくりした。

「蓬ほう子こちゃんも、いい？」

「私は……」と、委員長は言葉を濁らせた。

　彼女からすれば、別に勝負を受ける必要はない。断れない理由があれば別だが……。

「それより──〈死者の顔デスマスク〉。アンタ、なんで出てきてんの？」

　コトハが出てきても不満を言わなかった悠里さんが、しゃしゃり出てきた俺に険けん呑のんな目を向けた。犬歯を光らせ、苛いら立だたしそうな顔で詰め寄ってくる。

　俺は頭を下げた。ケジメはつけないと、彼女に失礼だ。

「先ほどは、大変失礼をしてしまって申し訳ありませんでした」

「ヘンタイは引っ込んでて」

　ド直球に良心を抉えぐられた……。

「突然、何をおっしゃるのですかッ！」

　委員長が悠里さんを詰問する。

「悠里さん、私はあなたを追及します！　謝罪した相手を罵倒するなど、以もつての外です！　訂正してください」

「しない。この冷血死人面は……女の敵」

　目元をピンクに染めて悠里さんは腕で胸元を隠した。

「先ほどの接触は……事故です。私が悠里さんのボールをカットしたことが原因ですから」

　委員長も声を潜めた。顔色は悠里さんと同じ。

　そして、俺は眉一つ動かさない。周囲のヒソヒソ話がそう言っていた。

「違う。コイツは事故に見せかけて、いつもこういうことをしてるの。偶然みたいなフリして、ヘンタイなことをしてるんだよ」

「それは言いがかりというものです。彼は紛まぎれもなく被害者です。それにも拘かかわらず、悠里さんのお気持ちを察して謝られたのです。どこにふしだらな意図が見えますか」

「顔がいやらしい」

「内ない藤とう君はポーカーフェイスです。いやらしくなどありません」

　悠里さんは顔をグイッと委員長に近付けて、

「とにかく絶対、取り消さないッ。コイツはヘンタイで女の敵！」

　負けじと委員長も迎え打って、

「何がなんでも、取り消しなさいッ。内藤君はいやらしくない誠実な方です！」

　えっと……この展開は、俺のせいなんだろうか。女の子の争いの火種になるとは、想像だにしていなかった。

　バチバチと火花を散らしていた二人は、ほぼ同時に胸を反らす。悠里さんは腰に手を当て、委員長は腕を組む。

「取り消して欲しかったら、一対一で勝負。姫さまが勝ったら取り消してもいい」

「分かりました。お引き受けしましょう」

　即答だった。

「あ……委員長。俺のことなら別に──」

「内ない藤とう君が気にならなくても、私は我慢がなりません──クラス委員として」

「だからって、何も──」

「クラス委員として、クラスの方の名誉は守らなければいけません。クラス委員として」

「……分かりました」

　クラス委員をゴリ押しされた上に、意見も聞いてもらえなかった……。

　二人の間にコトハが割って入ってきた。

「決定だねっ！　試合の方法はなんにする？」

「──水泳はどうですか？」

　いきなり聞こえてきたアニメ声に、視線が集まる。

　今の今まで沈黙を守っていた尾お森もりさんが、名案を思い付いたように手を合わせていた。

　なんで水泳？　──俺を含む全員が、そう思ったことだろう。

「尾森さん、どうして水泳を推薦されるのですか？」

　軽く手を上げて、委員長が至極もっともな質問をする。

「お姉ちゃんと小こ日向ひなたせんぱいは、何度も勝負してるんですよね？　一通りの球技や陸上競技はやり尽くした、ってせんぱいから聞きました。それなら、いっそ新しい種目で勝負をするのもいいんじゃないでしょうか？」

　気分転換ですよぅ、と、森で動物達たちと戯れているかのような笑顔をする尾森さん。

「水泳でしたらルールの知識でも平等ですし、清せい納な高校には水泳の授業がありません。勝負する機会はとても少ないです。お姉ちゃんの水着姿も久しぶりに見たいですから」

「歌うたッ！」

「ごめんなさぁいっ」

　悠ゆう里りさんが吠ほえ、尾森さんは口元を隠して片目を瞑つぶった。目にゴミでも入ったのか？

「いい案だね！」

　勢い込んでコトハが同意した。うがった見解をすれば、今のウィンク（？）を受けて応じたようにも見える。偶然、タイミングが合っていただけだろう。

「プールだったら──誰かにぶつかることもないし」

　ここでコトハ（ジト目）と委員長（鋭い視線）と悠里さん（敵意むき出しの眼力）という三者三様の責め方で見られた。

「えっと……委員長は、いいのか？」

「構いません。たとえどのような競技でも、私は役目を果たすのみです」

　迷いなく答えてから、彼女は勝利の為ために動いた。

「私は週末まで私用があります。勝負は三日後、というのは如何いかがでしょうか？」

　三日後といえば、〈念動力テレキネシス〉の訓練が終わった翌日だ。

「それでいいよ」と、悠ゆう里りさんが即答する。

　両者の同意を確認して、審判は大きく頷うなずいた。

「それじゃ、三日後の土曜日。蓬ほう子こちゃんと夏か来こちゃん、一対一の勝負ね。審判は私、木こ枕まくらコトハ。夏来ちゃんのセコンドは歌うたちゃん。蓬子ちゃんのセコンドは──」

　また三人の視線が集まる。今回は尾お森もりさん（ふくれっ面）も追加されている。

「優ゆう一いち」「内ない藤とう君」「〈死者の顔デスマスク〉」「デスせんぱい」

　君達たち、リハーサルでもしたの？










第五章





「──三日後よ」

　もはやおなじみとなったスポーツジムの待ち合いスペースだ。

　俺達三人を整列させてから、章しよう子こさんは指を三本立てた。

「土曜日の夜、仕事があるわ。今回は〈朧おぼろかぐや〉を中心としたチーム構成で仕事に当たってもらうわね。特訓の成果を見るって意味で、丁度いいでしょ？」

　モデル顔負けの立ち姿を見せる章子さんに、まずコトハが訊たずねた。

「それって、いつもみたいに大きなおじさん達が護衛してくれるの？」

　受付に立っている黒服さん達のことだ。今までも仕事のときには数名、不測の事態に備えてついてきてくれていた。物々しい外見だから、守られているときには安心感がある。

「残念。三人と私……プラス二人よ。しかも、そ・の・二・人・は・超・能・力・者・」

　ウエーブのかかった髪をかき上げ、上司は妖艶な魔女のように目を細めた。

「不ぶ躾しつけな質問ですが、どのような能力ちからをお持ちなのですか？」

　委員長の質問に、章子さんは「お楽しみよ」と片目を瞑つぶった。

「仕事の目的は簡単なものよ。羽ウ島チに潜り込んでた産業スパイからの情報奪だつ還かん。情報部に連絡が入ってから、私とコトハのチームで一度予知してみたけど、間違いないわ。土曜日までに、チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉には大まかな流れを把握してもらう。──大丈夫？」

　俺はコトハに視線で訊たずねた。彼女は俺を見上げ、しっかりと頷うなずく。

「コトハが大丈夫なら……なんとかします」

「グッド。──蓬ほう子こちゃんは大丈夫？」

「問題ありません」

　声を硬くする委員長を見て、章しよう子こさんは緩やかに指を振った。

「硬くなったらダメ。蓬子ちゃんだけのお仕事じゃないんだから、もっとリラックスして？」

「ですが、私が重要な役目を任されていることには変わりありません。精一杯、お務めを果たさせていただきます」

　あくまでも模範的な解答をする委員長からは、章子さんの百分の一も奔放さが見られなかった。

「……まだまだね」

「何がでしょうか？」

「こっちの話よ、蓬子ちゃん。──それじゃ、訓練頑張ってね。──行くわよ、コトハ」

　コトハを伴って章子さんはロビーを去っていく。その後ろ姿が、どことなく肩をすくめているように、俺には見えた。



「本日もよろしくお願いします」

　責任感に満ち満ちた目つきで、委員長（白スク水）は深く頭を垂れた。すでにウサギの『アームストロングさん』は操作状態にある。委員長と同じ動きで、こちらもヤル気だ。

「あと三回ある。〈念動力テレキネシス〉も泳ぎも着実に進めていこう」

「はいっ」

　準備体操とシャワーを終え、プールに入る。

　彼女は、縁に腰掛け両足を浸した。身を縮めて、「よいしょ」と入にゆう水すい。スクール水着と直前に発せられた「よいしょ」のコンボ。

　うん。ア・リ・だな──って、どうした俺ッ？

　自分に戦せん慄りつしつつも、おくびにも出さずにコーチを開始した。まずは潜水、次にバタ足とおさらいをしてから、新しい内容に移る。

「次は、実際に進んでみよう。手を引くから、バタ足してみてくれ」

「分かりました」

　俺が差し出した上に、委員長はしずしずと手を重ねた。彼女の手はひんやりしていたが、水の中では温かかった。それから、すらりとした脚を伸ばす。

「……言われた通りに、できていますか？」

　身体を浮かべて訊たずねてくる。力みは見受けられない。すっかり浮力に身を委ねている。

「大丈夫だ。──いつでもいいぞ」

　バタ足を始める委員長。足はしっかりと水を蹴り、推進を得る動きをしていた。

「上う手まいな」

「ありがとうございます。昨日、帰宅してから練習した甲か斐いがありました。──お風呂に潜ったり、お布団でフォームの練習を……」

　恥ずかしくなったのか、中途半端に言葉を切って、彼女は顔を水に浸けた。

　あの委員長が布団でバタ足をしてたのか。想像してみると……何な故ぜか想像の中の姫さまは姉さんの部屋にいて、姉さん愛用のパジャマを着ていた。『女の子の部屋・寝巻き』のサンプル画像がそれしかなかったからだろう。悲しむべき想像力の欠如だ。

　プールサイドの上空に視線を向ければ、シマシマ水着のウサギが並走（でいいのか？）している。動きの安定から、委員長の精神状態も落ちついていることが把握できた。

「このまま往復してみよう。ゆう君も、操作したままで」

　返事がない。姫さまは顔の下半分を水に浸し、切れ長の瞳で見上げていた。

「どうかしたか？」

　彼女は顔の周りにあぶくを立て、なんでもありませんとばかりに首を横に振った。

　何か失礼なこと言ったか──このまま往復してみよう。ゆう君も、操作したままで。

　どこだ？



　キッチリ五往復。二百五十メートルという結構な距離を泳いでから、俺達たちは一息入れることにした。水から上がるのも一苦労なのか、委員長はプール際でへたり込んでいる。

　休憩時恒例、コーチからの労ねぎらいとして休憩時の必須品二品を生徒に渡す。

「あ……ご迷惑を、おかけします」

　声に元気のない委員長は、ドリンクを飲むと美お味いしそうに息をつく。倦けん怠たい感かんの入った微笑ほほえみに、不思議な色っぽさを覚えた。

「どうしました……？」

　気だるくスイムキャップを脱ぎ、トロンとした目で見つめてくる。見つめ返すと今までは三秒でそっぽを向かれたのに、今は五秒以上見てきた上に小首まで傾かしげていた。

　クールな美人が、ぽーっとしている。それだけなのに、見み惚ほれてしまった。

　鉄壁の女の子が隙を見せると、ここまで破壊力があるのか……。

　俺は「別に」と誤ご魔ま化かし、ペットボトルをくわえた。

「えっと……ゆっくり休もう」

「はい。お気遣い、ありがとうございます」

　単純な運動量。不得手な水泳。超能力の併用。それだけでも大変な疲労だが、今は放課後。一日分の疲れも溜たまっている。今日は体育もあったし、ここに来る直前には──。

　そうだ。言っておかなければならないことがあった。

「ありがとう」

「な、何がでしょうか？」

「悠ゆう里りさんと勝負する理由だ。……また、迷惑をかけて悪い」

　委員長はうっすらと頬ほおを上気させた。

「とんでもありませんっ。よく考えてみれば、出過ぎてしまったかも知れませんし……。それに、きっと悠里さんは口実が欲しかっただけでしょうから」

「そうかな……」

　委員長は濡ぬれてしまわないようにタオルでウサギを巻き、膝の上に置いた。

　誰でも自分に恥をかかせた人間を快くは思わない。それが異性なら特に、だろう。

「私は、悠里さんに嫌われてしまっているようです。それも、幾度となく勝負を申し込まれるほどに」

「そんなに、色々勝負したのか」

「はい。一年生のときには、体育の授業は別だったのですけれど。球技大会でご一緒したのを皮切りに……体育の授業が終わった休み時間には、よくいらっしゃっていました」

　だとすれば大した執念だ。移動も考えれば、ほんの僅わずかな時間なのに。

「それに……私も時折、体育を終えた悠里さんと試合をしたこともあります」

「意外だな。委員長は勝負事に執着しないと思ってた」

「いけませんか？　私にだって、悔しいときくらい……あります」

「……すいません」

　拗すねられた……。

「悠里さんも不思議な方です。勝敗に拘かかわらず、何度でも勝負を申しこまれるのです。おかげで癖や傾向も、分かってしまいました」

「どんなのがあるんだ？」

　ええと、と彼女は唇に触れた。

「悠里さんは暑がりです。気温が高い日に、屋外で勝負をすると身が入っていません。それと、試合を始める前には必ず右の手首を回します」

　このように、と手首を回してみせる。

「他には、あのアクセサリー。体育のときにも肌身離さず持っておられます。よく握りしめたり、眺めたりされていますし……大切にされているのが分かります」

　思い出を語る彼女は、ウサギの耳を指に巻きつけたり、解いたり、また巻いたり。電話で言うなら、らせん状のコードで手持ち無沙汰を紛らわしている、といったところか。

　……というか、だ。傍から聞いてる分には、

「仲、いいな」

　目をしばたたかせて、委員長は動きを止めた。

「休み時間にまで会いに行くなんて、よっぽどのことだ。委員長が悠ゆう里りさんの癖を覚えてるんだから、悠里さんもそうだと思う。よく見てないと、出来ないことだ」

「わ、私は……その、なんと、申しましょうか」

　言葉を詰まらせて、目を伏せる彼女。

「全力で挑んでくださっているのが分かります、から、同じくらいにキチンとした態度でお受けしなければ、失礼ですので、私に──私のような、堅苦しい人間に時間を割いて下さって頂いて、その……嬉うれしい、と言いますか……」

　恥ずかしそうに言って、露出した肩まで桜色にさせる。

「悠里さんも……きっと、そうだと思う」

「そうでしょうか……」

　疑問を投げかけるような目の彼女は、『アームストロングさん』の顔を押しつぶしている。ぎゅうう、と擬音が聞こえてきそうだ。

「昨日の昼休み、悠里さんと委員長の近くにいたけど……そんなに怖くなかった。睨にらみあってるのに不思議だった」

　水と油。相あい容いれない性格。近付いたら一触即発。

　でも……なんとなく、二人が睨みあっている構図はしっくりきた。心の底からいがみ合っていないのが滲にじみ出ていた。安心感みたいなものがあって、二人が無意識の内にそれを共有していたように思える。

「それに……バスケの試合をしているときの悠里さんは、本当に楽しそうだったぞ」

　委員長は半信半疑の様子で、へこんだウサギの顔を戻した。

「でしたら、どうして目の敵にされるのでしょう？」

「そうだな……。不器用なんじゃないか？」

「不器用？」

「ちょっと話は外れるけど……子どもは、好きな子にイジワルするって、聞いたことないか？　それに似てるかもしれない」

「悠里さんは……年齢的に子どもではありませんよ」

　──仕方ない。もう一押し、身を削るか。

「委員長。実は…………俺、早口言葉が苦手なんだ」

「早口言葉、ですか？」

　俺はドリンクで喉を潤してから、

「生麦ナマステ生ナマコ……」

　──思わず両手で顔を覆おおった。

　これは酷ひどい。生卵が生ナマコというのは（百歩譲って）まだしも、生米がナマステ？　しばらくやっていなかっただけで、ここまで悪化してるとは……。

「こんな感じで……器用・不器用に歳は関係ない、と思う」

　あまりの恥ずかしさで顔見せできない。

「………………ぷっ」

　隣から妙な音が聞こえた。指の隙間からこっそりと窺うかがう。

　委員長が口を押さえて、丸めた背中を断続的にひくつかせていた。

　笑ってる？

　コホン、と咳せき払ばらいをして、落ち着き払った顔で背筋を正した。

　が。

　がっつりツボに入ってしまったようで、再び顔をそむけてひきつけを再開。耳を澄まさなくても、喉の辺りで鳴っている忍び笑いが聞こえてきた。

「し、失礼しま、した……」

　タオルで涙を拭い、息も絶え絶えなまま、彼女は微笑ほほえんだ形の唇を動かした。

「つい、おかしくて……」

　言葉に詰まった。

　去年から今のいままで、俺は委員長が笑ったときを数えるほどしか見たことがない。それも一歩引いたような──愛想笑い、とまではいかないにしても距離があった。実際、俺と彼女は物理的な距離と心的な距離があって注意されてばかりだったけど。

　こんなに……無防備な笑顔もできるのか。普段の冷たい堅さが嘘うそみたいだ。

「楽しんでもらえて、よかった」

「はい。……年齢の積み重ねが器用になることの絶対条件でないことも分かりました」

　やんわりと微笑んだ彼女は、ふと、どこか思うところがあるような目をした。

「それに……私も器用なほうではないことを、忘れていました」

　自分の気持ちを言葉にするのに、彼女は少しの時間を必要とした。

「もしも、なのですが……」

「ん？」

「もしも、悠ゆう里りさんが……私と親密になりたいと感じてくださっているのなら──」

　彼女は視線を胸元に落とした。そこにあるゼッケンには、小学生のような文字で『二ねん七くみ・ほうこ』と書かれている。書体はなんであれ、彼女の名前が。



　休憩をはさんでから、また同じように五往復して合計五百メートルを委員長は泳いだ。肝心の〈念動力テレキネシス〉は並走及びラジオ体操第一をやり遂げるまでに成長した。姫さまの上達も見事なものだが、ラジオがかかっていないのにラジオ体操の振り付けを覚えていた彼女の記憶力も大したものだ。俺はうろ覚えで役に立たなかった。

「おかげさまで、コツを掴つかんできました」

　最後の二十五メートルを泳ぎ切った直後に、彼女は言った。疲れよりも能力ちからの利用方法を掴めた喜びのほうが勝ったのか、やり遂げた表情をしている。

「ああ。息継ぎのタイミングも出来てきてるから、明日はクロールに挑戦しよう」

「はい。──ですが、よいのでしょうか？　訓練だというのに、個人的なことに時間を割いてしまって……」

「問題ない。訓練の内容は一任されてる。次の段階に進むために、クロールができるようにならなくちゃいけない──ってことで」

　彼女は澄ました顔でプールサイドに両手をつく。

「コーチがそうおっしゃるのなら、仕方ありませんね────ふふっ」

　最終的には悪戯いたずらっぽく笑ってしまいながら、水から上がった。

　不意に、誰かが歩いてくる音が聞こえてきた。その足音だけで、誰が来たのか分かる。

「優ゆう一いち、蓬ほう子こちゃん！　お疲れ様～！　アイスの差し入れだよ！」

　制服で素足のコトハが、アイスショップのクーラーボックスを下げてやってきた。

　俺達たちが礼を言うと、

「うんっ！　────あれ……？」

　コトハがニコニコ笑顔から一転、怪け訝げんそうな顔をした。

「なんか……変」

「何が？」

「それはッ──上手に言えないけど」

　顔をほんのりと赤らめて、コトハは俺の顔を引っ張った。

「え……なんれ（なんで）？」

「だから、よく分かんないの！」

　人のほっぺたをグイグイやりながら、口を尖とがらせる。

「よく分かんないけど……やらなくちゃいけない気分なの！」

　それなら、俺が分かるはずもない。

「ふきにひろ（好きにしろ）」

「好きにするっ」

　そんな風にグイグイやられる中、委員長を見た。

　彼女はいつも教室で見る顔をしていた。運動をしたから、少し顔が赤くなっていたけど。



「──誰たが為ためにドアは開あく？」

　変化を終えたコトハの額に残った汗を、俺はハンカチで拭った。

「こんばんは。相棒」

「こんばんは……ぁ、相棒。章しよう子こさんも、こんばんは」

「アラ、章子姉はオマケ？　傷ついちゃうわ～」

　運転席のハンドルにアゴを乗せて、章子さんは不ふ貞て腐くされた。

「あっ……ごめんなさい。そういうわけじゃないの」

「冗談よ。……慌てちゃって、可愛かわいいんだから」

　──訓練後。委員長を自宅に送って、俺達たちはとある喫茶店の前にいた。コトハの変化を人前ではできないので、車から降りてはいない。

「出発する前に確認ね。そこが取り引き現場の予定場所。当日、優・一・君・が・こ・こ・に・張・り・込・む・と・仮・定・し・た・未・来・の・場・合・──対象は何時頃来店する？」

　俺のひざまくらで横になったコトハ（赤）は、瞳を閉じたままで顔を動かす。探し物をするような動きだ。

「……大体、夜の八時頃です。席は通り側だけど、外から見えません。相手は──」

　相棒の予言を、章子さんはＩＣレコーダーに録音した。

「グッド。──それじゃ、ターゲットの足取りを逆算しましょう。優・一・君・が・こ・の・店・の・半・径・五・十・メ・ー・ト・ル・の・ど・こ・か・で・張・り・込・ん・で・い・た・場・合・、ターゲットを目撃するのはどの道？　それと、何か印象に残る出来事があったら教えてね」

　今している予知が、事前の予知だ。

　仕事の当日とは時間が離れていても、現場に近い場所で予知をすれば的中率が上がるという特性。それを利用している。簡単に言えば下調べ、というところか。

　どうしても車での移動が多くなるので、こういう場合は章子さんが質問をすることが多い。名実ともに俺はただの枕になってしまう。ひざまくらをして、窓の外を眺めながら──晩ごはんはなんだろうな。悪戯いたずら心満載のメニューでなければいいけど、とか考えている。

　三十分ほどかけて、今・の・と・こ・ろ・の・ターゲットと取り引き相手の足取りを掴つかんだ。

「これで、取り引き直前の一番浮かれている時に……鼻っ柱を叩き折れるわ～。フフッ、報酬の皮算用をしている有頂天から奈落の底にまっ逆さま。イケナイ事したんだから、これくらいの罰はなくっちゃね？」

　録音を終えたレコーダーをバッグに入れ、章子さんは車を発進させた。フロントガラスに鮮やかな紅唇が浮かび上がる。

「ま、それよりも……問題は蓬ほう子こちゃんのことかしら」

　通りにはライトが引っ切り無しに流れていて、道沿いには様々な店のネオンが光っている。段々と二十四時間営業の店が見立ち始める時間帯だった。

「委員長の特訓なら、順調に進んでますよ」

「そうなのよね～」

　章しよう子こさんはあっさりと認めた。

「でもね、章子さんとしては……蓬ほう子こちゃんに理解してもらいたいことがあったりするのよ」

「そんな話、聞いてないですよ？」

　上司が黙っていた思惑に、俺は眉を寄せた。

「アラ、優ゆう一いち君。今の顔、ちょっとカッコいいわよ。〈死者の顔デスマスク〉も改善してきたのかしら」

「……はぐらかさないでください」

　と言いながらも、ついつい追求する気持ちが削がれてしまうのは、俺がお世辞に慣れていないからだろう。

　すると、相棒に名前を呼ばれた。

「章子さんの考えてることは、特訓が終わったら分かるの。心配しないで」

「アラ、ホント？」と、章子さん。

「コトハが言うならいい結果を期待してもいいかしら。楽しみね～」

　俺の質問は完全にはぐらかされてしまった。

　しばらくしてから、章子さんは車を止めた。近くには小さな川が流れていて、その川沿いに遊歩道が設けられている。

「さて、お仕事は終わったけど……コトハはまだ時間あるの？」

「……ちょっとだけ。コトハ、今日はお・ね・む・みたい」

　そう言って、コトハ（赤）は俺のほうを見た。俺がいるから──とでも言ってくれるかと思ったら、ただはにかんでいるだけだった。言ってくれないと確証がない。確証がないので自意識過剰の妄想だが……もし、俺がいるから睡眠時間が延びているのなら、嬉うれしい。

　章子さんは助手席のクーラーボックスからカップアイスを取り出した。

「それじゃ──アイス、食べる？」

「でも、私……身体が動かせないです」

　コトハ（赤）が悲しげに言うと、アイスを持った手をゆらゆらと動かす。

「優一君に食べさせてもらえばいいじゃない？」

「俺がですかっ？」

　慌てた俺の目の前では、上司が愉悦的な笑みを浮かべていた。

「こういうときの為ために、この車には折り畳み式の車イスがあるわ。章子姉は邪魔しないから、二人で散歩しながら『あ～ん』しちゃいなさい。……そうそう、カメラもあるんだから記念撮影でもすれば？」

　そんなあっさり言われても……。

「コトハもアイス、食べたいわよね？」

　相棒は、髪と同じように顔を赤くしてモジモジと指先を突き合わせていた。口が微かすかに開き、閉じる。それの繰り返しだ。

「……食べたいのか？」

　彼女は逡巡するような間を取ってから、かすかにアゴを引いた。



　初夏の匂いがする。周りにはビルがあり、この川沿いくらいにしか緑が見えないのに、そう感じる。木を見て風を感じただけなのに。俺の感覚器官もいい加減なものだ。

　石畳の足もとを見れば──茶色く萎しぼんだ桜の花びらが、縮れたティッシュの残骸みたいになって平石の隙間に落ちている。すると、遊歩道の端にある木々は桜の木なのだろう。

「花見には……ちょっと時季が遅かったな」

「……うん」

　黒い車イスに座ったコトハ（赤）は、穏やかに川かわ面もを見つめている。街灯の丸い光が等間隔に映り、水流が不規則に光を乱す。夜に慣れた目で見れば、少しの乱反射でも眩まぶしい。

　この辺りでいいかと、手頃な場所にあったベンチの横に車イスを止める。俺はベンチに座りクーラーボックスとデジカメを横に置いた。

「……寒くない？」

　そう言って、彼女は膝掛けにしてある俺のブレザーを掴つかんだ。

「大丈夫だ」

　生脚のほうが寒いだろ──とまで言うと変態っぽいので、口を噤つぐんでおく。

　ボックスからカップを取り出し、フタを取る。カップアイスの宿命で、フタの裏にはアイスの上部分がついていた。

　この……フタについている方を先に舐なめたくなるのはどうしてだろう？

「フタがどうかしたの？」

「なんでもない。──口、開けてくれるか？」

　貧乏くさい疑問は捨て置いて、俺はバニラアイスをすくった。

　すると、彼女は頬ほおを膨らませて口を曲げる。

「……『あ～ん』なの。開けてくれるか、じゃないの」

　ハードル高っ。

「え、あ、その、あ～────いや、ちょっと待って」

　やりかけて、一旦引っ込めた。コトハ（赤）の小さな口が空気をパクッ。かくいう俺は心臓がバクバクいっていた。緊張して手が震える。

「それは……難しい」

「アイスが溶けちゃう……」

「前にコトハにしたときも──いや、もう一人のほうな──俺は、何も言ってない。無言だ。ついでに言えば、顔も変わってな──」

「アイスが溶けちゃう……」

「…………分かりました」

　なんかもう折れるしかなかった。

　たとえるなら、欲しいものがあるとき。親の手を引いてショーケースまで連れていくのがコトハ（通常時）。コトハ（赤）は親の服を引っ張って、近づかずにショーケースをじ～っ、と見ているタイプだ。たとえの中で、更に子どものたとえになって面倒だが。

　妹を通り越して子どもになってしまったので、逆に羞恥心の猛攻が緩んだ。心を落ち着けて、再挑戦。

「──はい。あ～ん……」

「……あ～ん」

　白い小さな塊が、ぷるんとした桃色の唇に隠される。スプーンを抜くタイミングが難しかったが、「ん」と言って合図してくれたので助かった。

　味を訊きくと、彼女は頷うなずいた。そのままアイスを口の中で溶かし、再び口を開く。

　……一回も二回も同じだ。

　俺はそう自分に言い聞かせて──それと知れないように半ばヤケになって──すくったアイスを突入させた。もちろん「あ～ん」つきで。

「アイス食べるの……久しぶり」

　幸せそうなコトハ（赤）。アイスと同じでとろけている。

「いつも食べてるんじゃないのか？」

「コトハが食べたものを、私は感じることはできるの。でも、こうして食べるほうが──自分で食べるほうが──ずっと美お味いしい……」

「二人が同じ情報を持ってるのが……どの程度なのか、まだ分からないな」

「私は眠っている時間が長いから、自分の意識を保つことに慣れてるの。寝ていても、ちゃんと分かる。漠然としていても、分かるの。そんなあやふやな感覚が、私の感覚。私が感じることは……全部、コトハからのお下がりなの」

　静かだった。せせらぎの音が聞こえて、街の喧けん騒そうは遠くのことのように聞こえてくる。遊歩道の両側には集合住宅があって、黒く塗りつぶされた枝葉の向こうには家々の明かりが、四角い形で溢あふれている。

「……夢、みたいだな」

　俺はもう一度アイスを食べさせて、

「もう一人のコトハも、そんなこと言ってた。君がこっちに来てるときや、予知をするときは、夢みたいだ──って。それに似てるな。君の場合は、それが少しはっきりしてる」

　彼女はアイスを飲み込んで、遠い目をした。目を閉じているので、そんな顔をしている──といったほうが正しいか。思いを馳はせている。

「私はコトハの夢の存在。コトハは私の夢の存在。どっちも……おかしい存在なの。生命には肉体と魂がそれぞれ一つずつ。私達たちは、肉体が一つで魂が二つ。計算が合わないの。どちらかがあ・ぶ・れ・る・。どちらかが確実に不・確・か・なの」

　頭上の葉が触れ合い、風を肌に感じた。街灯も電球の換え時らしく、軽度の明滅で俺達の影に変化を加える。いらない演出だと思った。はっきりしない。

「人は目に見えないものや明確じゃないものに冷たいの。オカルトも、魂も、そう。根拠がないから。信用に足らないから、踏みこんでこない。それが、当・た・り・前・の考えなの」

「だから……わけが分からない超能力者は、受け入れられない。そういうことか」

　委員長の話を思い出した。助けられた子ども達も、本当に委員長を恐れたのだろう。

　命を救ってくれたとしても、理解の範はん疇ちゆうを超えるもの。それを目の前にした彼らが、恐怖心を抑えられなくなったというのは無理のないことなのかもしれない。

　俺だって、その場にいて同じ年齢だったなら、委員長をどうしていたか分からない。

　いや……きっと、傷つけていた。

　追い詰められれば、大事な人ですら裏切る。それが俺の根幹。

　そんな人間が綺き麗れいな空論を可能性の視野に入れることこそが思い上がりだ。彼女達の近くにいるからといって、つけ上がった選民意識を持ってはいけない。

「優ゆう一いちは変なの」

　しかしコトハ（赤）が、ポツリと言った。

「わけが分からなくても、素性が知れなくても、相手の本心がどうであっても……優一は助けてくれる。信じてくれて、裏切らないでいてくれる。それは、変なことなの」

「…………」

「わけの分からない私の傍にいてくれて、手を握ってくれる。それは普通じゃないの。自分達でもよく分かってない状況なのに……」

「別に変じゃない。やりたいようにやってるだけだ」

　俺はアイスをすくい、食べるかどうかジェスチャーだけで訊きいてみた。口を開けた。食べるらしい。なんだかもう、赤ん坊に離乳食を食べさせてる気分だ。

「もし、俺が異常だとしても……コトハ達を裏切るつもりはない。コトハが普通に眠れるようになるまでは、意地でも傍にいる」

「……眠れるようになったら、優一は傍にいてくれないの？」

「そんな先のことは、君にしか分からないだろ？」

　俺はアイスをベンチに置いた。

「とりあえず……写真、撮っておくか？　一枚でも撮っておかないと、言ってくれた章しよう子こさんに虐いじめられそうだ」

　カメラに手を伸ばし、起動させる。えっと、夜間撮影にはどうすればいいのか……。

「優ゆう一いち」

「ん？」

「……今、私もコトハも怒ってるの」

　びっくりしてシャッターボタンを押してしまった。フラッシュが足元を照らし、石畳と俺の履き古したローファーのつま先が画面に映る。

「だから、写真はダメ。笑えないの」

　コトハはぷいと顔を背けていて、頬ほおの辺りが曲線を描いていた。間違いなく拗すねている。

「何か……マズいこと、言ったか？」

「もうすぐコトハが起きるから、コトハに任せるの」

「こういうときだけは伝わるんだな……」

「優一の事だから。優一がダメなことを言ったら、私達たちは怒るの」

「ダメなこと、って……」

　言いよどんでいると、彼女の肩が痙けい攣れんするように跳ねた。そろそろ時間のようだ。

　すると、彼女は「言い忘れてたの」とこちらを向いた。

「……私、蓬ほう子こちゃんのことをちょっとだけ、予知みてみたの。コトハも優一も蓬子ちゃんの力になろうとしてるから、私も手伝いたかったの。……ズルかった？」

　不機嫌な顔から一転して、彼女はこちらの顔色を窺うかがうような顔つきになった。

「そんなことない。ありがとう。──どんな未来が見えたんだ？」

　安心して、表情を和らげたコトハ（赤）。

「優一は止・め・な・い・で・。しっかり話を聞いて、手助けしてあげて。私達に必要なのは、そういう人なの。何があっても、心の奥で私達を安心させてくれる人なの」

「……私達？」

「うん。私もコトハも蓬子ちゃんも、それに──」

　彼女は全身を跳ねさせた。座ったまま跳び上がったような動きに、こっちもつられて腰を浮かす。そろそろ時間が押し迫っているようだ。

「それに──なんだ？」

「まだ、ナイショ」

　楽しい秘密を持っている者特有の、思わせぶりな風情でコトハ（赤）ははぐらかす。大人の色気というオブラートで隠しごとを包みこむ章子さんとは違い、子どもが秘密基地に行くのを親に誤ご魔ま化かすような感じだ。

　俺のほうがよっぽど子どもなはずなのに……こういう態度を取られると、どっちが幼いのか分からなくなる。

「優一。魂はみんな迷子なの。どうすればいいのか悩んで、あがいて、立ち止まったりしてる。それは、何度生まれ変わりを繰り返しても変わらない。だから……仲間が必要なの」

「魂の仲間……〈ソウルメイト〉か」

「うん。道に迷っても、不安にならないように。助けたり助けられたりして、困難を乗り越えられるように。時々は怒ったり悲しまされたり、嫌な気分になることもある。こっちだって、嫌な気分にさせることもある。それでも──一人は悲しくて不安なの」

　分かる。旅行と言えば置いてけぼりの記憶が一番色濃く残っている俺ですら、意識の根底で「皆が近くにいるはずだ」と安心していた。再会したときには心の底から安あん堵どする。たとえ俺を放置した張本人であっても、見知った相手であるからこそ感情が生まれる。知らない相手には、社交辞令のよそよそしい面しか見せられない。俺の場合は外面の一つもできないけど。

　案外……俺が無表情になったのも、悪戯いたずらの恐怖からだけではなく、悪戯から解放されたときの安心感が一端を担っているのかもしれない。天国と地獄を猛スピードで行ったり来たりしていたら、地獄の門の辺りで躓つまずいてしまったと言えばいいのか。表情の暗さから言っても妥当な位置だろう。一切の希望を捨てる代わりに、一切の表情を捨てたわけだし。

「でもね？　仲間がいても、どう接すればいいか分からない魂ひともいる。頼るにはどうしたらいいのか、どこまで身を委ねればいいのか。どんな距離から手を伸ばして、どれくらいの力で手を握ればいいのか。そんな小さなことで、迷子になっちゃうの」

　コトハ（赤）の震えが激しくなっていく。それでも、彼女は伝えきろうとしている。仕事の予言ではなく、自分自身の言葉を。俺は彼女を制止することなく耳を傾けて、額に浮いた汗をハンカチで拭った。

「優ゆう一いちは、誰よりも何よりも優しい。迷子の話をしっかり聞いて、それから全部を受け入れてくれる。それができることを、私は知ってるの。私は優一に出会えて安心したから、この安心を皆に分けてあげたいの」

「俺は優しくなんかない。臆病でみっともない、ただのガキだ」

　だけど、と俺は繋つないだ。相棒から教わった、大事なことを言いたかった。

「全てはきっと無駄じゃないんだろ？　だとすれば──俺がこんな卑ひ怯きよう者ものになったことにも意味があるはずだ。その意味が、迷子の話を聞くためというのなら……それならそれで、別にいい」

　なんだか──迷子センターに就職する為ために生まれてきた、と勘違いできそうな話だな。

　ふと浮かんだくだらない発想に内心呆あきれていると、彼女はうっすらと微笑ほほえんだ。

「私がさっき言ったこと、覚えててね？」

「分かった。止めない。ちゃんと話を聞いて、手助けする。ただ、誰かが危ないときには、コトハ達たちに怒られても──絶対に止める。そこは譲れない」

「うん。……優一らしいの」

　許可を得て、胸を撫なで下ろす。迷子の前に、自分の娘むすめ（もしくは妹や姪めい）の機嫌を損ねないことで手一杯だ。

「──ちょっとごめんな」

　俺は相棒の膝にかけていたブレザーを取り上げ、埃ほこりをはらってから彼女の頭にかぶせた。理髪店でシャンプーをするときのように首の後ろをささえて、大きなフードにする。

「こうすれば、髪が隠れる。……昨日も消臭スプレーをしたから、多分臭くはないと思う」

「優ゆう一いちは気を遣いすぎなの」

　控え目に苦笑した相棒に、「そうでもない」と答えておいた。

「また、アイス食べような。次は別の味を用意しとく」

　挨拶の代わりに約束する。彼女は嬉うれしそうに頷うなずき、お休みの代わりの文言を口にした。

「──そは、汝なんじが為ためにドアは開あく」

　長い髪は上着からはみ出している部分も多い。最初の変化があったのも、裾の下から覗のぞくカールした毛先だった。赤い色が薄れる。

「はぁうンッ！」

　座っていたコトハの身体が弓なりに反れ、車イスがギシッと鳴る。

「うぅんん……ふわぁああ！　くぅふぅう……」

　話しているときからも噴き出していた発汗が、一層激しいものとなる。高熱に身を焦がし、ひじ掛けを握る指が白くなるほどに握りしめる。顔の紅潮と指先の色合いが極端だった。

「くぅッ！　くはァあああん……」

　魂はみんな迷子。

　神さまがいるのか仏さまがいるのか、他にどんな偉い存在がいるのかは理解の範はん疇ちゆう外がいだ。

　その中の誰が魂を作ったのか、無学な俺には分からない。

　でも、だ。これだけは感じている。

　一人ではないと感じさせる仲間ソウルメイトを作ってくれたことは、ありがたい。

　俺とコトハ達の繋つながりはそれだけだ。それがなかったら、俺達は出会っていない。

　──出会わなかったことなんか、考えたくもない。

　一度知ってしまった彼女の笑顔は、俺にとって忘れるには大きい代償だった。

　そして──コトハ（赤）もまた、未だに迷子であることを俺が知るのは、また後の話だった。



　ほどなくして。相棒の髪はライトブラウンへと完全に変化を遂げた。

　嵐のような高熱が過ぎ去り、コトハは口元を押さえた。ふわぁあ、と欠伸あくびを一つ。

　被った上着の下にある目は、半分くらい開いている。しかし、寝ぼけ眼まなこではない。

「……おはよ」

「ああ。おはよ──むっ？」

　素早く手を伸ばしてきたコトハに、ほっぺたをつままれる。

　彼女は眉を吊つり上あげ、怒り心頭といった様子で顔を近づけてきた。

「優ゆう一いちッ！」

「はいっ」

　あ。コトハ達たちが怒ってるの忘れてた！

「優一は私の相棒なんだよ？　だから、私の傍にいなくちゃいけない！　お返しに、私は優一が笑えるようにする！　忘れてないよね？」

「それは、もちろん……」

「覚えてるんだったら──」

　急に指先の力がなくなった。彼女は俯うつむき、再び顔を上げる。

　そこにあったのは──涙の膜で瞳を揺らせる、相棒の悲しそうな顔だった。

「眠れるようになっても、遠くに行かないでよ……」

「…………」

『……眠れるようになったら、優一は傍にいてくれないの？』

『そんな先のことは、君にしか分からないだろ？』

　さっきの──たったこれだけのやり取りで、コトハは不安になったのか。

「また、大事な人がいなくなるのは、嫌だよ……」

　大事な人がいなくなる。それがコトハの家族を意味していることは明らかだった。

　皮膚をつまんでいた彼女の手は、ほとんど攻撃の形を成していない。俺の顔に手を当てているだけだ。彼女はその手を離し、車イスから立ち上がった。ブレザーは座席に置き、長い髪をふわりと広げる。

　俺が制止するより早く、コトハは俺の膝の上に横座りになった。胸にもたれかかってくる。甘いオレンジの香りに嗅覚が支配された。

「……ごめん」

　倒れないように、俺は彼女の背中に腕を回した。

「コトハに必要だと思われなくなったら、どうなるのか……分からなかったんだ。俺はコトハの安眠枕で、利つ用かうのはコトハだ。決定権は俺にない」

「……バカ。優一がいなくなったら、また眠れなくなるよ？」

　鼻声が心臓の辺りから聞こえてくる。

　全身に彼女の温ぬくもりを感じ、早鐘のような鼓動に胸が苦しくなる。その締めつけるような感覚がまた、同じくらいに心地いい。

　魂の繋つながりなんて、誰の目にも見えない不確かな絆きずななのに。

　それなのに──コトハは確かにここにいて、涙ぐむほどに俺を必要としてくれている。

　意識しないで抱きしめていた腕に、意識して力を込めた。

「それは責任重大だな」

「責任重大だよ」

　やっぱり、一人なんかにはできないな。

「あっ」

　ガバッとコトハが身を起こし、慌てたように涙目をこすった。

「だからって、その……そ・う・い・う・の・じゃないから！　多分っ」

「そういうの──って、どういうのだ？」

　両手の指先を突き合わせて、何やら口ごもっている。

「私にはまだムリだよ……。それは、優ゆう一いちといると、安心するし……まぁ、他にも色々あるけど……。でも、なんだか、そ・う・い・う・の・がどんな気持ちなのか、よく分かんないんだよ。おばあちゃんも教えてくれなかったし……」

　背中を丸めているせいで、コトハがどんな顔をしているのか判別できない。

「えっと……相棒の上、ってことか？」

「多分、そんな感じ、かな……」

　フム。相棒の上と言えば……。

「兄弟ブラザー？」

　義兄弟の契りを交わすところまでいけば、相当な絆だろう。難点は異性にも適用されるかどうかだが……。

「……………………」

　コトハが音もなく俺の前に立った。下を向いたまま、ゆっくりと両手を広げる。

　そして──親指と人差し指が強調され、何かを摘むような形に変貌を遂げた。

　来る！

　覚悟と同じくして、顔に激痛が走る。両方を捩じりあげられ、痛くてジッとしていられなくなった。一段と激しい……ッ！　ほっぺた取れそう！

「優一のバカ！　鈍感！　鼻血出しても〈死者の顔デスマスク〉だったくせに！」

　それはともかく、女の子が大声で鼻血って言うのはよくないと思うぞ。

　夜の川かわ面もにコトハのキャンキャン声が響き渡る。川向こうにある集合住宅の窓の一つが開き、なんの騒ぎかと好奇心で首を出している。そんなに大声を出しているのか。商店街の看板娘時代に鍛えた声量は未いまだ健在といったところか。

「もうホントバカだよ！　どうすればそうなるの？　──でも、詳細に理解されても困るけど……。私だってよく分かってないのに、先を越されたみたいになるからさっ！」

　俺の相棒は難しいお年頃のようだった。



　その後。散々喚わめき散らしたコトハは、痛みと引ひっ掻かき廻まわされて酔ってしまった俺の横で食べかけのアイスを美お味いしそうに平らげた。コトハ（赤）の残りは、コトハが美味しくいただきました。ややこしいな。

「そうだ！　優ゆう一いち、明日の昼休みは空けておいてね」

　ヒリヒリとした顔をさすりながら、意図を訊たずねる。

　それがね、とコトハはため息をついた。

「私だけだと、どうにもなりそうになくてさ？　このままじゃ、蓬ほう子こちゃんに分かってもらうよりも、効果は逆になっちゃいそうなんだ。私もまさか、ここまで不器用だと思わなかったから……」

　例の、内緒をしている相手のことか。

「誰なんだ？」

　するとコトハは、笑った口元に人差し指を立てた。

「明日になるまで、まだナイショ」

　相談を持ちかけておいて、それ？










第六章





　明日になるまで、まだナイショ。

　そんな言葉を受けた翌日の昼休み。俺は、コトハに指定された特別棟の屋上に向かった。彼女は購買の仕事が終わった後に合流する予定になっている。

　常時開放されている本校舎の屋上とは違い、こちらの特別棟は鍵がかかっている。しかし、週に二日の天文部の活動がある日には、朝の内に鍵が開けられる。教室がある本校舎とも、部室がある部室棟とも離れているから、よほどの物好きでない限り誰もこない。──全て今朝、コトハから聞いた情報だ。天文部があることすら知らなかった俺からすれば、どこから仕入れたのか気になってしまう。好奇心というのも凄すごい原動力だ。

　屋上へと続くドアを開ける。油でも差したばかりなのか、開く音は存外に静かだった。

　それが原因なのだろう。すでに屋上にいた人物は俺に気付いた様子もなく、周囲に並べられたベンチの一つに腰かけて、小さなメモに見入っていた。

　書かれた何かを読んでいる。風に乗って、俺の耳にも届いてきた。

「……えっと、今まで……色々とごめんなさい……。ホントは……仲良くなりたかった、んです……。あの……迷惑じゃなかったら……アタシと、アタシと────お願い……」

　唐突に、その人物──悠ゆう里りさんは首をブンブンと横に振った。それに合わせてサイドテールが犬の尻尾みたいに動く。尻尾だとすれば喜んでいるみたいだ。

　しかし、彼女の顔は悩み抜いている人間のそれだった。

「ムリ！　こんなの恥ずかしくて言えな──────ぁ」

　緑色の目が、これ以上ないほどに俺の姿を捉えた。

　それと同時にベンチから跳ね起き、ドアを閉じたばかりの俺に突進してきた。驚異の瞬発力で肉迫してきたかと思うと、左手で俺のネクタイを締め上げる。

「〈死者の顔デスマスク〉……。今の、聞いてた？」

　血に飢えた獣の両眼を怒らせ、喉を鳴らすように問とい質ただしてくる。頬ほおを染め、目元にはうっすらと涙が浮かんでいた。顔から火が出て泣きたくなるのを、殺意が上回っている。どうにもそんな感じだ──それより苦しいっ。

　中学時代には、無表情のせいでヤンキーな先輩に因縁をつけられることは多々あった。学ランだったのでネクタイで首を絞められることはなかったが……これは胸倉掴つかまれるよりもしんどい。あれは怖いけど息は出来た。

「いや……はっきりとは、聞こえなかった──です」

　生存本能が敬語を要求したので、文法もお構いなしに「です・ます」口調にシフトした。

「でも、聞いたんだね？」

　ぎゅうううう……。

　さらに首が圧迫される。気のせいか、頚けい椎ついが軋きしむ音が聞こえた。このままでは、あだ名があだ名ではなくなってしまう。〈死者の顔デスマスク〉が本当の〈死者の顔デスマスク〉を製作するハメに……。

　軽く虫の息になりつつある俺の前で、悠里さんは右手を振りかぶった。

「……姉・さ・ん・には言われてたけど、もういいや。どうせ、すぐに分かることだし」

　顔面を殴ろうかというモーションに入っている彼女は拳を握ってはいない。爪を立てている。インパクトの瞬間に手を握るつもりなのか。それとも引ひっ掻かくつもり？

「盗み聞きしたオシオキついでに教えてあげる。そうすれば、立場が身に染みるから」

「盗み聞きをしたわけでは──」

「Zip it!」

　悠里さんの口から日本語ではない言葉が飛び出した。聞く限りでは、

「ジ……いや、チベット？」

「Zipはジッパーのこと。口にジッパーしろ、ってこと。ジッパーをチャックに置き換えれば分かりやすいよ」

　訊きいたら意外と分かりやすく教えてくれた。黙れ、ということか。そういえば、彼女はハーフなんだった。

「……勉強になりました」

「そう。それじゃ、覚悟して。これがアタシの……ち・か・ら・ッ！」

　俺は思わず目を閉じかけて──細くなった視界の中で異変に気付いた。

　悠ゆう里りさんの右手。未いまだに拳を握ってはいない、そのかぎ爪のようになった手のひら。

　その手がぼんやりと、青く光っているように──、

「お待たせ！」

　すぐ隣のドアが勢いよく開き、昼食を手にしたコトハが駆け込んできた。

「今日は早めに上がらせてもらったんだ！　みんなどこにいる………………」

　手で庇ひさしを作って目を凝らす。灯台もと暗しというヤツで、彼女はグルリと視線を一周させてから俺達たちを見つけた。

「えっと……アレ？　もしかして、その……」

　目をグルグルと回し、両手をギクシャクと動かす。顔はどんどん赤くなり、最終的には両手で隠す。指の隙間からこっちを覗のぞき見て、裏返った声で訊きいてきた。

「おっ──お邪魔、だったッ？」

　コトハが言ったことを反はん芻すうしてみる。お邪魔。むしろ俺は、ヤキを入れられる前だったので助かった。では何な故ぜ、コトハが照れているのか。

　そこまで来て理解する。俺と悠里さんは絶賛接近中。彼女は俺のネクタイを引き寄せていて、顔は近い。見ようによっては、多少強引なキスシーンに見えなくもない。

「ダメぇええええええ！」

　ほとんど「ダ」が「ら」に聞こえるくらいの舌ったらずな叫びと共に、俺は横に突き飛ばされた。

　この感覚は──動物園のふれあい広場で、ヤギに体当たりをかまされたときに似ている。あのときは、母さんがヤギの耳元で膨らませたビニールを割って興奮状態に陥れたあと、乗馬コーナーで買った鞭むちを使って、俺のほうに追い立てたんだったな。

　軽い走馬灯を目の当たりにした俺を放置して、ドア周辺は盛りあがっていた。

「お姉ちゃん、何やってるの？　あんなに近づいたら危ないよ！　力ずくで押し倒されて、〈死者の顔デスマスク〉の餌食になっちゃう！」

　尾お森もりさんが悠里さんに抱きついている。身長の関係で、顔が谷間に埋まっていた。

「大丈夫。アタシが殴ろうとしただけ」

　尾森さんの頭を撫なでる悠里さんからは、険けん呑のんな雰囲気が剥はがれ落おちている。慈愛が溢あふれた聖母のような温かい笑顔。先ほどまで牙を剥むいて爪を立てていた人とは別人だ。

「ダメだよぅ。デスせんぱいはどんな状況からでもえっちな事故を引き起こすのが得意なんだから！　女の子に悪戯するのが趣味の変態さんなんだよ？」

「大丈夫。アゴでも砕けば、そうも言えないよ」

　眼差しとセリフのギャップが甚はなはだしかった。

「それより……コトハ。どうしたの？」

　悠ゆう里りさんが、尾お森もりさんの後ろにピタリとついたコトハに訊たずねた。コトハはメモ帳を携たずさえ、

「順番待ち──後学の為ためにっ。私も埋もれたい！」

「Zip it!」

「いやですぅ～！　お姉ちゃんのここは私の特等席なんですぅ～」

　俺はコンクリートブロックの上で胡坐あぐらをかき、頭をかいた。

　……どうすればいいんだろう。



「それじゃ、改めて紹介するね。『どきっ☆蓬ほう子こちゃんを元気にさせたい大作戦』の中心になってくれる悠里夏か来こちゃん！　そして、尾森歌うたちゃん！」

「作戦名って必要か？」

　ベンチを向かい合うように移動して、俺達たち四人は座っている。俺の隣ではコトハが自分の弁当を開いていて、目の前では、悠里さんと尾森さんが昼食をとっていた。

「はい、お姉ちゃん。サンドイッチ。お砂糖たっぷりの甘いたまごだよぅ」

「うん。ありがと」

　尾森さんは、毎日悠里さんの分もお弁当を作ってきているらしい。その上にパンと飲み物を準備しているのだから、実に献身的だ。

「二人とも、私の話聞いてよ！　説明してるんだから！」と、コトハが怒る。

「聞いてるよ。でも、〈死者の顔デスマスク〉が出てくるとは思わなかった」

　長方形サンドイッチを頬ほお張ばり、俺のことを睨にらんでくる悠里さん。

「盗み聞きまでするし。ヘンタイ」

「いえ……さっきも偶然です。わざとじゃありません」

　身の潔白を証明していると、何故か尾森さんが口をＯの字に広げた。

「忘れるところでしたぁ。私、皆さんに飲み物を買ってきたんですっ」

「そんなに気を遣わなくていいのに」

　傍かたわらのビニール袋を探る尾森さんに、コトハが感動したように言った。

「いいえ、皆さんに喜んでもらいたいだけです」

　柔らかな笑顔を浮かべて、尾森さんは紙パックを手渡していく。悠里さんにはいちご牛乳。コトハにはオレンジジュース。

「デスせんぱいの好みは分からなかったのですけど……」

　モジモジと言い難そうにしている彼女。俺の分まで買ってきてくれたことが嬉うれしいので、どんな物でも文句が出ようはずもない。あとでお金を返さないとな。

「なんでもいいよ。ありが──とう」

　手渡されたのは青汁だった。

「なんでもいいと言ってもらえてよかったですぅ。せんぱいの健康を考えて、栄養がありそうな物を選んだんですっ。それを飲んで、ぜひ生き返ってくださいね？　──お腹なかが空すいてると、ボ・ー・ル・が・飛・ん・で・き・て・も・動・け・な・い・かもしれませんから」

　尾お森もりさんは自分の周りに花を咲かせてしまうような笑顔を浮かべ──ほんの一瞬だけ、悪霊が取り憑ついたように、ほくそ笑んだ。アニメか何かに出てくる悪の組織の黒幕が、膝の上に乗せたネコの背中を撫なでながら浮かべる笑顔に酷似している。

「へぇ……こんなの、売ってるんだ……」

　この娘こ、俺のこと嫌いだー……。

　悠ゆう里りさんとの接触が気に入らないのがヒシヒシと伝わってきた。こんな風に婉えん曲きよく的てきかつ直接的な意思表示をされたことは初めてだ。言葉の端々にも、毒が混ざっている。

「健康を気遣ってくれる後輩がいて、よかったね。──歌うたちゃん、あとでお金返すよ」

　コトハはのん気にオレンジジュースを飲んでいる。あの悪い笑顔を見ていなかったようだ。注意を向けていた俺ですら、確認できた時間は一秒にも満たない。

　そんな傷心の俺を差し置いて、コトハは俺達たちを招集した理由と現状を教えてくれた。

「ズバリ、夏か来こちゃんは蓬ほう子こちゃんと仲良くなりたいんだよ」

　しかし、恥ずかしくて上う手まく話すことができず、ついつい勝負を持ちかけてしまう。

　委員長のことを気にしていたところ、クラス委員の会合にコトハが出ていることを尾森さんが発見した。それを聞いた悠里さんは、初日にはそれほど気にならなかった。しかし、二日連続でコトハが代理をしていることに疑問を覚えて、話しかけてみた。

　そこで話をしてる内に、悠里さんの気持ちをコトハが知った──というよりも、尾森さんがコトハに教えてしまった。

「お姉ちゃんを見てたら、じれったくなっちゃったんです。気になってるのに、話しかけないでソワソワしてるんですもん。もう見ていられなくなっちゃって」

「歌……っ！」

　居心地悪そうに、悠里さんはストローを噛かむ。

「それでね？　私と歌ちゃんで二人を仲良くさせようと動いたんだ。これがはじまりだよ」

「ねー」と、コトハと尾森さんが顔を見合わせた。

「それで、まずは体育の時間に仲良くしようとしたんだ」

　俺は青汁にストローを挿した。悪戯いたずらで、この苦みには慣れている。

「三人でパス練習してたときだな」

「うん。準備運動しながらお話したりして、二人の距離を縮めようとしたんだけど──夏来ちゃんが限界だったんだよね。いきなり『勝負！』って言っちゃって……」

　ちなみに、悠里さんの暴走に備えてコトハは弱点を教えてもらっていたそうだ。尾森さんは悠ゆう里りさんのことをなんでも知ってるな。──お。この青汁、飲みやすい。

　俺が新しい発見をしていると、ついに悠里さんも口を開いた。

「だってッ……恥ずかしかったし。それに……何、話せばいいのか分かんなかった」

　不ふ貞て腐くされたようにメロンパンにかぶりつく。

「だからって、勝負しちゃダメだよ」

「そうだよ、お姉ちゃん」

　コトハ達たちにたしなめられて、悠里さんはそっぽを向いた。

「──それでね。授業中に決着をつけられなかったから、どうにかしようと焦っちゃって、放課後に会いに行ったんだよ。行ったはいいけど、また……」

　勝負を挑んでしまって、昨日のあのくだりになった──と。道理でコトハも焦っていたわけだ。一応、筋道は通っている。

　話を聞き終えて、俺は鳥のからあげを頬ほお張ばった。

　……回りくどい。

　ここまで素直になれなくて不器用な人も珍しい。委員長の話を聞いた時点でも、おおよその予測はついていたので、悠里さんが委員長と仲良くなりたいと思っていたのは意外でもなんでもない。だが、まさかここまでとは。

「となると……もしかして、勝負が水泳っていうのも偶然じゃないのか？」

「うん。蓬ほう子こちゃんは泳ぐのが得意じゃない、って教えたんだ」

「びっくりしました。お姉ちゃんとずっと勝負してきた小こ日向ひなたせんぱいが、泳ぐことが不得意なんて……」

　カナヅチでもなく、得・意・じ・ゃ・な・い・と言ったのか。それなら、少しは言い逃れできそうなラインだ。まさか数日前まで潜水もできなかったとは言えないし、現在進行形で水泳の特訓をしているなんて言い出せない。理由を訊きかれたら、詰まってしまう。

「どちらが勝つにせよ、プールはチャンスなんだ。夏か来こちゃんが蓬子ちゃんに泳ぎ方を教えたりなんかすれば、距離はグッと縮まるはずだし。優ゆう一いちを呼んだのは、夏来ちゃんの気持ちを分かって欲しかったからなんだよ。こうなったら、全員で協力しないと」

　お行儀よくサンドイッチを食べていた尾お森もりさんが、ポケットティッシュで口元を拭った。よく見ればティッシュにお手製らしいカバーをつけている。女の子らしいな。

「ホントは、木こ枕まくらせんぱいに仲を取り持ってもらおうと思ったんですけど……お姉ちゃんがダメって言うんです」

　悠里さんが力強く頷うなずいた。

「ダメ。そういうのは自分達でやらないと」

「お姉ちゃん。口に生クリームつけて言っても、カッコよくないよ？」

　真剣な目つきをしていた悠里さんは、「……うん」と言って尾森さんから差し出されたティッシュを取った。

「私も夏か来こちゃんの意見に賛成」

　コトハも悠ゆう里りさんと同じ目つきをしていた。

「だから、私達に出来るのは場所を作ってあげることだけだよ。あとは夏来ちゃんが自分で言わなくちゃ」

「そうか。コトハ、ごはん粒ついてる。──右。もう少し下。あ、落ちた」

　こちらも、いい事は言っているのに締まらなかった。

　悠里さんは恥ずかしくて素直になれない。そう言われて、屋上に彼女が一人でいたとき、何かのメモを一生懸命読んでいたことが頭を過ぎった。途切れ途切れに聞こえてきた言葉から推測すると……あれには悠里さんが考えた、友達になる為ための挨拶が書かれているのだろう。最後が恥ずかしくて言えない、と取り乱していたことからも裏付けになっている。

「…………状況は理解できた」

　クセがなくて美お味いしかった青汁を、ベンチに置く。尾お森もりさんが不満そうな顔で、内側にカールした髪をいじっていた。「マズっ！」と、吹き出せば満足だったのかな。

「俺は今聞いたばかりだから、ほとんど第三者の意見になるけど……こういうときには、委員長の気持ちも考えないといけないと思う」

「どういうこと？」と、コトハが顔を近づけてくる。

「きっと委員長は、悠里さんと友達になることを拒否はしない。でも、今までが今までだ。彼女は、悠里さんに嫌われていると感じてるかもしれない」

　卑ひ怯きよう者ものの本領発揮だ。委員長に打ち明けてもらったことを、さも自分が悟ったように話している。未来を見てアドバイスするよりも、ずっとズルくて小こ賢ざかしい。

「だから……セッティングもそれに相応ふさわしくしないと、言葉通りに受け取ってもらえない。俺やコトハ、尾森さんが無理に仲良くさせようとしてる、と感じる」

「そんなこと、ありますか？」

　俺の意見自体が納得できないのか、尾森さんが赤ちゃんみたいに肉厚のほっぺたを膨らませる。その疑問に答えたのは俺ではなく、コトハだった。

「あるよ。蓬ほう子こちゃんだから……二人の勝負に皆が迷惑してる、って考えちゃうかも。そういう風に、周りの迷惑を考えちゃうのが蓬子ちゃんなんだよ」

　委員長を元気付けたいと電話をしてきたときにも、こんなに寂しそうな顔をしていたのだろう。伝えたいのに伝わらない苦しさが、皮肉なことにひしひしと伝わってくる。

　そんな相棒を見ていると──悠里さんの影響からか、コトハの頭を撫なでたくなってしまう。さすがに自粛するが。

「それに……」

　胸元のペンダントをいじりながら、悠里さんが呟つぶやいた。

「筋は通さないと。姫さまはルールに厳しい。道理に反してたら納得してくれない。だから……勝負の原因になったことは、守らないと」

　俺に対してのヘンタイ発言を取り消すことなんて、今となってはどうでもいいことのように思える。まるで子どものケンカみたいな理由だ。

　……子どもか。

『魂はみんな迷子なの。どうすればいいのか悩んで、あがいて、立ち止まったりしてる──』

　昨晩、コトハ（赤）が言っていたことを思い出す。

　こうして悩んでいるからには、悠ゆう里りさんもまた、コトハ（赤）の言う迷子の一人なのかもしれない。

　それなら俺に出来ることは、止めずに手助けすることだけだ。

「そうだな。委員長は、そういうところに気難しい」

「知ってるよ。……ずっと、勝負してきたんだから」

　そう言って、彼女は口の端を吊つり上あげた。

　さて、こちらの流れが分かったところで──俺はひとまず置いていた疑問について考え始めた。それは他でもない。悠里さんの右手が淡く光っていたことについてだ。

　真昼で太陽が眩まぶしかった。悠里さんの肌に触れた直射日光が、奇妙な光の散乱をしたのかもしれない。俺も冷静とは言えなかったし、薄眼をぼんやりと開けていただけだ。

　それでも、言い訳としては苦しい。どれだけ前向きに考えてみても、悠里さんの手は発光していた。そして色は違うと言えど、あの燐りん光こうを俺は見たことがある。

　あの光は、委員長の〈念動力テレキネシス〉が放つ光によく似ていた。

　もしも、悠里さんが超能力者だとすれば……この話は慎重に切り出さないと。彼女が超能力者だった場合、他の会社に雇われている可能性がある。その可能性を思うと、超能力者は貴重な存在故に取り引きの材料となり得る──という事実が忍び寄ってくる。

　不意にケータイに着信が入った。メールか、それとも電話か？

「あ、ちょっとゴメンね」

　自分のケータイが反応したと思ったのか、コトハが制服を探る。

「いや、着信あったの私」と、悠里さんがケータイを取り出す。

「あれ？　お姉ちゃん、私もだよ」と、尾お森もりさんもケータイを手にした。

　四人同時にメール──飲食店から割引クーポンのお知らせでも届いたのか？

　しかし、ケータイを開けば、送信者には『時とき枝えだ章しよう子こ』。

　件名は『仕事よ』。

　………………………………偶然だよな。

　しかし。

「あ、放課後にお仕事の説明があるみたいですねぇ」

　なんでもないことのように尾お森もりさんが言った。

「場所は……近くの喫茶店。あの、チョコレートサンデーが美お味いしい店だね」

　同じようにケータイを見ながら、悠ゆう里りさんが答える。

「お姉ちゃん、ホントに甘い物が好きなんだからぁ」

　……………………。

　状況を整理しよう。

　章しよう子こさんからメールがきた。内容は仕事について。

　悠里さんと尾森さんにもメールがあり、放課後に仕事の説明があるとのこと。

「あのさ……もしかして」

　コトハが呆ぼう然ぜん自失の体で口を開いた。二人を指さし、

「夏か来こちゃんと歌うたちゃんて──超能力者なの？」

『あ』と、悠里さん達たちは口を丸くする。

　ついポロッと秘密を漏らしてしまったときの顔は、姉妹のようにそっくりだった。



「は～い、そういうわけで。二人とも、ご挨拶は？」

　放課後だ。俺達がいるのは、清せい納な高校からも歩いていける距離にある喫茶店。店の名前は〈ハーミット〉という。

　煉れん瓦が造づくりの外装。店内はアンティーク調のテーブルとチェアが並び、味のある色合いをしているフローリングによく合っている。片隅にある大きな振子時計が静かに、邪魔にならない程度の音を立てて時を刻んでいた。高校生には少しお洒落しやれすぎる気がする。

　さて、俺達と言ったが……正確にメンバーを挙げていこう。同じテーブルについているのは五人。俺。コトハ。委員長。そして──。

「悠里夏来。暗号名コードネームは〈獣爪の令嬢ブルート・ブラツド〉」

　悠里さんが、メニューから顔を上げて言った。

「グッド。それから？」

　一人だけカウンターのスツールに腰掛けた章子さんが、悠里さんの横にいる尾森さんを促した。

「はい。暗号名コードネーム・〈銃公女ガンネリーナ〉、尾森歌です。よろしくお願いします」

「よくできました～。みんな、好きな物を注文してね？　今日は貸し切りだし、この店は羽は島しまの幽霊ゴースト御ご用よう達たしだから、安心していいわよ。──ね、マスター？」

　カウンターの中に、男性が立っていた。歳の頃は五十代から六十代にかけてだろう。豊かなロマンスグレーの髪を後ろになでつけている。

　マスターは何も言わず、老眼鏡の奥にある瞳を穏やかに細めた。素敵な老紳士、といった印象だ。チェスやバイオリンを趣味にしていそうな、知的な雰囲気を漂ただよわせている。

「章しよう子こ姉も夏か来こちゃんも歌うたちゃんも、どうして黙ってたの？」

　メニューを委員長に渡しながら、コトハが視線で責める。悠ゆう里りさんと尾お森もりさんはすぐさま章子さんのほうに顔を向ける。あっちに訊きいてよ、ということらしい。

　章子さんはカウンターで足を組み、アメリカンコーヒーを飲んでいる。コトハの視線に気が付くと、カップから口を離した。白い縁に口紅の跡が残る。

「そうね……あえて言うのなら、サプライズ？」

「サプライズっ？」と、見事に目を丸くしているコトハ。

　そういう意図があるのなら、目もく論ろ見みは達成されている。コトハは落ち着きがないし、平静を装っている委員長はメニューと悠里さんの間で視線を行ったり来たりさせている。ちなみにメニューは最初のページから進んでいない。

　もちろん、俺も驚いていた。悠里さんの手が光ったように見えたときは、もしも他の会社に所属している超能力者だったらどうしようか、と不安になったが……。

「冗談よ。ホントのことをいえば、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉は秘密的組織。構成員の情報は必要以上に口外しちゃいけないの。だから黙ってた、ってワケ」

　意を決したように委員長が訊たずねた。

「不ぶ躾しつけな質問ですが……お二人は、どのような能力ちからをお持ちなのですか？」

　悠里さんが視線で訊ねる。訊ねられた章子さんは、軽くアゴを引いて許可を出した。

　腰を上げ、右の手首を回す悠里さん。

「アタシの能力ちからは〈精神動力サイコキネシス〉。身・体・の・一・か・所・に・精・神・エ・ネ・ル・ギ・ー・を・ま・と・え・る・の・。──こんな感じ」

　右手が淡く光る。最初は表面を覆おおうくらいに薄く──それがじょじょに光の量を増やしていく。薄手の手袋が野球のグローブになり、それが手首から肘に範囲を広げていくような。青い光が厚みを持っていても、その中心には彼女の細い腕は透かして見える。

　やがて……悠里さんの右腕には、四本のかぎ爪が備わった青い腕が現れた。

「〈念動力テレキネシス〉と〈精神動力サイコキネシス〉。名前は似てるけど、本質は別物。〈念動力テレキネシス〉は物を動かすとき、操作対象自体に働きかける。〈精神動力サイコキネシス〉はもっと単純。動かしたいなら──」

　巨大な腕は、それだけで彼女の半身以上の大きさを誇っている。精神エネルギーの爪で隣のテーブルを掴つかみ、それを雑作もなく持ち上げてみせた。

「掴んで動かす。車くらいなら、そんなに集中しなくても持ち上げられるよ」

「次は私の番ですね」

　驚く暇もない内に、尾森さんがお披ひ露ろ目めに入る。

「私もお姉ちゃんと同じ、〈精神動力サイコキネシス〉です。私は精神エネルギーをまとうことはできないんですけど──章子お姉ちゃん。お皿を一枚、注文していいですか？」

「オッケ～」と、章しよう子こさんはカップソーサーを手にした。

　それを見て、親指をくわえる尾お森もりさん。赤ん坊が口寂しいのを紛らわす仕草だ。

　すると──口から親指を通って、手の中心に赤い光が生まれた。光は次第に丸く大きくなっていく。赤い風船で遊んでいる、と思えば微笑ほほえましい。だが、そこは〈精神動力サイコキネシス〉。

　章子さんが誰もいないほうに皿を投げる。尾森さんは吹き矢でもするように皿を追い、狙いをつけて、親指から口を離した。繋つながりを失った球体が飛び、クレー射撃ばりに標的を粉砕する。陶器の割れる音が店内に響き渡る。

「精・神・エ・ネ・ル・ギ・ー・を・飛・ば・す・ことが私の能力ちからです。発射までの集中次第で威力はもちろん、簡単な軌道調整もできます」

　お騒がせしました、と彼女はマスターに掃除用具を借りにいった。こちらのマスターも動揺一つ見せていない。やはり、この人も〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の人なのだろう。

　能力ちからを解除した悠ゆう里りさんに、コトハが尊敬の眼差しを向けた。

「カッコいいなぁ～！　私もそういうの出してみたい！」

「あんまり便利じゃないよ。仕事のときには、威力を抑えることばっかりだから」

　持ち上げたときにズレてしまった、テーブルの上にあった物（メニューや紙ナプキン）の位置を直しながら、悠里さんは答えた。皿が割れた場所では、尾森さんが箒ほうきとチリトリを動かしている。……確かに、あんまり便利じゃなさそうだ。

「以上が二人の能力ちからよ。驚いた？」

　驚かずにはいられない。二人が羽は島しまの幽霊ゴーストだったというサプライズ。先のデモンストレーションによる輪をかけた驚きよう愕がく。初めてコトハと出会ったときを思い出した。

「サプライズついでに種明かしすると──前にコトハ達たちと蓬ほう子こちゃんがケンカをしたときに、夏か来こちゃん達には周辺の警固をしてもらってたの。だから仕事上の流れで、バレたのは仕方なかったのよね～。あの時は夏来ちゃん達も驚いてたもの」

　それを聞いて得心がいった。初対面にも拘かかわらず、悠里さんが俺に「女の敵」と邪険な態度を取った理由。それは恐らく……。

「あの時、アタシはしっかり見た。〈死者の顔デスマスク〉が姫さまを押し倒したところ」

　ネコ科の動物を思わせる彼女の両眼が、ギロリと向いた。

「いや……あれは、事故で……」

「アタシのときも、アンタは事故って言った。そんなにヘンタイな事故がポンポン起きるわけない。アンタは狙ってやってるんだ」

「それは言いがかりですっ」

　メニューを置いて、委員長が反論した。

　今にも舌戦を繰り広げようかという委員長達を気に留めた様子もなく──カウンターの章子さんは、鼻歌でも歌うような軽やかさで暴露話を続けている。

「特に……夏か来こちゃんなんかホントに舞い上がっちゃって。可愛かわいかったわ～」

　せっかくテーブルセットをしたのに、悠ゆう里りさんは手を滑らせて砂糖ビンを倒した。

「なにせ学校のことを訊きくと、毎回のように話題に出てた蓬ほう子こ──」

「Zip it!　姉さん！」

　──各自注文した物が届いたところで、章しよう子こさんがハイヒールを鳴らして立ち上がった。

「それじゃ、仕事の概要を説明するわね。食べながら、飲みながらで構わないわ」

　止めかけていたアイスを食べる手を、コトハが再開する。委員長は紅茶のカップを置いて、身体を章子さんのほうに向けた。俺はアイスティーを飲んでいる。

　章子さんは俺達たちに書類の束を渡してきた。

「二日後。時間と場所は、配った報告書に記載されている通りよ。ターゲットの写真、現場周辺の地図。チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉の予知から分かった、ターゲットのおおよその足取り。それに、注目すべき事柄なんかも記載されているわ」

　パラパラと報告書に目を通す。自分達で予知したとは言っても、写真や図で見てみると分かりやすい。昨日の今日で、よくここまでまとめられたものだ。

「……現場の近くに、小学校がある」

　サンデーを食べていた悠里さんが報告書に視線を留めた。その隣でアップルパイの欠片かけらを口に運んでいた尾お森もりさんが、両手で口を押さえて覗のぞき込む。

「ホントだぁ。これなら、お姉ちゃんの特技が活いかせるよ」

「特技ですか？」と、委員長が訊たずねる。

「はい。校庭にある銅像を、〈精神動力サイコキネシス〉で思いっきり動かすんです。大体の人はびっくりして、腰を抜かしちゃうんですよぅ」

「学校の七不思議みたいな特技だね」と、コトハが分かりやすく表現した。

「私の能力ちからは腕の延長みたいなものだから、遠くには行けない。だから隠れて銅像を動かすときは、投げてるの」

「それ、危ないよ！　銅像投げなんて、オリンピックの新しい種目みたい！」

　コトハがツッコむ。俺も同意見だ。

「そうですよね。私の〈精神動力サイコキネシス〉で狙撃しても、着地点の調整くらいしかできませんし」

　二人の口ぶりから、すでにいくつもの仕事をこなしてきたことが分かった。俺からすれば同級生と後輩の二人だが、仕事の上では先輩だ。頼りになる。

「当日は私を含めた、ここにいる六人で仕事を行うわ。今回の中心は〈朧おぼろかぐや〉。緻密な操作に長たけた〈念動力テレキネシス〉を上手に活用して。他のみんなはチーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉の予知を受けて、指定の場所から援護よ」

　悠里さんの眉が動いた。

「……姫さまが中心なの？」

「ええ。夏か来こちゃんと歌うたちゃんには、蓬ほう子こちゃんのフォローをお願いするわ」

「よろしくお願いします」と、品良く頭を垂れる委員長。

「蓬子ちゃんは、今秘密の特訓中なの。きっと素敵な成果を出してくれると思うわ～。初めてのお仕事で緊張してるから、優しくしてあげてね？」

　章しよう子こさんの軽い口調で言っても、悠ゆう里りさんは眉間にシワを寄せている。

「……大丈夫なの？」

　スプーンでサンデーをつつき、ボソリと言う。これを委員長が耳みみ聡ざとく聞きつけた。

「悠里さん。どういう意味でしょうか？」

「だから、姫さまがそんなに大事な役を張っても大丈夫なの？」

　チョコレートソースがたっぷりとかかったバナナを飲み込む悠里さん。

「アタシは、姫さまがなんの能力ちからもない〈死者の顔デスマスク〉に負けたのを知ってる」

「私は内ない藤とう君だけでなく、チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉に敗北したのです。チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉は立派な超能力チーム。勝敗は納得できるものでした」

「それでも心配──っていうか、不安なの」

　嫌な予感がした。

　それは俺だけではなく、コトハは頭をかかえ、尾お森もりさんはため息をついている。

「訓練しても、すぐに実戦はやめておいたほうがいいよ。今回はアタシか歌を中心にして、姫さまは後ろで見学してれば？」

　予感的中。自分が言われたら、少々自尊心を傷つけられる言葉が飛び出した。しかもこれが、常日頃から勝負をしかけてくる相手に言われたとあれば。

「──私はあなたを追及します」

　姫さまも腕を組んで、抗議の一つもしたくなるだろう。

「悠里さんのおっしゃる通り、私は仕事の経験がありません。ご不安になるお気持ちも分かります。ですが、上司からの命令に背くとは何事ですか」

「上からの命令でも、不安なものは不安。特訓の成果だって、分からないし」

「特訓の成果は着実に出ています。内藤君にも手伝っていただいて、私は以前よりも能力ちからを行使できるようになりつつあります」

「フン。──〈死者の顔デスマスク〉が手伝ってるんじゃ、もっと不安だよ」

　脇を小突かれて、そちらを見やる。苦虫を噛かみ潰したような顔をしているコトハが、委員長達たちに見えないようにしながら、メモ帳を見せてきた。

『夏来ちゃん語訳・蓬子ちゃんがケガすると危ないから、慣れてる私達がやるよ。蓬子ちゃんは訓練が終わったばっかりだから、見学して仕事のやり方を覚えて』

　通訳してくれてありがとう。そう意味を込めて、俺は首を上下に動かした。

　しかし、不器用同士だとこうまですれ違うのか。コトハが俺にも助力を求めたくなったのがよく分かる。これは一筋縄ではいきそうもない。

「──だから、姫さまはアタシの後ろにいればいいのッ」

「いいえ！　私は特訓の成果を見せるんですッ」

　そんな二人の様子を、章しよう子こさんは愉快そうに見守っている。

　壁の時計がボーンとなる。「そこまでにしておきなさい」とでも言いたげな音だった。



「……………………」

　水に浮かんだ委員長は、俺に手を引かれてバタ足の練習をしていた。

　気もそぞろといった様子だ。今だって、顔半分を水につけた状態で、足は伸びたまま。俺がプールで委員長を引っ張り廻まわしているだけになっている。

「委員長。バタ足してくれ」

　意識を取り戻し、口まで浸つかっていた委員長がゴボゴボッとあぶくを出した。その拍子に水を飲んでしまって激しく咳せき込こむ。そうなっても、パニックにならないのは成長か……はたまた、さっきの喫茶店での話し合いが効いているのか。

　それに、悠ゆう里りさんとの試合が延期になったことも気が抜ける原因となっているのだろう。仕事の当日は、不測の事態に備えて予定を空けるように言われたのだ。勝負に備えてクロールの練習をしようとしていたのだから、モチベーションも少しは下がる。

　なんにせよ、これじゃ練習にならない。そう判断して、休憩を入れることにした。

「……申し訳ありません」

　彼女は、俺が渡したスポーツドリンクを、申し訳程度に口へと運んだ。それからタオルで身体を拭き、〈念動力テレキネシス〉でウサギの『アームストロングさん』を操作する。

「心の……整理がつきません」

　しばらく黙っていると、彼女が言った。

「悠里さん達が、私と同じ超能力者で……〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の人間だった。それだけでも、私はとても動揺してしまっています」

　今日はクロールを試そうと言っていたにも拘かかわらず、この身の入らなさだ。

「俺も驚いた。まさか、あの二人がな……」

　本当は昼休みの時点で知ってはいたが、それを言っては秘密会議が知られてしまう。

「委員長は……驚いた以外に、どう思った？」

「私、ですか」

　俺は彼女が言い出すまで待った。考え込んで黙りがちになるのは、俺もよくある。

　数分もかかっただろうか。一分くらいだったかもしれない。時計を見ていなかったので、定かではなかった。その沈黙で彼女は正しく答えを出してくれた。

「────嬉うれしかった、です」

　羽は島しまの特務機関に所属している俺を超能力者だと思っていたとき──そして、それが誤認だったと知ったとき。委員長は悲しい顔をしていた。敵対し、今から闘おうとしていたのに、それでもショックを受けていた。

「私は長い間、自分以外の超能力者を知りませんでしたから……。他にも超能力者がいてくれるだけで、心にゆとりができます」

「それなら、よかったな？」

「ですが……」

　彼女は口をつぐんだ。

「悠ゆう里りさんは、そう思ってくださらないようです」

　悲しげな言葉に彼女の本心が見えた気がした。

「悠里さんにとって、私は信用に足る存在ではないようです。仕事のお話を頂いたときの態度で、それは明らかになりました」

　違う。委員長は勘違いしている。

「昨日……内ない藤とう君は、悠里さんが私と親しくなりたがっているとお話ししてくださいました。ですが、それはやはり誤りです。私は悠里さんに嫌われています」

　俺は思い出す。昼休みに、メモを一生懸命読んでいた悠里さんの姿を。

　彼女が委員長と試合をしている時に見せた、あの無邪気な笑顔を。

「──お高くとまった可愛かわいげのない姫さま、としか見られていないのです」

　それは違うと、口にしそうになってしまう。俺が知っていることを全部ぶちまけてしまいたくなる。悠里さんは委員長と友達になりたいと思っている。ただ、それを素直に出来ないだけなんだ。

　俺は水面を見つめ、片手でペットボトルのフタをもてあそんだ。

　だが……この歯がゆい気持ちをコトハが耐えていた以上、俺がここで暴露するわけにはいかない。本人同士で解決しなくては。

　俺にできることは──話を聞いた俺にできることは、少しだけ背中を押すことだ。

　少し強くキャップのフタを閉め、俺は口を開いた。

「一つ、生意気なことを言ってもいいか？」

「どのようなことでしょうか？」

「委員長は人の話を聞かないところがある。お説教のときにも、言い訳を最後まで言わせてくれないことが多い。……居眠りをするのは悪いことだから、言い訳も何もないけどな」

　少なからず動揺したのか、彼女は表情を硬くした。

「──どういう意図があって、そのような発言をされるのでしょうか？」

　それだ。そうやってすぐ、距離を取ろうとする。顔も声も硬質で、周囲を近寄らせない。

「どうして、人の話を聞かないんだ？」

「それは、規律を乱していることは誰の目にも明らかだからです」

「規律を乱す理由は、どうでもいいのか？」

　俺は委員長に視線を向けた。

「どうして規則を破ったのか。誰にでも理由があるはずだ。それは聞くに値しないか？」

　彼女は怖気づいた。唇を噛かみ、視線を逸そらそうとする。

　俺は彼女の手首を掴つかんだ。

「──別に投げてもいい」

　目を見開き、合気道の姿勢に移ろうとしていた彼女に言う。

「でも、目を逸らさないで、話を聞いてくれ。君が聞いてくれなかったら、本当に意味がなくなる。君が耳を塞ぐだけで、全てが水の泡になるんだ」

「何を……おっしゃっているのですか？」

「最初に言ったろ。生意気なことだ」

「…………」

「委員長は、悠ゆう里りさんの行動だけで結論を出そうとしてる。──それでいいのか？」

　彼女の指先がピクリと動いた。俺は口調を和らげる。

「君に必要なのは、人に心を開くことだと思う」

「心を、開くなんて……難しいです」

　伏せていた目が、上目遣いに俺のことを捉えた。

「それじゃ、人の話を聞くことから始めてみよう。まずは相手を知るんだ」

「相手の方を知る……？」

　自分でそう言ったとき、俺は相棒のことを思い出した。

「委員長はコトハみたいになりたい、って言ってたよな。コトハは、人の話を聞こうとする。メモまで取って覚えようとする。それで、それと同じくらい相手に自分のことを話すんだ。君とコトハの違いは、案外そんな小さなことなのかもしれないぞ」

「人の話を聞くかどうか、ということですか？」

「ああ。俺も今、言ってる内に気付いた」

　不安そうに揺れる彼女の瞳に、俺が映っている。相変わらずの無表情だ。

「ですが──ですが、話してくれないかもしれません」

「そういうときは、自分から訊たずねればいい。それでもダメだったら、自分のことを話すんだ。こういう風に相手のことを思ってると、包み隠さず言えばいい」

　委員長は責任感が強い。他人に頼らないで、全てを自分で解決しようとする。

　それは逆を言えば──自分がダメになったとき、もう立ち直れないということだ。それはつまり、弱さなんじゃないだろうか。

「何かあっても大丈夫だ。俺がいるし、コトハもいる。君が塞ぎこんでたら、迷惑でも傍に居座る。コトハだったら、無理やりにでも元気付けようとするぞ」

　たとえどんな状況であっても、誰かの力を借りてでも困難を乗り越える。それが真に強いということなんじゃないだろうか。例えば、相お棒れを利つ用かって眠ろうとしているコトハ。魂の絆きずなという不確かな物で繋つながっているのに、彼女は俺に自らの今を託した。それは或あるいは無謀だが、人を信じる強さであるとも言える。

　委員長は……そんなコトハの強さに、憧れているのかもしれない。

　ここまで話して、ふと思ったことを言ってみた。

「なんだか、水と似てるな。なんて言ったか忘れたけど……」

　記憶を掘り起こしていると、彼女に先を越されてしまった。

「拒絶しすぎると、少し入られただけで混乱する。落ち着いて考えれば、怖がるほどのことでもない。肩の力を抜いて、受け入れてみるのも大切。あとは──」

　私次第、と染み入るような声で言った。

「よく覚えててくれたな。……それで、似てると思わないか？」

　彼女の手からは力が抜けている。最初に水へ入ることができたときのような力加減だ。

「本当に大丈夫でしょうか？」

　彼女の声は震えていた。声だけでなく、肩も顔も腕も。全身が微かすかに震えていた。

「私にも……できるでしょうか」

　一歩を踏み出せない彼女に、俺は頷うなずく。

　不安が少しでも無くなってくれるように、願いを込めて。

「──大丈夫だ」

　すると、彼女は驚いた顔をした。

「内ない藤とう君……今、微・笑・ん・で・下さいましたか？」

「そうか？」

　彼女の手を放して、顔に触れてみるが反応はない。せっかくなので水に映った姿で確認してみても変化はない。見間違いではないだろうか。

「──内藤君は、ズルいです」

「ん？」

　膝を抱えた委員長は、酷ひどく赤面していた。赤ぎれ一つない、白い膝との対比が凄まじい。

　身体が冷えて熱でも出たのか？　震えてたのも、感情の高ぶりではなく寒さが原因？

　そんな風に動揺した俺の前では、風邪を引いたときのような目をした委員長が、はっきりしないことをぼやいている。

「……どうしてこういう大事なことだけは言えるんですか？　いつもいつも居眠りばかりなのに……。そもそも、内藤君が眠っていたら、話をすることも出来ないじゃないですか」

　俺を非難しているらしい。

「委員長……体調でも悪いのか？」

「違いますっ」

　委員長は澄まして答えた。しかし、その態度はいつもよりも遥はるかに柔らかく、子どもらしく見えた。まるで……そう。おマセな女の子が、悪戯いたずら小こ僧ぞうをあしらったような。

　彼女は立ち上がった。背筋の通った、凛りんとした立ち姿。どんな服を着ていても、その美しさは変わることがない。いや違う。今の彼女はいつもよりも輝いて見える。

　結った髪を払い、

「お時間を頂きまして、ありがとうございます。吹っ切れてしまいました」

　彼女らしからぬ、少し砕けた言葉遣いをした。

「もう大丈夫です。練習を再開しましょう」

「平気なのか？」

「ええ。もはや、ここで考え込んでいても仕方ありません。特訓に集中しましょう」

　それに、と彼女はうっすらと微笑ほほえんだ。

「今日はクロールを教えて下さるのでしょう？　しっかり身につけさせていただきます」










第七章





　雲一つない快晴だった土曜日は、午後になるとにわかに曇り始めた。天気予報によれば、降水確率は四十パーセント以下。しかし、このどっちつかずな天気は見ているだけで胸の中がモヤモヤしてしまう。

　現在の時刻は午後六時。すでに日も傾いている。夕焼けよりも夕闇が近くなっているが、駅前の喧けん騒そうは治まる気配がなかった。明日も休日だから、今日は夜通し遊ぼうとする人が多いのだろう。飲食店の店員が呼び込みをしている声が響き渡っている。

　そして──そんな駅の近くにある立体駐車場の片隅に、黒服の一団があった。いわずもがな、俺達たち羽は島しまグループ特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の面々。

「なんか……こうやって皆で集まると、変な気分だね？」

　ソフトクリームを食べながらコトハが言った。そのアイスは、ここに来る途中、コンビニで買い求めた物だ。マンガみたいに黒ずくめの服を着た美少女が来店したことに、コンビニのアルバイトは、おつりの金額を間違えるほどに驚いていた。

「そうですねっ。学校の制服もいいですけど、皆さんカッコいいです」

　そう言ったのは尾お森もりさん。いや、今は〈銃公女ガンネリーナ〉と言ったほうが正しいか。彼女は黒い短パンに、膝上までのニーソックスを履いていた。上着もそれに合わせたデザインで、頭には大きめの赤いキャスケット帽を被っている。

　その隣にいる〈獣爪の令嬢ブルート・ブラツド〉悠ゆう里りさんは、実に動きやすそうな恰好をしていた。男性物のズボンにベスト。ネクタイと上着は着用していない。ペンダントはもちろんつけていて、現在は指先で中折れ帽子をクルクル回していた。

　さて、ここにもう一人沈黙を守っている人がいる。〈朧おぼろかぐや〉だ。

　委員長が以前の会社で身につけていたのは、つば広の帽子とマントだった。傍かたわらに浮いていたぬいぐるみと相まって、本当に魔法使いのように見えたことは記憶に新しい。

　今の彼女は羽は島しまの幽霊ゴーストらしく、コトハと同じ女性用の制服を着ている。ただ一人だけ、黒革のコートに袖を通しているのが大きな違いだ。手には帽子とぬいぐるみを持っている。

　俺の恰好は特筆すべき物はない。黒いスーツに帽子。服の中には、各種悪戯いたずら道具が仕込んである。章しよう子こさんに指示されて、デジカメもポケットに突っ込んである。

「ちょっぴり、早く着き過ぎちゃったわね～」

　車に寄り掛かった章子さんが、腕時計に視線を落とした。

「皆に配った報告書の通り、人目に付きにくくて仕事をしやすい場所は何ヵ所かあるわ。時間もあるし、実際に自分達たちで見てみるのもアリかもね」

「だったら、皆でバラバラで行ったほうがいいよね？」

「そうだな。黒ずくめの団体さんが歩いてたら怪しまれる」

　コトハが俺のほうを見て言ったので、答えた。

　現在進行形で怪しまれている可能性もあるが……利用者は少ないし、出入り口からは離れている。それに車の陰に隠れているから、全身までは見られてはいないだろう。

「アタシは車に残る。ちょっと……練習したいことがあるから」

「それじゃ、私も手伝うねっ」

　練習したいこと。そのセリフを言って、ポケットに手を突っ込む悠里さん。指が中の物に触れて、クシャッと乾いた音がした。何かメ・モ・用・紙・の・よ・う・な・物・が入っているらしい。

「──よろしいでしょうか」

　集合してからというもの、ずっと沈黙を保っていた委員長が、おもむろに口を開いた。

「申し訳ありませんが、皆さん。少々お時間を頂けないでしょうか？」

「どうしたの？」と、コーンをかじっていたコトハが訊たずねる。

　切れ長の目が、悠里さんを射貫いた。

「私は、悠里さんとハッキリさせておきたいことがあるのです」

「…………フン」

　帽子を頭に乗せて、悠里さんは鼻を鳴らす。サイドテールのままなので、帽子は斜めになっている。

「仕事の前に、特訓の成果を見せるの？　〈精神動力サイコキネシス〉と〈念動力テレキネシス〉の勝負？」

　ペンダントを握り締める彼女は、今日も挑発的な言い方をしてしまっていた。

「すぐに分かります。──皆さん、よろしいでしょうか？」



「……優ゆう一いち、どうしようっ」

　全員の同意を得て、駐車場の屋上へと向かう委員長。その背中を見て、コトハは俺の袖を引っ張った。悠ゆう里りさん達たちからも離れて、物陰に二人きりになる。

「ピンチだよッ。プールで勝負しなかったから、ここで白黒つけるつもりなのかもっ」

　傍にある消火扉のランプが、彼女の狼ろう狽ばいした顔を赤く照らしていた。

「運動で勝負するのはいいけど……私、二人がケンカするところなんて見たくないよ」

「それは俺も同じだ」

「止めたほうがいいよね？」

　俺は頷うなずきかけて──、

『優一は止・め・な・い・で・』

　言葉を飲み込んだ。予言者からの忠告を、また忘れるところだった。

「……優一？」

　あの言葉が、今この瞬間に向けられていたのかは定かではない。

　しかし可能性はある。だとすれば、俺に何ができる？

　だとすれば……信じて、しっかり見届けるしかない。

「委員長に任せてみよう」

「止めないの？」

「ああ。止めない」

　不安そうにしているコトハの手を取り、

「俺達が邪魔をしちゃいけない。委員長の決断を信じよう」

「蓬ほう子こちゃんの決断？」

「ああ。──ただし、本当に危なくなったら、割って入る」

　彼女は更に一歩近付いてきて、俺の顔を覗のぞき込こんだ。薄暗い中にも、瞳が輝いて見える。爆発的な生命力の輝き。生きているのかどうなのか、危うい俺にはない光だ。

「……分かった」

　彼女は腹を括くくった。

「蓬子ちゃんと相棒を信じる。でも、もしものときは私も止めに入るよ」

　俺が溺おぼれたときも、委員長達が廊下で睨みあっていたときも、コトハは飛び込んでいった。そういうことができるのが俺の相棒、木こ枕まくらコトハ。

「ダメだ──って言っても無駄か？」

「無駄だよ。ジッとなんかしてられない」

　それに、と不意に表情を和らげる。

「私のこと、絶対に守ってくれるんでしょ？　だから、安心して仲裁に入れるよ」

　そうなると……万が一でも決闘に発展したときは、委員長と悠ゆう里りさんだけでなく、コトハにまで気を配らないといけなくなるのか。リスクが増えている。

　俺は空いている手を握り、突き出した。

「任せろ、相棒」

「頼むよ、相棒」



　立体駐車場の屋上は満車だった。これは逆に人目がないと思える。車を取りに来る人以外に、満車の駐車場に来ようとする人はそういない。上がってくる時間が勿体無いだろう。

「場所は広くないけど……ま、いいか」

　夜が近づき、空を覆う雲が暗雲のように見える。重苦しく立ちこめる空気を物ともせず、悠里さんは右手首を回した。

　向かい合う委員長は帽子とぬいぐるみを手にしたまま、下唇を噛かんでいた。双眸は糸のように細まり、前面を見つめている。

　屋上の隅で対立する二人を、俺達たち四人は見守っている。

　特に尾お森もりさんは顔を青ざめさせて、握った両手を口に寄せていた。

　そんな尾森さんの肩を抱き、コトハが安心させるように微笑ほほえむ。

「大丈夫だよ」

　俺の横では、章しよう子こさんがアゴに手をやっている。相対する二人の部下に向けられた口元は微笑んでいたが、眼光はいつになく重々しかった。

「──さ、姫さま。始めようよ」

　悠里さんが右手に青い光を出した。

　しかし、委員長はぬいぐるみに口付けをしない。一歩、前に進み出る。

「私はっ！」

　彼女は大きな声で口火を切った。周囲で見ていた俺達ですら意表を衝かれたのだから、近くにいた悠里さんはなおのことだ。右手にまとっていた精神エネルギーが拡散して、霧のように消えていく。

　委員長は息を大きく吸い込んだ。その顔は僅わずかに熱を帯びていて、腕の中にいるウサギは押し潰されている。

「私はっ、ひゅっ──悠里さんと、おっ、おと、お友達に、なりたい、ですっ！」

　変なところで呼吸が入り、単語が滅茶苦茶になっている。

「ですから、私は、あなたのことが、知りたい、ですっ！　ご、迷惑でしょうか！」

　常に他者から一歩退き、心を許していなかった彼女が、顔を真っ赤にして感情をぶつけている。これ以上ないという程に心の内をさらけ出し、相手の事を知ろうとしている。

　そこにいたのは、ただの不器用な女の子だった。

　今の彼女には──仕事も、委員長としての自覚も、道場のことも、超能力のことさえも──全てが関係ない。どこにでもいる、普通の女の子だ。

「ア──アタッ、シは……」

　悠ゆう里りさんも、委員長に負けないくらいの顔色になっている。

「ァタシは……その、えぇと──」

「お姉ちゃん！」

　尾お森もりさんだ。尾森さんは帽子を取って、自分の顔をよく見せるようにする。その顔は不ふ甲が斐いないお姉ちゃんを叱責するようだった──ここまで来て、またダメなのッ？

　妹分の無言のエールを受けて、口をパクつかせていた悠里さんが目の色を変えた。

　ギシギシと音が聞こえそうなほどにぎこちない動きで、胸のペンダントを握る。

　それから──ポケットから折り畳んだ紙切れを出し、委員長に突きつけた。

「コレっ！」

「なんですかっ！」

　自分の声が押し負けてしまわないように、彼女達たちは声を張り上げている。懸命に自分を奮い立たせ、相手に胸の内を伝えようとしていた。

「読んで！　アタシ、また、変なこと言っちゃいそう、だからッ！」

「はい！　分かりま、したッ！」

　ガクガクと震える悠里さんの手から、ブルブルと震える委員長の手に手紙が渡る。

「………………」

　暗い中で、委員長はメモを何度も読み返した。目の前では、悠里さんがペンダントを握って目を瞑つぶっている。俺達も身動き一つできなかった。

　やがて、沈黙は破られる。

「──────夏・来・さ・ん・」

　メモから視線を上げた委員長は、先ほどまでの緊張が嘘うそのように落ち着いていた。

「私は、あなたを……か、夏か来こさんと、呼ばせて頂きたいのです。ダメでしょうか？」

「ダメ、じゃ……ないよ……」

　悠里さんも緊張のピークを終えたのか、声のボリュームを落とした。

「ありがとうございます。私も、どうか下の名前で呼んでくださいませんか？」

　悠里さんがビクッとサイドテールを揺らした。

「私の名前は小こ日向ひなた蓬ほう子こです。姫さまではありません。あだ名ではなく、私・自・身・の名前を呼んで頂けないでしょうか」

　一拍の間を置き、彼女は続けた。

「名前を呼ばれないのは……辛つらいです」

　絞り出すような声。その声に滲んでいたのは、はっきりとした悲しみの感情だった。

「蓬ほう子こっ」

　言ってから自分でも気付いたのか、悠ゆう里りさんが口を手で隠している。しかしすぐに、帽子を目深に被り直した。

「一回、言ったから！　もう、取り消せないからねっ？　もう、アタシはずっと、蓬子のことは蓬子、って呼ぶから！　呼ぶ、から──」

　顔から火が出そうになっている彼女は、最終的に消え入りそうな声で言った。

「そんなに……悲しそうな顔、しないでよ」

　その不器用な気遣いに、委員長は顔をほころばせる。

「はい。お願いします、夏か来こさん」

　今まで彼女が見せてくれた中で、最も柔らかな笑顔を委員長は見せた。

「その紙、あげるからっ。持ってていいよ。ずっと、ずっと、持ってていいからッ！」

　言い終えると、悠里さんは俺達たちのほうに向かって足早にやってくる。

　そんな彼女を受け入れたのは、尾お森もりさんだった。

「……よかったね、お姉ちゃん」

　ずっと小さな身体で悠里さんを抱き締め、背を伸ばし、頭を撫なでている。

「……うん」

「頑張ったもん。当然だよぅ」

「……うん」

「あとでご褒美あげなくちゃ。何がいい？」

「……歌うたの作った玉子焼き」

　尾森さんは、申し訳なさそうな笑顔をこちらに向けた。

「すいません。ちょっと外しますね。落ち着いたら、帰ってきますから」

「私も行こうか？」

　心配したコトハの申し出に、尾森さんはカールした髪を横に振る。

「お気遣いなく。この役だけは、私は誰にも渡せませんので」

　二人が築いてきた年月は、俺達では敵いそうになかった。



　悠里さんと尾森さんがどこかに消えると、コトハはため息をついた。

「なんか……私、何もしてないみたいだなぁ。優ゆう一いちは蓬子ちゃんの特訓してたし……」

「コトハは、悠里さんと委員長を仲良くさせようとしてただろ？」

「でも……結局は二人の問題だし。私がしなくても、二人は同じ超能力者なんだから、きっと仲良くなってたよ」

　いつになく後ろ向きなことを言っている。

　俺は足元を見つめている彼女の帽子を取り、ライトブラウンの頭に手を乗せた。

「何すッ────る、の？」

　軽く頭を撫なでる。

「励ましてる」

「え、えっと……なんで？」

「悠ゆう里りさん達たちに影響された」

　俺はもう一度帽子を被らせた。

「コトハはよくやった」

「ホント……？」と訊きいてくる彼女は、しきりに頭を気にしていた。

「ああ。──最近、人・から教わったんだけど……全てはきっと無駄じゃないそうだ。だから、コトハの行動が無意味だってことはあり得ない」

　コトハは一度きょとんとしてから、気恥ずかしそうに視線を動かし──それから、自慢げに「へへへっ」と破顔した。

「そ・の・人・、いいこと言うね？」

「そうだな。いいこと言うな」

　そうしていると、委員長が近付いてきた。

「……お忙しいところ、申し訳ありません」

　律儀にも断りを入れて、委員長はコトハに話しかけた。

「あの……木こ枕まくらさん。今更で、大変恐縮なのですが──」

　彼女の手には、悠里さんからの手紙が握られている。ほとんどクシャクシャになっているのは、悠里さんが何度も見返して練習をしていたからだろう。

「コトハさん──と、呼ばせて頂けないでしょうか？」

　途端に、相棒が一層華やかな笑顔を浮かべた。

「もちろんだよ、蓬ほう子こちゃん！　もっと名前呼んで！」

「はい。コトハさん」

　ガバッとコトハが見上げてくる。行ってこい。

「蓬子ちゃん！　可愛かわいいよぉ～」

「きゃっ」

　コトハに抱きつかれて、委員長は悲鳴を上げた。それでも相棒は止まる気配がない。コーヒーカップよろしく回転しながら、どんどん離れていってしまう。

「やったーっ！　蓬子ちゃんゲットだよ！」

「ゲット？　私は、コトハさんに捕まってしまったのですか？」

「また名前呼んでくれた！　嬉しいよ──もう離さないからね！」

　狂喜乱舞って、こういうことを言うのかな……。

「──一件落着、って感じね～」

　いつからかニヤニヤしていた章しよう子こさんが、この上なく軽い口調で評した。

「肩の荷が下りたわ。これでようやく、特訓の成果を上に報告できそう」

「どうして、ここで特訓が出てくるんですか？」

「最初に言ったでしょ？　超能力の強さは精神力と密接な関係がある。今回の特訓では、あえて蓬ほう子こちゃんを追い詰めるように水・辺・で超・能・力・を使ってもらったわ。更に、真面目な蓬子ちゃんには恥ずかしすぎる恰好とコーチ役まで用意した」

　幼少期に湖で能力ちからを使ったことが原因で、委員長は水に恐怖心を抱くようになった。超能力を厭いとい、超能力者である自分と他人の間に壁を作るようになった。

「自分の最も苦手とするシチュエーションでも能力ちからを使う事ができれば、超能力は強化されたと言えるわ。その為ためには、現状を正しく理解する冷静な判断力と──」

　焦らすような間を作り、章子さんは横目で俺を見やった。

「一人ではなく、誰かと力を合わせれば乗り越えられる。そういう事実を知って欲しかったのよ。……簡単に言えば、人に頼ることを覚えてもらいたかったの」

「それは……チームで仕事をするから、ですか」

「よくできました」

　褒められて、解釈が正しかったことにホッとした。

「蓬子ちゃんは、なんでも自分だけで解決しようと考えてしまう。そんな余裕の無さが、操・作・し・過・ぎ・という形で超能力に表れていた。実際はそうじゃないの。一人ではなく、全員が力を貸してくれている。──それを知った蓬子ちゃんは、前よりずっと強いわよ」

　俺達たちの視線の先では、未いまだにコトハが委員長にくっついている。委員長はそれに逆らう素振りは見せず、されるがままになっていた。

「一人ぼっちだった人間は──一人じゃないと知ることすら、簡単じゃないのよ……ね」

　章子さんは、雲の奥にある星を見ようとしているのか、酷く遠い目をしていた。

「人の心は複雑怪奇。目には見えない隠された物。それはつまり……人の心も一つのオカルト、ってことなんだから」

「……章子さん？」

　名前を呼ぶと、何事もなかったかのように忍び笑いを漏らす。

「フフッ。──さ、優ゆう一いち君。蓬子ちゃん達をバシバシ撮ってあげなさい。これも立派な資料よ。女の子同士が仲良くしてるだけの写真が、重要な成果なんだから」

　カメラを取り出していると、コトハに名前を呼ばれた。

「優一、頭撫なでるの下手っぴだよーっ！　でも、変に上手じゃなくて安心したーっ！」

　それは下手でよかったのだろうか。判断に苦しむ。

　俺は返事の代わりに、コトハと委員長をズーム撮影した。さすがに最新機種。コトハ達たちは動いていたのに、全くブレていない。

　画面の中に切り取られた彼女達は、二人とも満面の笑みを見せていた。

「章しよう子こさん」

「何？　優ゆう一いち君」

「今日の仕事──一つ提案があります」



　時刻七時五十三分。俺は住宅街を駆け抜けていた。

　すぐ近くには小学校がある。闇夜に浮かびあがった黒い塊には、ガラスを通して緑色の光が見えていた。非常口のランプだろう。

　イヤホンの中から相棒の声が聞こえてきた。

『もうすぐターゲットが来るの。──みんな、大丈夫？』

　全員の通信回線は開いている。同時に各々の返事が聞こえてきた。

　俺は返事もできず、塀にもたれかかって、肩で息をしていた。

『相棒……大丈夫？』

　やっとのことで、息を整えた。

「問題ない。──相棒の予知通り、こ・の・五・分・間・、学・校・前・の・通・り・を・通・る・予・定・だ・っ・た・三・人・の、足止めは成功した。五分の間、この一帯に目撃者はいないはずだ」

　目撃者を減らせれば、多少の無理は利く。

　その為ために俺は──スーパーに駐輪していた主婦の自転車の位置を少しズラしたり、近くの工事現場からパイロンを拝借して道を封鎖したり、一方通行の道にタクシーを停車させたりして、この道を通ろうとしていた人を遠ざけた。タクシーの運転手は、俺の映画みたいな恰好を見て「なんかのコスプレ？」とか訊きいてきたけど……。

　全てはガキの悪戯いたずらだ。その悪戯で未来が変わる。

「それじゃ、後は手はず通りに」

　全員の返事が聞こえてきて、数秒の間を置いて相棒が警戒してきた。

『──────来た』

　ターゲットの男が鼻歌を歌いながら、こちらに向かって歩いてきた。背は高く、アゴ髭を生やしている。上機嫌のようだ。もうすぐ大金が手に入るからかもしれない。両手をポケットに突っ込んで、ニタニタしている。

『まずは〈銃公女ガンネリーナ〉。あと少ししたら、ターゲットがＵＳＢを眺める。その瞬間に狙撃して』

　相棒の言葉に、尾お森もりさんが『了解しました』と答える。

『でも、抜けてますよねぇ。取り引きの材料を不用意に眺めるなんて』

　金の成る木を眺めたくなる気持ちは分からなくもない。テレビドラマでも、泥棒が盗みに入る家の見取り図を手に入れてニヤついているシーンを見たことがある。

『だからこそ、仕事がしやすくなるんですよ──歌うたさん』

『そうですね、蓬ほう子こせんぱい』

　委員長が自然に下の名前を呼んでいる。

　仕事の前だと言うのに、みんな安心している。精神面が大きく反映される超能力者チームにとっては、仕事に最適な心的状況だと言えた。

『──────カウント十秒前。十・九・八・七……』

　カウントが始まる。

　俺が潜んでいる前を男が通り過ぎた。こちらを見ようともしない。

　そして、カウントが一になり────男がポケットからＵＳＢを取り出す。

　刹せつ那な。男の遥はるか背後から、赤い発光体が飛んできた。尾お森もりさんの精神エネルギーによる狙撃。威力は、男の手からＵＳＢを弾き飛ばすくらいに調整してある。

　狙いは外れず、赤い銃弾は男の手に直撃した。ＵＳＢが宙を舞い、小学校の校門前に落下する。

　ターゲットは原因不明の衝撃に手を押さえ、周囲を見回す。手に触れた瞬間に精神エネルギーは消滅していて、証拠は何一つとして残っていない。

『ターゲットがＵＳＢを拾いにいく。──次は〈獣爪の令嬢ブルート・ブラツド〉』

『Okey-dokey!』

　悠ゆう里りさんが流りゆう暢ちような英語で答える。ニュアンスは「任せて」、といったところか？

　周囲を警戒していた男が小走りにＵＳＢへと近付いていく。校門前にある蛍光灯の下に男の姿が躍り出た。

　バキバキバキッ……。

　校門の閉まった小学校のグラウンドから、嫌な音が響いた。屈んだまま、ターゲットがそちらを見やる。そして、彼は目の当たりにした。

　──その小学校の初代校長の銅像が、自分に向かって飛びかかってくるのを。

　ターゲットがよく分からない悲鳴を上げる。そのまま地面に尻もちをついた。

『銅像は投げたよ！』

　先ほどの音は、悠里さんが〈精神動力サイコキネシス〉で銅像を引き抜いた音だ。力ずくで動かしたそれを、彼女はグラウンドから放り投げた。普段ならここで終わりだが……今日は違う。

　なぜなら、この校長先生は胸元に蛍のような光を宿している。

『操作は任せてくださいっ』

　委員長の声がして、銅像が空中で一回転する。

　パワータイプの〈精神動力サイコキネシス〉は掴つかんで物を動かす。掴んでいる物からは、エネルギーの届く範囲しか離れられない。隠密行動には適さず、遠距離の行動は力任せに投げるだけだ。

　逆に操作の〈念動力テレキネシス〉は、操作対象が何かに固定されていると能力ちからの限界を迎えてしまう。以前、委員長が大地に依存していた桜の樹を動かしたとき──その大きさもあったのだろうが、彼女は命すら犠牲にするところだった。まさしく捨て身の行動だった。

　しかし、今は違う。なりふり構わず能力を使う必要などない。自分が出来ないことをしてくれる、仲間がいる。苦もなく銅像を引っこ抜ける〈精神動力サイコキネシス〉が力を貸してくれる。

　これなら、仕事の選択肢が広がる。章しよう子こさんにいい報告ができそうだ。二人の能力ちからが合わさるところが見たくて、提案した甲か斐いがあった。

　膝を震わせるターゲットに、銅像は威圧するように接近していく。学校の塀まで追い詰めると、音もなく急上昇した。優に十メートルはあろうかという高さまで浮きあがったそれは、まるで見えないロープが切れたかのように垂直落下する。

　押し潰される──そんな生存本能からだろう。ターゲットは一目散に駆け出した。何かよく分からない声を上げて、走り去っていく。

　俺はそれを見届けて、隠れていた場所から歩道に出た。校門前の光の中には小さなＵＳＢと銅像がある。銅像は砕けることなく、地面からギリギリの地点で浮遊していた。

　俺はＵＳＢを拾い上げ、ポケットから同機種を取り出した。そのダミーを代わりに置く。

　現場に戻ってきたターゲットがこのダミーのほうを手にすれば、筋書き通り。

『申し訳ありません……やはり……重くて……』

　委員長の苦しげな声が聞こえた。それに答えるように、小学校のブロック塀に青い爪が現れる。敷地の内側から現れたかぎ爪は塀の上部を掴み、腕の持ち主が這い上がってきた。

　悠ゆう里りさんは塀の上に立ち、軽々と自分の身体を支えた青い腕を消す。

「蓬ほう子こっ──後はアタシが運ぶから、能力ちからを解除していいよ」

『……ありがとうございます、夏か来こさん』

　安あん堵どした息を吐いて、委員長は〈念動力テレキネシス〉を解除した。重たげな音を立てて、銅像が道の真ん中に鎮座する。

「──お姉ちゃんと蓬子せんぱいのタッグも凄すごかったですけど、コトハせんぱいの〈未来予知〉も凄いですね。……あくまでも、コ・ト・ハ・せ・ん・ぱ・い・は・ですけど」

　持ち場を離れた尾お森もりさんが、キャスケット帽を被り直しながらやってきた。

「デスせんぱいは何もやってないですし……」

「歌うたさん。そういうことを言ってはいけませんよ。この作戦を考案したのは、他でもない内ない藤とう君ではありませんか」

　今度は委員長だ。尾森さんとは逆方向から、ウサギを抱いて歩いてくる。

「ホント、くだらない作戦だけど。ほとんど悪戯いたずら」

　塀から降りて、悠ゆう里りさんが呆れたように笑った。

「ま、誰にも怪け我がをさせないのはいいと思うけど」

「それに……チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉は内ない藤とう君とコトハさんのチームでないと、正確な予知ができません。コトハさんが凄すごければ、内藤君も同じくらいに凄いのです」

『そういうことなの』と、相棒が太鼓判を押してくれる。

　俺は回収したＵＳＢをよく見えるように掲げてみせた。全員の視線が集まる。

「相棒の〈未来予知〉によれば、ターゲットが戻ってくるまであと三分。それまでに、ここから離れよう。そうすれば完全に──」

　ＵＳＢを手の内に隠し、この場にいない予言者の代わりに告げる。

「今が未来に追いついて、任務完了だ」










エピローグ





　予定より早く着きそうだ。

　青信号へと変わった横断歩道を歩きながら、俺はケータイをズボンに押し込んだ。

　時間は昼前。駅にほど近いこの場所は人々で賑にぎわっていた。

　今日はコトハの提案で、〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の五人で遊園地へ行くことになっている。待ち合せに遅れたら何を言われるか分からないので、早めに家を出た。おかげで眠い。

　人前で不作法にも欠伸あくびをしてから、待ち合わせの場所につく。駅の南口にある駅前広場。待ち合わせに利用する人も多いので、一人で待ちぼうけしている人が目立つ。その大多数がケータイをいじっていた。

　そんな中──俺の待ち合わせ相手は背筋をシャンと伸ばし、ハンドバッグを持った手を身体の前でキチンと揃そろえていた。

　彼女の今日の服装は、白いワンピース。上から水色のカーディガンを羽織っている。

　高くなった陽光に照らされて、彼女の黒い髪が輝いている。過度なアクセサリーをしていないからこそ、より一層美しく見えた。いつも学校で会っているはずなのに、俺は思わず足を止め、見入ってしまった。

　ふと、彼女が顔を上げた。切れ長の瞳が広場を見回し、やがて俺を捉える。

　その瞬間──委員長は安あん堵どしたように微笑ほほえみ、髪を耳にかけた。

「おはようございます」

　近くに行った俺に、彼女は深々と腰を折った。

「おはよう。……早いな？」

「それほどでもありません。十分ほど前に到着しただけです」

　当然のことのように言って、彼女はベンチを手で示した。

「座りませんか？」

　勧めに従い腰を下ろす。彼女も座った。

　…………なんか、近い。

　俺達たちの間には人一人分のスペースが空いている。ただし、小学生がなんとか座れるくらいの距離だ。こんなに近くで彼女を見たことはない。プールサイドで話していたときですら、大人二人分は離れていたのに。

「あ……えっと、晴れてよかったな？」

「はい。そうですね」

　会話が続かない。

「……先週の勝負は、よく勝てたな？」

　緊張してしまって、俺は思わず訊たずねていた。口を開けば質問しかしていない気がする。

「内ない藤とう君がコーチをしてくださったおかげです」

　──先週の日曜日。結局、委員長と悠ゆう里りさんはプールで激突した。場所はもちろん、例のスポーツジム。試合の名称は『第一回・優ゆう一いちはヘンタイなのかどうなのか杯』（コトハ命名）だ。もう名誉棄損どころの騒ぎじゃない。

　仕事を前にして、迷いのなくなった委員長は見る見る内にクロールを取得し、訓練の最終日にはコーチである俺と大差ないくらいに練度を高めていった。元より彼女は、日頃の鍛練で全身のバランスを取ることに秀でていた。一度コツを掴つかんでしまえば、泳ぐことなんて造作もなかったのだ。

　そんな委員長と悠里さんの試合は、実に僅差だった。

　悠里さんが敗北した要因を上げるとすれば、バタ足だろう。彼女は腕で水をかくことは得意なのだが、ビート板を使って泳いだ場合、とんでもなく遅いことが試合後に判明した。ほとんど腕だけで泳いでいたことになる。結果として、いいハンデになったが。

　もしかすると水着をはち切りそうになっていた胸が敗因と言えなくもない──何を失礼なことを考えてるんだ、俺は。そういうのは胸三寸にしまっておけ。

「コーチから見て、私の泳ぎはいかがでしたか？」

　まるでスポーツ番組のインタビューみたいな切り出しだ。

「上う手まかったと思う。実際、勝負にも勝てた」

「はい。とても楽しかったです」

　思い返すように、彼女はうっすらと目を細めた。

「泳ぐということが、あれほどまでに楽しく思える日が来るだなんて……思いもしませんでした」

「それは……悠ゆう里りさんと泳いだから、ってこともあるんじゃないか？」

「お気付きになりましたか」

　当日、火花を散らすお互いの口元は、ずっとニコニコしていた。いくら鈍感と言われる俺でも、一目で理解できた。あの様子には、お姉ちゃんを取られたと思った尾お森もりさんがふて腐れたくらいだ。

「この一週間で、夏か来こさんとはよく連絡を取り合ったのです。おかげで、色々なことが分かりました」

　勇気を出して仲良くなった友達の話。俺は彼女を促して、話してもらった。

「あのペンダントは、幼い頃に歌うたさんから贈られた品だそうです。海外から引っ越されて不安だった夏来さんと歌さんが出会ったときに。……超能力者同士で出会えたことは幸運だった、と。それがクローバーに込められた意味だそうです」

「そうだったのか。他にはどんな話を聞いたんだ？」

















「お互いの好きな食べ物の話をしました。夏か来こさんは生クリームが好きなんです。私は生クリームが少し得意ではないので、そこで口論になってしまいました。あんみつのほうがサッパリしているのに、夏来さんは分かってくださらないのです」

　そんなことで口ゲンカしたのか……。あと、委員長はあんみつが好きなのか。覚えておこう。今度怒られたときに、進呈すれば怒りを鎮めてもらえるかもしれない。

　しばらく彼女の話に耳を傾けてから、俺は話の腰を折った。

「皆……遅いな？」

「夏来さんは寝坊してしまった、と連絡がありました。歌うたさんも夏来さんと一緒に来られるそうです。コトハさんは、時間通りに来られるのではないですか？」

　待ち合わせの時間まで、あと五分くらい。もうすぐ来るか。のんびり待とう。

「……内ない藤とう君とコトハさんには、どれほどのお礼を申し上げればよいのか、分かりません」

　委員長は身体をこちらに向けて、頭を下げた。

「本当にありがとうございます」

「いや……別にいい。俺もコトハも、やりたいようにやっただけだ」

「道場も私自身も……心の持ちようまで、私はお二人に救って頂きました」

　一心に見つめてくる委員長。慣れなくて、俺はついつい視線を背けた。

「頑張ったのは委員長だ。俺が手伝ったのはほんの少ししかない」

　立場が逆になった。いつもは彼女に視線を外されるのに、今は俺が逃げている。

　座る距離といい……今日の委員長は何か変だ。

「私は、頑張ったでしょうか」

「ああ。委員長は頑張った」

「でしたら──」

　気になるところで言葉が引っ込められる。先が気になり、彼女を見やった。

　それを待っていたかのように、委員長は穏やかに続けた。

「一つ、お・願・い・をしてもいいでしょうか」

　委員長の表情も、声も鋭くない。しかし膝の上にある指先は、スカートに深くシワを刻んでいた。

「私は内藤君の名誉の為ために夏来さんと勝負をしました。そして、その勝利によって内藤君の名誉は守られました。同時に、その勝利はコーチの指導を誠実に受けていた生徒の努力の賜物であると言えます。この場合の生徒は私で、コーチは内藤君ですね」

　切々と語られる。

「でしたら、内藤君。頑張った者にはご褒美があって然るべきではないでしょうか？」

「まぁ……そうだな」

　所々疑問に感じてしまうが、概おおむね納得できる理屈だ。頑張ったご褒美にプレゼント──というのは、よくある習慣だし。俺の家の場合ではご褒美すら悪戯いたずらに早変わりするけど。

　真面目な顔でスラスラと主張を述べていた彼女が、不意に視線を落とした。

「──というのは建前です。本当は、ただ、ワガママを言ってみたくなったのです」

「ワガママ？」

「はい。内ない藤とう君が、あんまり優しくしてくださるから──」

　彼女はおずおずと続けた。

「甘えたくなってしまいました」

　──不意打ちだ。

　毅き然ぜんとした態度が持ち味の委員長が、恥を忍んで申し出ている。動悸が激しくなる理由としては十分だろう。

「……何をすればいいんだ？」

「名前を呼んで下さいませんか？」

「名前？」

「はい。内藤君は、私のぬいぐるみですら名前で呼んで下さるのに、私のことは委員長と役職でしか呼んで下さいません。……距離を、感じてしまいます。同じ〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の人間でコーチもして下さったというのに……」

　俺は頭をかいた。

「小・日・向・」

　自分でも驚くほどサラッと、彼女の名前を呼んでいた。

「気にするな。ワガママくらい、いつでも聞く」

　小こ日向ひなたは呆あつ気けに取られた顔をしたかと思うと、勢いよく立ち上がって、両目を吊つり上あげた。腕を組み、これ以上ないというほどに唇を噛かんだ。

「私はあなたを追及します！　どうして、このようにあっさりと！」

「いや……小日向は委員長だから」

「だから、ではありません！　では今まで、どうして、呼んで下さらなかったのですかッ？」

　あまりの大声に、周囲が好奇の視線で見ているのが分かる。

「嫌だったのは、姫さまって呼び方だけだと思ってました……。いつも、クラス委員としての自覚を持ってらっしゃるから、委員長と呼んだほうが喜ばれるかと……」

「そんなはずはないでしょう！」

「そんなこと言われましても……」

　鼻息も荒く、小日向は乱れた髪を耳にかける。

「まったくっ──もう、まったく！　内藤君は、本当に始末の悪いかたですねッ」

「……すいません」

　なんか知らんが怒られた……。

「でしたら、私はもっとワガママを言いますよ？」

　彼女は唇に指を当てて、伏し目がちに、

「──蓬ほう子こ、と呼んでください」

　なかなかの勢いで俺は吹き出した。

「さすがに、それはちょっと……っ！」

「ダメなのですか？」

　眉をよせ、非難する顔をする姫さま。

「ワガママくらいいつでも聞く、と言ってくださったのに……。反ほ故ごにするのですか？」

「……反故？」

「つまり……あなたは私を裏切られるのですか？」

　冗談みたいに、身体の中を電流が走り抜けた。

　まさか……あの委員長が……脅してるのか？

「……分かりました」

　そんな言いかたをされて開き直れるほど、俺は神経が太くない。

「『ちゃん』とか『さん』はつけたほうがよろしいでしょうか？」

「不要です」

「ちょっと……時間をくれないか」

　いくらなんでも、下の名前はマズいんじゃないだろうか。バイト先の人間と距離を詰める為ためだと言っても、少しばかり距離感がおかしい。特訓で心を開くことばかりを学んだから、逆に加減が分からなくなっているのかもしれない。仲良くなった悠ゆう里りさんも不器用だから、距離の取り方に怪しい所があるし。

　しかし理由はなんであれ……裏切るわけにはいかない。

「ほ────蓬子」

　コトハの名前を呼んだとき以上に気恥ずかしい。俺は俯うつむき、額に手を当てた。

「はい」

　と言って、彼女は俺のすぐそばに腰を下ろした。

　……近すぎる。

　俺の内心の動揺が伝わったのか、彼女はか細い声を出した。

「はしたないですが……もう少し、このままでいさせてください」

　誤った距離の詰め方を覚えていても、やはり根本が真面目な彼女。恥ずかしそうに目を伏せている。今後のためにも、適度な距離の取り方を学ばないといけないな。

「もう少しだけ？」

「あと五分ほど」

　そう言って彼女は髪を耳にかけ、木漏れ日のように暖かい笑顔でこう言った。

















「……お願いですから──あと五分」










あとがき



　皆様、お久しぶりです。又は、お初にお目にかかります。境さかい京きよう亮すけです。

　おかげさまで『お願いだから、あと五分！』も二巻を出す事ができました。大変有難いことであると同時に自らの未熟ぶりを痛感し、六畳一間でのた打ち回っております。

　さて今回は、姫さまこと小こ日向ひなた蓬ほう子こにスポットを当てた話となっています。すでに読んで頂いた方はご存じかもしれませんが、彼女の暗号名コードネームは〈朧おぼろかぐや〉と言います。かぐや、とはかの有名なかぐや姫から拝借しました。

　まるで竹の中に身を隠すように人との距離を取っている蓬子ちゃんが、自ら光りを放ち、周りに自分をさらけ出せるか。そんな内容になっています。多分。

　さらに、今作では新しい人物も登場しました。きみしま先生にデザインして頂いた彼女達たちもコトハ達に負けず劣らず可愛かわいらしいので、是非彼女達にも目を向けてあげて下さい。

　もちろん、コトハも随所でコトハらしい立ち振る舞いをしています。コトハ（赤）も含め、彼女にもご期待下さい。

　紙面も限られておりますので、そろそろ謝辞に移らせて頂きたいと思います。

　まず、担当の池いけ本もと様。何から何まで後手後手に回ってしまい、ご迷惑をおかけしました。作品が自分一人では作れないということを、改めて痛感しました。未熟者で不勉強な田舎者ではありますが、今後はより一層精進致します。どうか見捨てないで下さい。よろしくお願いします。

　素晴らしいイラストを提供して下さった、きみしま青様。イラストを拝見する度、あまりの出来栄えの良さに手が震えます。イラストの魅力が引き出せるような作品を生み出せるように努力致します。また、今回は前回以上に多大なご負担をおかけして、大変申し訳ありません。

　そして編集長の三み坂さか様、編集部の方々、出版や販売に関わって下さった全ての方々に、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。

　最後に、この本を手に取って下さった皆様。本当にありがとうございます。一巻のモバイルアンケートにメッセージを送って下さったり、ファンレターを書いて下さったりと、どのような言葉を尽しても感謝を伝えきることができないように思えます。

　皆様に頂いた活力を、より面白い作品でお返しできるように願いつつ、あとがきとさせて頂きます。

境　京亮
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お願いだから、あと五分！２
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